


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　CONTENTS





＊Ⅰ＊

＊Ⅱ＊

＊Ⅲ＊

＊Ⅳ＊

エピローグ

あとがき









[image: ガーリー・エアフォースIII]







[image: ＊Ⅰ＊]







　世界から色素が抜ぬけ落ちている。

　見み渡わたす限りの白、白、白。ビルも電柱も信号機も、何もかもが一様に漂ひよう白はくされている。うっすらともやが足下を覆おおっていた。道行く人はいない。一人、ただ自分一人だけが交差点にたたずんでいる。

（小こ松まつの駅前だよな）

　鳴なる谷たに慧けいは誰だれにともなくつぶやいた。ガラス張りの駅舎とだだっ広いロータリー、こぢんまりとした駅前商店街は見み間ま違ちがえようもない、小松の町まち並なみだ。だがどこか現実味がない。作りかけの書き割わりの中でも歩いている気分。

　そもそも、自分はなんでこんなところに立っているのだろう。

　駅前に来る用事なんかあったっけ？　買い物？　電車に乗るところ？　あるいはただの散歩？

　前後の記き憶おくが欠落している。明華ミンホアに訊たずねてみようと思ったが取り出した携けい帯たい端たん末まつは圏けん外がいだった。直近のメール・通つう話わ履り歴れきもない。スケジューラを見ても特に予定は入っていなかった。

　うーん？

　明らかな異い常じよう事じ態たい、だが不思議と深しん刻こくさは感じられなかった。困こまったな、どうしよう、帰き宅たくして直接明華に訊いてみるかと思う程度だった。

　南北に続くアーケードに足を踏ふみ入れる。化け粧しようタイルの路面、格こう子し柄がらの天てん井じよう、ぶらさがる商店街の垂たれ幕まく。いずれも駅前と同じ見み慣なれた風景だ。だが相変わらず人の気配はない。もともとあまり活気あふれる商店街でもないが誰ともすれ違わないのは妙みようだった。よく見れば道みち沿ぞいの店てん舗ぽもシャッターを閉しめ切っている。ひょっとしてまだ開店前なのか、太陽の位置は明らかな真昼時だが。

　何かがひどくちぐはぐだった。しかし意識を満たすのはただひたすら「帰らなきゃ」「帰ってなぜ駅前にいたのか訊かないと」という思いだけ。なんと言うのだろう、危き機き感かんに繫つながる回路が遮しや断だんされている。あたかも映画のワンシーンを見ているように、なんの感かん慨がいもなく目の前の異常を受け入れている。

　どのくらい歩いただろう。不意に視し界かいが開けた。広大な空と田でん畝ぽが広がっている。いつの間にか自動車道の真ん中を進んでいた。道路はすぐ先で橋きよう梁りように連結し緩ゆるいアーチとなっている。前まえ川がわの橋だ。

　あれ？

　なんでこんな方向に来てしまったのだろう。行きたかったルートから大幅にずれている。今のまま進んでいけば到とう着ちやく先さきは自宅ではない。小松基地だ。

　基地。

　対ザイ戦の拠きよ点てん、自分が自衛隊の一員となり戦っている場所。

（まぁ……いいか）

　基地の受付で電話を借りよう。そうすれば自じ宅たくに連れん絡らくを取れる。誰だれも出なければ祖父母の携けい帯たいを呼よび出してみればいい。いくらなんでも全員まとめて不通ということはないはずだ。

　ぼんやり考え足を踏ふみ出した時だった。

「来ちゃだめ」

　平板な声に顔を上げる。いつの間にか数メートル先、橋の中程に小こ柄がらな少女が立っていた。白く小さな顔、たなびくペールピンクの髪かみ。深い灰はい色いろの瞳ひとみがじっとこちらを見つめている。

「グリペン？」

　対ザイ戦用兵器、ＪＡＳ39Ｄ─ＡＮＭの制せい御ぎよユニット。可か憐れんなる戦闘人形にして自分のパートナー。

　なぜ彼女がこんなところに。基地の外だぞ。勝手に出歩いていいのか？

　だが少女は無表情に言葉を続けた。

「それ以上進んだら戻もどれなくなる」

「戻れない？」

「アンフィジカルレイヤーに接せつ触しよくしすぎると心を保てなくなる」

「アン……」なんだって。

「ジョハリの窓まどが開いている。慧けいはそこから落ちてきてしまった感じ。ここはあなたの知っている小こ松まつではない」

「……」

　言葉の意味が分からない。「窓」から落ちた？　自分の知っている小松ではない？　いや、駅もアーケードも前まえ川がわもあったぞ。別の場所と勘かん違ちがいしているはずがない。というかそもそもの話。

「おまえはどこから来たんだよ。橋の向こうから歩いてきたなら別に俺が行って危あぶないこともないだろ。同じ道をたどるだけなんだから」

「全然違ちがう」

「違うって」

「私達はもともとここの住人だから。多少長く留まっても自じ我がを保てる。でも慧は無理、時間がたてばたつほど存そん在ざいが曖あい昧まいになっていく」

　奇き妙みような違い和わ感かんにとらわれる。少女の口く調ちように迷いはない。いつもの自信なさげな様子とは別人のようだ。全ての経けい緯いと背はい景けいを理解している感じ。

「ここはなんなんだ？」

　つばを飲み訊たずねる。グリペンはわずかに髪を揺ゆらした。

「海」

「海？」

「正確には水面に映うつる影かげのようなもの。まだ水深が浅いから慧の記き憶おくや知識が反はん映えいされているけど深く潜もぐれば潜るほど光も像もぼやけていく。最後にはただの闇やみになる、そういうこと」

「そういうことって言われてもな」

　たとえ話だらけでさっぱり理解できない。何か重大なことを語られている気もするがどうにも抽ちゆう象しよう的てきすぎる。

「もうちょっと俺に分かる言葉で話してもらえないか。つまりなんだ？　俺は幻げん覚かくでも見てるのか」

「幻覚ではない」

「じゃあ」

「ごめん、うまく説明できない。私が記き憶おくを取り戻もどせるのは『ここ』だけだから。概がい念ねんとして理解していてもそれに伴ともなう言げん語ご処しよ理り能力が追いついていかない」

　どくりと鼓こ動どうが跳はねる。

　記憶が取り戻せる？　聞き流せない言葉だった。

「何を、何を思い出したんだ」

「全て」

　全て。

　まさか。

「俺と一いつ緒しよにいると安定する理由とか」

「理解している」

　！

　息が止まりそうになった。少女と出会って以来ずっと疑ぎ問もんに感じていたこと、原げん因いん不ふ明めいのイレギュラー。「なんでだ」震ふるえ声で訊ねると彼女は口を開いた。

「そう作られたから」

「作られた？　誰だれにだ」

「──」

「何？　なんだって」

「──」

　グリペンの唇くちびるは動いている。だが声が伝わってこない。何かノイズが混ざっている。テレビの砂すな嵐あらしを思わせる微び細さいな雑音。

「ああ、じゃあ。えっと」

　訊ききたいことは山のようにある。今の自分を取り巻まく状じよう況きよう、その方々に存そん在ざいする謎なぞ。もし彼女が全てを知っているなら答えてほしかった。一体なぜ自分達はかくも苦しまねばならないのか。死の恐きよう怖ふに怯おびえ続けなければならないのか。

　なぜだか急がないとと思った。タイムリミットが迫せまっている。今のように話していられる時間はそう長くない。

　どうしても訊たずねておきたいこと、彼女に確かく認にんしたいこと。

　たった一つ質しつ問もんを選ぶとすれば。

「ザイってなんなんだ？」

　全ての根幹に係かかわる疑ぎ問もん。世界がおかしくなった元げん凶きよう。

　グリペンのコアはもともとザイの部品だ。もし彼女が全てを思い出したというなら連中の正体も分かるはずと思ったが。

「あれは希望」

　予想外の答えが返ってきた。

「希望？」

　馬ば鹿かな。人類史上最悪の災さい厄やく、脅きよう威いだぞ。それが希望？　何を言っているのだ。

　だがグリペンは淡たん々たんと続けた。

「最後の希望。──のために、──は」

　ああまただ。また肝かん心じんなところが聞こえない。気づけばノイズが大きくなっている。耳元で羽虫が飛んでいるようだ。うるさい、うるさい。今大事なところなんだ。頼たのむから静かにしてくれ。

　世界が白はく濁だくしていく。もともと白かった風景が輪りん郭かくさえ失うほど明るくなっていく。

　少女の瞳ひとみだけが唯ゆい一いつ色しき彩さいを保ったままこちらを見ていた。

　グリペンは瞬まばたき一つせず。

　いつもの無表情で。

　静かに告げた。

「正しい選せん択たくを、慧けい」




　目を開けると古びた天てん井じようが見えた。斑まだらな木もく目め模も様よう、細かい傷きずのついた竿さお縁ぶち、埃ほこりまみれの照明フード。

　一いつ瞬しゆん状じよう況きようが分からず混こん乱らんする。どこだここ。俺は一体何をしているんだ。天井が見えるということは橫になっているのか。倒たおれている？　いや頭の下には枕まくらがある。背せ中なかに当たる感かん触しよくはマットレスのものだ。であれば自室のベッドに寝ねているのか。きっちりタオルケットもかぶっているから急に伏ふせったわけではないらしい。普ふ通つうに就しゆう寝しんして普通に目を覚ました。だとすれば先程までの出来事は夢か。

　夢？

　待てよ。どんな夢を見ていたんだっけ。何かひどく変な会話をしていたように思う。誰だれと話していたのか、何を語り合っていたのか、さっぱり思い出せない。

（小こ松まつの町を歩いてた気がするけど）

　無人の駅前、商店街。ああそうだ、どこにも携けい帯たいが繫つながらなくてそれで。

　それでどうしたんだっけ。

　大事な部分が思い出せない。まぁ夢の記き憶おくなど大して当てにならないが、ひょっとしたら誰だれかと話した気がするだけで、実じつ際さいの展てん開かいは違ちがったのかもしれない。

（にしても嫌いやな感じだったよな）

　誰もいない町。自分一人だけが取り残された感覚。今いま更さらながら不安が湧わき起こってくる。もし本当に他の人達が消えてしまったら果たして正気を保っていられるのだろうか、パニックに陥おちいり走り回ってしまうんじゃないか。

（起きるか）

　軽く伸びをして立ち上がる。顔を洗あらい明華ミンホアに挨あい拶さつすれば気分も晴れるだろう。「おはよう」「なんか変な夢見てさ」その程度の会話で胸むねのもやもやも治おさまるはずだ。

　悪い夢を見て泣きつくなんて、まるで子供みたいだけど。

　スリッパを履はき廊ろう下かに出た。板張りの廊下に朝陽が映はえている。心持ち空気がひんやりとしていた。今日はあまり暑くならないのかもしれない。夏も盛さかりだというのにここのところ天気が不安定だ。バイトに行く時は雨あま合がつ羽ぱを持っていったほうがいいかもな。

　隣りん室しつの扉とびらをノック。返事はない。「明華？」と呼よびかけるも反応はなかった。洗せん濯たくか台所仕事でもしているのか。

　バルコニーを見てから階下に降おりる。脱だつ衣い所じよ、風呂場、台所、順じゆん繰ぐりに確かく認にんしていくも人の気配はなかった。明華はおろか祖父母の姿すがたもない。

　おいおい。

　悪い冗じよう談だんだ。ひょっとしてまだ夢でも見ているのか。

　時じ刻こくは午前八時、夏休みの途と中ちゆうだしまだ皆みなが出かける時間でもない。もう一度茶の間をのぞき、二階に戻って明華の部屋を訪おとずれた。だが変化はない。先さき程ほどの悪夢と同じ、自分以外の存そん在ざいが消え失せている。

（噓うそだろ）

　高鳴る鼓こ動どうを抑おさえて走り出す。階かい段だんを駆かけ下り必死で視し線せんを走らせる。一部屋一部屋、舐なめるように人の痕こん跡せきを探さがした。いない、いない、誰もいない。

　トイレの中まで確認してから玄げん関かんに向かった。まさか外も同じじゃないだろうな。町まち並なみから色しき彩さいが消え白いもやに覆おおわれていたりしたら。

　サンダルに履はき替かえるのももどかしく外に出かけて、瞬しゆん間かん。

　引き戸が開いた。

「け、慧けい？」

　大ぶりな目が瞬またたく。立ちすくんだ拍ひよう子しに黒のポニーテールが揺ゆれた。

　パーカー姿の女の子だった。ハーフパンツにスニーカーという動きやすい格好。片かた手てに灰はい色いろのエコバッグをぶら提さげている。

「明華ミンホア？」

　つぶやき声はどことなく間が抜ぬけていた。訊たずねるまでもない、目の前の少女は明華だ。宋ソン明華、中国在住時からの幼おさななじみでともに上海シヤンハイから避ひ難なんしてきた仲。

　よほど妙みような顔をしていたのだろう。明華の眉まゆ根ねが寄よった。

「中、入れないんだけど」

「え？　あ、悪い」

　慌あわてて退くと明華は怪け訝げんな視し線せんを向けながら玄げん関かんに入ってきた。エコバッグを廊ろう下かに置き振ふり返る。

「どうしたの？　そんな必死な顔で、寝ね間ま着きのまま外に出ようとして」

「いや」

　と口ごもる。「なんか家に誰だれもいなかったから」

「はぁ？」

「祖じ父いちゃん祖ば母あちゃんもいなかったし、何か起きたのかと思って」

「……」

　明華は胡う乱ろんげだった。子供じゃあるまいし、そんなことで家を飛び出すのかと言わんばかりだった。

　まったくだ。あらためて考えると自分の焦しよう燥そうが随ずい分ぶん滑こつ稽けいに思えてくる。明華はエコバッグの口を広げてみせた。

「コンビニに行ってきただけだよ。朝ご飯作ろうとしたら卵たまご切れてたから」

「祖父ちゃん達は？」

「親しん戚せきの集まり。昨日ご飯の時に話してたでしょ」

「……ああ」

　言われてみれば朝早く家を空あけると話していた。なぜ忘わすれていたのだろう。夢の記き憶おくがあまりに衝しよう撃げき的てきすぎたせいか。

「大だい丈じよう夫ぶ？　なんか顔色悪いけど」

「悪い。ちょっと寝ねぼけてたかも」

「しっかりしてよね、明日も明後日あさつても補ほ講こうあるんだし」

　補講。

　小こ松まつの高校には先月から編入したため、夏休み中も講義を受けさせられている。避難民向けの特別カリキュラムだが内容は現地校生向けと同じで容よう赦しやがなかった。一度でも休めば即そく座ざに置いていかれる、二学期の授業についていけなくなる。今のようにぼんやりしていてはとてもクリアは覚おぼ束つかなかった。

「朝ご飯作るよ。お茶入れたげるからリビングで休んでて」

　スニーカーを脱ぬぎ台所に向かっていく。てきぱきと買ってきた卵を冷れい蔵ぞう庫こに入れ麦茶のポットを取り出した。ほどなく氷のぶつかる音が響ひびいてくる。琥こ珀はく色いろに輝かがやくグラスが食しよく卓たくに運ばれてきた。

「どうぞ」

「ありがと」

　グラスを受け取る。中身をあおると喉のどや胃いだけでなく、ざらついた気分も一いつ緒しよに潤うるおっていった。人ひと心ごこ地ちつく。明華ミンホアが窓まどを開けたのだろう。風とともに蟬せみの鳴き声が入ってきた。

「本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

　台所から心配そうな声が響いてくる。パチパチとガスの着火音が語ご尾びに重なった。

「調子悪いなら部屋で寝ねてたら？　できたら食事持ってくし」

「いやいいよ。もう大分楽になった。風ふ呂ろ入ったらバイトの準じゆん備びもしないとだし」

「バイト」

　あからさまに不満げな反応。

「今日くらい休んだら？　無理して動いたら本当に身体からだ壊こわすよ」

　こないだも泊とまりがけだったしとこぼされる。

「たかだか売店の仕事だよね。いくら自衛隊の基地だからって、そんなに必死で働かなくてもいいんじゃない？」

「人手が足りないんだよ」

「そのしわ寄せを慧けいが全部かぶることないと思う」

「まぁ」

「学生の本分は勉強だよね」

　仰おつしやる通り。自分が本当に売ばい店てん勤きん務むならもう少し優ゆう先せん順じゆん位いを考えるべきだろう。とりあえず泊まりがけの「在庫整理」など絶対に断るべきだ。翌よく日じつに補ほ講こうがあるならなおさらの話。

　だが現実に抱かかえている仕事は違ちがう。

　対ザイ戦用兵器、アニマ・グリペンの調整作業。諸もろ々もろあって現在は戦闘機ドーターの操そう縦じゆうまでやらされている。太平洋最後の防ぼう壁へきとしてザイを食い止める役やく割わり。とても体調がどうなどと言っていられない。いざとなれば這はってでも基地に赴おもむかねばならなかった。

　一体なぜこんなことにと思う時もある。だがあのペールピンクの髪かみの少女、グリペンを放ってはおけなかった。自分がいなければ彼女は意い識しきを保つことさえままならないのだから。

（それに）

　ザイは自分と明華、二人の故こ郷きようを奪うばった敵てきだ。二度と大陸での悲ひ劇げきを繰くり返さないためにもできることはやっておきたい。小こ松まつでの生活を自らの怠たい慢まんで失いたくなかった。

　もちろんありのままを語ることはできない。実は俺、自衛隊の秘ひ密みつ兵へい器きに乗って命がけの戦せん闘とうをしてるんだ。分かってくれるよな明華？

　おお、恐おそろしい。一体どんな反応が返ってくるやら。首根っこをつかまれ監かん禁きんされてもおかしくなかった。

　だから同じ言い訳わけを繰くり返すしかない。しかつめらしい顔で、内心の動どう揺ようを押おし殺しながら。

「勉強と仕事、どっちが上でどっちが下ってわけでもないだろ。心配するなよ、ちゃんと両方やりとげてみせるから」

「ならいいけど」

　チーンとトースターの音が響ひびいた。少ししてパンとオムレツ、ほうれん草のバター炒いためが運ばれてくる。香こうばしい匂においが食しよく欲よくを刺し激げきした。

「はい、めしあがれ」

「おう、いただきます」

　思ったより腹はらが減へっていたらしい。しばらくの間、二人とも黙もく々もくと食事を続けた。箸はしと皿の触ふれ合う音が不ふ規き則そくに響く。テレビもついていないから会話が途と絶だえると本当に蟬せみの声しか聞こえてこなくなる。

「今日も遅おそくなるの？」

　ややあって明華ミンホアが沈ちん黙もくを破やぶった。言うタイミングをうかがっていたのか、よく見ると食事があまり進んでいない。

「ああ、多分」

「なんかさ」

　ためらいがちに言葉を切り上うわ目め遣づかいになる。

「最近変なこと考えちゃうんだ。今のままいくと突とつ然ぜん慧けいが遠いところに行っちゃうんじゃないかって」

「遠いところ？」

「どことかは分からないけど、いきなり帰らなくなってもう会えなくなるの」

「なんだそれ、どういう話だよ」

「だから変なこと。理由なんてないけどふっと思うの。分かってるよ、自分でもおかしな話してるの」

「……」

　十年来の付き合いだ。どれだけ秘ひ密みつにしても色々察するものはあるのだろう。確かに、自分はいつ空で死んでもおかしくない身だ。彼女の言う通り、ある日突然別れの時が来るかもしれない。

「明日、遊びに行こうか」

　唐とう突とつな提案に明華は瞬まばたきした。「へ？」と意表を突つかれた様子。

「いや、前にナントカ公園に行こうって話してただろ。結局俺のバイトでだめになっちゃったけど、あの埋うめ合わせ。予定合わないならいいけど」

「合う！」

　間かん髪はつを入れず回答された。両手を卓ちや袱ぶ台だいにつき身を乗り出さんばかりの勢いだ。凍こおりつくこちらに気づいたのか、彼女はこほんと咳せき払ばらいした。

「ちょ、丁度慧けいを誘さそおうと思ってたの。最近バイトと補ほ講こうばかりで気がふさいでるっぽいし。たまには気き分ぶん転てん換かんした方がいいんじゃないかなーと思って。うん、あたしが行きたいわけじゃなく、あくまで慧のことを心配してね」

「そ、そりゃどうも」

　礼を言うところなのだろうか。なんだかよく分からない理り屈くつだが。

「じゃあ明日の朝一出発で。今日は早めに寝ねないとな」

「そう思ってるなら早く帰ってくること」

　明華ミンホアは分ふん別べつくさい顔で、そう念ねん押おしした。




　小こ松まつ基き地ちでの調整プログラムはいつもと変わりなかった。

　グリペンのステータスチェック、ブリーフィング、そのあとのシミュレータ搭とう乗じよう。さすがに一か月近く繰くり返しているとテストの手順にも慣れてくる。整備スタッフとのやりとりも円えん滑かつに進められた。気にかかるところや改かい善ぜんポイント、要望も簡かん潔けつに伝えられる。

　通常カリキュラムで約二時間。打ち合わせを終え休きゆう憩けいしていると硬かたい靴くつ音おとが近づいてきた。

「順調そうですね」

　おかっぱ髪がみの少女が微笑ほほえんでいた。透すき通るように白い肌はだ、薄うす紅べにを垂たらしたような唇くちびる、コルセットスカートとブラウスが清せい楚そな印象を与あたえている。

　いかにもお嬢じよう様さま然ぜんとしたイメージは、だが独特の髪の色に裏うら切ぎられる。鮮あざやかなエメラルドグリーンの煌きらめき。人間ではない。アニマだ。グリペンと同じ、対ザイ戦兵器の制せい御ぎよユニット。ＲＦ─４ＥＪファントムⅡ。

「よお」

　片かた手てを挙あげ挨あい拶さつする。やや警けい戒かいした態度になるのは彼女の内面を知っているからだ。慈じ愛あいに満ちた表情とは裏うら腹はらな権マ謀キ術ヤ数ベ主リ義ス者トの一面。実じつ際さい出会ってしばらくはかなり色々と翻ほん弄ろうされた。今でも隙すきあらば弱味を握にぎられそうに感じてしまう。

　彼女は整った横顔をシミュレータに向けた。

「大分パイロット姿すがたが板についてきましたね」

「見てたのか」

「ええ、私が提案した戦術ですし、海うみ鳥どり島じまの一件がまぐれでないと確かく認にんしたいですから」

　提案。

　アニマ専せん用よう機きであるドーターを慧が操そう縦じゆうしグリペンが火気管制に回る。

　単一の役やく割わりに集中させることで彼女のミサイル誘ゆう導どう能のう力りよくをブースト、異い次じ元げんの領りよう域いきに引き上げた。実じつ際さいそのアイディアがあったからこそ島とう嶼しよ奪だつ還かん作さく戦せんは成功したのだ。第一列島線を守り切りザイの侵しん攻こうを食い止めた。ファントムのアドバイスがなければ今いま頃ごろどうなっていたか分からない。紛まぎれもない大だい殊しゆ勲くん者しやというべきだった。分かっている。分かってはいるのだが。

　苦手なものは苦手だ。

「で？　ご期待には添そえてる感じか？　まぁ自分でも前よりマシになってると思うけど」

「戦せん闘とう機き動どうが単純すぎます。八割わり方がた右ロールからのマニューバが起点。あれではすぐ手の内を読まれますよ。推すい進しん剤ざいの無む駄だも多い。経けい済ざい速そく度どのレンジをきちんと理解していない証しよう拠こです。あとチャフ・フレアは惜おしまずに展てん開かいすること。人間の操そう縦じゆうで避よけられるほどミサイルは鈍どん重じゆうではありません。教えましたよね？」

　……。

　ボロクソだった。

　まぁ半世紀以上空を駆かけ抜ぬけてきたベテランだ。戦闘経験数ヶ月の自分など粗あらだらけなのだろう。

「でもまぁ前進はしていますよ。本当に、本当にわずかな歩みですが」

「そりゃどうも」

　とってつけたようなフォローに頭を下げる。ファントムは視し線せんを走らせた。

「ところでグリペンは？　姿すがたが見えないようですけど」

「精せい密みつ検けん査さだってさ。なんかシミュレータ訓練が終わるなり連れていかれたよ」

「そんな予定聞いていませんが」

「俺も。だけどなんか今け朝さから様子がおかしかったんだって。記き憶おくの混こん濁だくがあって、脳のう波は……じゃない、ＥＧＧパターン？　の乱みだれもあったとか」

「理由は」

「分からない。フナさんは悪い夢でも見たんじゃないかと言ってたけど」

　夢。

　どくりと鼓こ動どうが跳はねる。悪夢？　自分と同じ？　なぜ今、示し合わせたようなタイミングで。

　ファントムはふぅんと目を細めた。

「シミュレータの動作を見る限り大した問題はなさそうでしたが。まぁ大事を取ったというところですか」

　さして気のない様子で言って橫に腰こしかける。長なが机づくえに肘ひじを突つき小首を傾げた。

「では邪じや魔まが入らずお話できそうですね。例の件、そろそろ考えていただけましたか」

「例の件」

「私のパートナーになっていただく話です」

　どっと疲ひ労ろうがこみ上げてくる。こいつと来たら、いつまで自分をからかえば気がすむんだ。

「おまえは一人でも飛べるだろう。だいたいさっき俺のことをまだまだ実力不足って言ったばかりじゃないか。一いつ緒しよに戦っても協力できるところなんてないぞ。足手まといになるだけだ」

「今すぐの戦力化など求めていませんよ。ただ前にも話したでしょう？　私はあなたとグリペンの関係こそあるべき姿すがただと思っているのです。人が道具として私達アニマを使いこなし性せい能のうを引き出す。まさしく兵器の本ほん懐かい。そうありたいと願って何が不自然でしょう」

「……」

「理想の形に近づいた時自分がどれほどのパフォーマンスを発はつ揮きできるのか、高みに至いたれるのか。考えただけでも胸むねが躍おどります。初期構築中のシミュレーションでもその組み合わせは試せませんでしたし」

「お、おいなんで近づいてくるんだ。顔、肩かた、寄よりすぎ」

　薔ば薇らの蕾つぼみめいた唇くちびるがほころんだ。妖よう艶えんに目を細め。

「私のようなタイプは好みではありませんか？」

「こ、好みって」

「グリペンよりは色々ご期待に添そえると思いますが。空でもそれ以外の場所でも」

　少女の二の腕うでが胸に当たる。

　だから、だから人をからかうな！　必死に叫さけびかけた瞬しゆん間かん。

　すごい衝しよう撃げきが身体からだを揺ゆらした。

「けーい！」

　金色の光が視し界かいを過よぎった。ふわふわしたウェービーヘアが揺れる。金髪の少女がしがみついていた。Ｆ─15Ｊ戦闘機のアニマ、イーグルだ。唇を尖らせきつい視し線せんになっている。

「グリペンどこ！　イーグルと勝負、勝負しよう！」

「勝負」

「模も擬ぎ戦せん、シミュレータ！」

　ああ。

　訓くん練れん装そう置ちを繫つなげて対戦しようと言っているのか。最近テストで負け続きだったから挽ばん回かいしたいのだろう。ちなみに通算戦績はほぼ五分と五分、海うみ鳥どり島じま攻略前の黒星をグリペンチームが徐じよ々じよに引っ繰くり返しているところだった。

「とりあえず落ち着け、離れろ、な？」

　肩を押おし返してなだめる。荒あらい鼻息を感じつつ嘆たん息そく。

「悪いけどグリペンはいない。なんか精せい密みつ検けん査さとかで連れていかれた」

「連れ戻もどして！」

「いや、無理だし」

　無茶にもほどがある。俺が怒おこられるだろう。

「じゃあ慧けいと二人で勝負！」

「あのなぁ」

　自分一人じゃ機体を飛ばすことしかできない。まがりなりにもイーグルとよい戦せん闘とうができているのはグリペンの火気管制能力があってこそだ。自分だけなら数秒で撃げき墜ついされてしまうだろう。

「では私とペアでお相手するのはいかがでしょう」

　ここぞとばかりにファントムが持ちかけてくる。いや、だから隙すきを見て既き成せい事じ実じつを作ろうとするな。

「どっちみち無断でシミュレータは使えないし、調整なしで模も擬ぎ戦せんもできないだろ。やるならきちんとフナさんに相談して」

「だめって言われた！」

　既すでにＮＧ食らってんじゃねぇか。諦あきらめろおとなしく。

「慧けいならなんとかしてくれると思って」

「しねーよ」

　別に自分はここの職員じゃない。整備スタッフがだめと言うものを覆くつがえす力などなかった。だいたいイーグルは別に訓練がしたいわけではあるまい。単たん純じゆんに負け続けでたまったストレスを晴らしたいだけだ。

　いや、待てよ？　だったら。

「別の勝負でもいいか？」

「？」

「この場ですぐできるゲーム、まぁ子供の遊びみたいなもんだけど」

　いいか、と前置きして片かた手てを広げる。

「これが五」

　もう片方の手を握にぎって。

「こっちはゼロ。二つ足すといくつだ？」

「……」

　おい。

「五だろ。両方パーにしたら十。で、この組み合わせを俺とおまえ、二人で出し合う。先せん攻こう後こう攻こうで合計の数字を予測。グーが四つならゼロ、パーが四つなら二十。正しい数字を言えば勝ちだし外れたら回かい答とう権けんが相手に移る。で、どっちかが正解するまで続けるわけだ」

　劃拳ホワチエンという中国の遊びだった。もともと宴えん会かいの余興で、負けた側が酒を飲まされるルールらしい。宋ソンおじさんと父親がやっていたのに何度か混ぜてもらった。もちろん自分は酒など飲めないから罰ばつゲームは煙草たばこの買い出しやウーロン茶の一気飲みだったが。

「つまりゼロから二十までどれか数字を言えばいいの？」

　イーグルが小首を傾かしげた。両の手を交こう互ごに握にぎったり広げたりしている。

「そう、自分がどの手を出すか決めてな」

「簡かん単たん！」

　碧へき眼がんに挑ちよう戦せん的てきな光が点る。

　テンションの切り替かえが早い。一いつ瞬しゆんのうちに戦せん闘とうモードとなっていた。

「じゃあ一旦先攻はおまえでいいよ。いいか、[image: はい]ハイ[image: よ]ヨの掛かけ声で手を出すんだぞ。[image: はい][image: よ]──」

「じゅうはち！」

　両手を広げてイーグルが宣せん言げんした。こちらはグーとパーで合計十五。外れだ。いやだがそれ以前に。

「あのな、五とゼロしかないんだから十八なんてなるわけないだろ。五の倍数を言うんだ、十、十五、二十。分かるか？」

「ん？　んん？」

「俺の両手がグーならゼロ。片かた手てがパーで五、両方開いていたら十。で、そっちも同じ要領でグー・パー組み合わせるとトータルで十五か二十。この五通りしか組み合わせはないんだよ。他の数字は言っちゃだめ」

[image: ]

　むぅと唸うなり声が返ってくる。眉み間けんに皺しわを刻きざみ「もういっぺん！」と要求してきた。

「分かった。じゃあ。もう一度おまえの番からな。[image: はい][image: よ]」

「二十！」

　確かに可能性のある数字だ。実際自分は両手を開いている。二十引く十で残りは十。問題は彼女の拳こぶしが両方ともきつく握りしめられていることで。

「……ゼロ足すゼロに俺が何本、手を出せば二十になると思ってるんだ？」

「んんー？」

　溜ため息いきを一回。

「続けよう」

　結局十回ほど戦って全勝した。自分の手札もまともに数えられない相手では負ける方が難むずかしい。十一回目の敗北でイーグルは天を仰あおいだ。肩かたを怒いからせ「あーもう！」と叫さけぶ。

「つまんない！　全然面おも白しろくない！」

　かえってストレスを溜ためてしまったようだ。そっぽを向いて手近な椅い子すに座すわりこむ。

　嘆たん息そく交まじりにファントムを見た。

「おまえもやってみるか？」

「遠えん慮りよしておきます」

　やんわりと拒きよ絶ぜつされた。

「運任せのゲームは好きではありませんので。この遊び、結局相手がゼロ・五・十のどれを出すかの三択たくですよね？　自分の手は固定化できるわけですし、だとすればお互たがいミスしない限り勝率は三十三パーセントに収しゆう斂れんされる。かけひきも何もない」

「まぁその通りだけど」

　身も蓋ふたもないな相変わらず。

「きっちり攻こう略りやく法ほうのあるゲームしかしない感じだよな、おまえって。あらかじめ全ての手を打っておいて勝ちが決まってから勝負に臨のぞむっていう」

「あら、随ずい分ぶん打算的なタイプに見られているんですね」

「違ちがうのか？」

「否ひ定ていはしません」

　口角が緩ゆるく持ち上がる。いつもと同じ、内心の読み取れない笑顔。

「コイントス、ロシアンルーレット、ダイスロール、どれも事前のしこみがなければ恐おそろしくて勝負に臨めません。確かく率りつに勝敗を預けるのは思考停止と同義ですから。賭かけるものが大きいほど戦いの手しゆ段だんには不適切です。ただジャンケンに関しては少々事情が異ことなりますが」

「？　同じだろ」

　あれこそ運任せの極きよく致ちに思える。グー・チョキ・パーの三択。出した手に対し勝利の確率は等しく三十三パーセント。

「ところが人間の出す手には偏かたよりがあるんです。統計的に言うとグーが一番、続いてパー、最後がチョキです。もちろん数パーセントの差ですが、ゲームを重ねればパーの勝率が上がっていきます。そうですね、だいたい三十戦ほどすれば効果が出るでしょう」

「十回二十回もパーを出し続けたらさすがに気づかれるだろう。残りはチョキを出してくるんじゃないか」

「だから事前に三十回分の手を記入してお互い伏ふせておくんです。そういうルールにすれば読み合いと運の要素はなくなり単たん純じゆんな統計の勝負になる」

「それもうジャンケンじゃないよな」

　何かギャンブルものの映画とかに出てきそうだ。特とく殊しゆルールで全財産を賭かけ争う、みたいな。

　ファントムは肩かたをすくめた。

「だからこそルールメイクが大事なんですよ。先さき程ほど慧けいさんの仰おつしやった通り、勝負とは自分の勝ちやすい環かん境きようを整えて行うものです。間違っても相手の采さい配はいには任せない。準備八割わり、実行二割。よく聞く話でしょう？」

「まぁ、言いたいことは分かるけど」

　普ふ通つうジャンケンの話からそこまで飛ひ躍やくしない。相変わらずの策さく士しっぷり。ゲームだろうと余興だろうと容よう赦しやしない。獅し子しは兎うさぎを狩るにも全力を尽つくす、といったところか。

「案外そういう姿し勢せいが一番、危き険けん回かい避ひになってるのかもな。みんな警けい戒かいして勝負を控ひかえる。よほどのことがない限かぎり喧けん嘩かを売ったりしない」

「まさに、抑よく止し力りよくですわ」

「自分で言ってるし」

　うふと笑い、だがファントムは顔を曇くもらせた。何かを思い出したように沈ちん黙もくする。

「なんだ？　どうした」

「いえ」

　表情が硬かたい。珍めずらしく発言をためらっている様子だった。

「ひょっとしたら少し持じ論ろんを曲げることになるかもと思いまして」

「？」

　持論。

　運任せの勝負に臨のぞまない。勝ちが見えてからゲームを行う。彼女ならではの生せい存ぞん術じゆつを曲げる？

「何かあったのか」

　訊たずねた瞬しゆん間かん、整せい備びスタッフに呼よばわれた。「鳴なる谷たに君！　ブリーフィング！」どうも休きゆう憩けい時じ間かん終しゆう了りようらしい。ファントムが相そう好ごうを崩くずす。

「どうぞ行ってきてください。私ももう少ししたらテストに戻もどります」

「あ、ああ」

　話の続きが気になる。だがスタッフを無む視しもできない。後ろ髪がみを引かれながら休憩スペースを離はなれた。

　途と中ちゆうで一度だけ振ふり向いてみる。緑髪の少女は片かた手てを口にあて考えこんでいた。




　　　　　　　　　　＊




　八月八日火曜日の朝は快晴だった。

　基地でのバイトから一ひと晩ばん明け、鳴なる谷たに家は常ならぬ喧けん噪そうに満たされている。畳たたみの上にボディバッグやペットボトル、パーカーが散さん乱らんしていた。台所から慌あわただしい調理の音が響ひびいてくる。

「慧けい、弁当箱持ってきて！　もう盛もりつけるから」

「あいよ」

　食しよつ器き棚だなを探さぐり目当てのものを取り出す。振ふり向き様ざまに渡わたすと明華ミンホアはさっさと卵たまご焼きを詰つめ始めた。傍かたわらにはアルミホイールが広げられている。おそらくおにぎりの包ほう装そう用ようだろう。ソーセージの焼けるよい匂においが漂ただよってきた。

「よっし、オンスケジュール！」

　明華は小さくガッツポーズ、ガスの火を止めた。

　時じ刻こくは午前八時半、九時出発予定だからほぼ計画通りだった。九時半には目的地の公園にたどりつき散さん策さく開始、十一時目め処どで昼食を取る段取りだ。

　相変わらずてきぱきとした動き・方ほう針しん決め。常じよう熟じゆく時代の彼女に戻ったようだ。十年来の姉あね貴き分ぶんとして常に先行し導いてくれた存そん在ざい。

「そっちは準備どう？　もう出られる？」

　肩かた越ごしに振ふり返り訊たずねてくる。「えーっと」周囲を見回し。

「ゴミ袋ぶくろとタオル、帽ぼう子し。あ、レジャーシートがまだだ。鍵かぎと財さい布ふも部屋に置きっ放し」

「もうっ！　相変わらずギリギリなんだから」

　弁当をレジ袋に入れむくれ顔になる。エプロンをはぎとり茶の間に出てきた。

「レジャーシートはあたしが探さがしてくる。慧は自分の荷物取ってきて」

「え、でも」

「いいから、ハーリアップ！」

　何をカリカリしてるんだろう。仕事や試験じゃあるまいし五分十分遅おくれたところで大した話ではない。だが異い議ぎを差し挟はさめる雰ふん囲い気きではなかった。廊ろう下かに出て階かい段だんを駆かけ上る。

「十シイ、九ジユウ、八バー」

　カウントダウンつきかよ！

　必死で自室に戻もどり所持品をつかむ。框かまちに蹴け躓つまずきかけながら来た道を戻もどった。

「三サン、二アア、一イー……お、早い早い。やればできるじゃん」

「あ、あのなぁ」

　ドア枠わくにつかまり肩かたを揺ゆらす。動どう悸きが激はげしい。サイクリング前にもかかわらずすっかり息が上がっていた。

「折せつ角かくの休みなんだし、もっとゆっくりいこうぜ。一応俺のリフレッシュも兼かねてるんだろ？　予定に追いまくられちゃ楽しめるものも楽しめないぞ」

「だって」

　不服げに唇くちびるをすぼめられる。柔やわらかそうな顎あごを引き。

「なんかぼやぼやしてるとまた慧けいがどっか行っちゃいそうだもん。バイトの呼よび出しだー、とかなんとか言って」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、今日は、多分」

　整備スタッフにはくどいくらい予定を訊たずねた。調整プログラムも昨日で一区切りついている。いきなり招集されることはないはずだった。

（まぁザイが攻せめてきたら話は別だけど）

　そこまで気にしたらどんなスケジュールも立てられなくなる。フナさん曰いわく、海うみ鳥どり島じまの一件以来大陸も鎮しずまっているようだし今日一日くらい気を抜ぬけるだろう。

「昼間は出かけるから電話取れないかもって伝えてあるし、問題ないさ」

「本当？」

「実際チャリ乗ってる間は携けい帯たい触さわれないだろ、危あぶないし」

「んー」

　まだ疑うたがわしげだったが眉み間けんの皺しわは薄うすらいでいる。明華ミンホアは肩かたの力を抜ぬいた。

「じゃあ行ける？」

「おう、準じゆん備び万ばん端たん」

　最後にもう一度持ち物を確かめ出発した。戸と締じまりチェック、駐ちゆう車しやスペースのアコーディオン扉とびらを開け自転車を引き出す。

　眩まばゆい陽光が庭木を煌きらめかせていた。空は抜ぬけるように青く吹ふき抜ける風が心地よい。絶好のサイクリング日和びよりだ。多分最高の休日になるだろう。

　明華が大きく息を吸すいこんだ。片かた目めをすがめ天を仰あおぎ。

「あー、いい天気」

　ほっとしたように相好を緩ゆるめた。

「晴れてよかった。ここんところ空そら模も様よう怪あやしかったから心配だったんだけど」

「天気予報でずっと『晴れ』って言ってただろ。降こう水すい確かく率りつもゼロだったじゃないか」

「なーんか安心できないんだよね。どっかでいきなりトラブルが起きそうで」

　油断なく周囲を見回す。

「大丈夫だよね？　またあの変な女の子現れたりしないよね？」

「変な女の子？」

「金髪の、アメリカ帰りだとかっていう」

　イーグルか。確かに奴やつは一度自分達の買い物に乱らん入にゆうしてきたが。

「あいつは基地の寮りように住んでるから普ふ段だん外には出てこないよ。こないだの脱だつ走そう騒さわぎで監かん視しの目も厳きびしくなってるみたいだし」

「他のバイトの人とばったり会うとか」

「ない、ない」

「電話の呼よび出しは？　本当にかかってきてない？」

「来てないよ、ほら」

　携けい帯たい端たん末まつの待ち受け画面を示す。ようやく安心した様子で明華ミンホアはうなずいた。ほっと溜ため息いきを一つ、自転車のグリップを握にぎり。

「よっし！　じゃあ行こうか。楽しい一日にしよう！」

　快活に言い放った、まさにその瞬しゆん間かん。

　黒い塊かたまりが彼女の背はい景けいに走りこんできた。大型のセダンだ。甲かん高だかい音を立てて急ブレーキ、巻まき起こる突とつ風ぷうにポニーテールとパーカーがはためく。

　運転席の窓まどが開いた。

　眼鏡めがねの醜男が顔を出す。低い鼻、不敵な面つら構がまえ、丸々と肥え太った輪りん郭かく。防衛省技術研究本部室長、八や代しろ通どおりだ。白衣の肘ひじを窓まど枠わくに乗せる。

「乗れ、ちょっと付き合え」

「え？　いや、あの」

　明華は呆あつ気けに取られた様子で立ちすくんでいた。無理もない。こちらも何がなんだかさっぱり分からなかった。

「俺達今から予定があって、できればまた今度にしてほしいんですけど」

「こっちも大事な用」

　後こう部ぶ座ざ席せきの窓からキャスケット帽ぼうの少女が顔を見せている。鮮あざやかなペールピンクの髪が肩かたに流れ落ちていた。色素の薄うすい肌はだ、無機質な灰はい色いろの瞳ひとみ。人形を思わせる作り物めいた目鼻立ち。グリペンだ。

「慧けいがいないと始まらない」

「始まらないって」

　何がだ。そもそもなんでこいつが基地の外に出てるんだ？

「いいから乗れ、時間がない」

「え、いや、ちょっと」

　強引に腕うでをつかまれる。そのまま車が動き出したので仕方なく後部座席に飛び乗った。シートに沈しずみこむなり車体が加速、見る間に自じ宅たくが遠ざかっていく。

（あああ）

　リアウィンドウ越ごしに戦慄おののく明華が確かく認にんできる。どう見ても激げき怒どしていた。大きく開いた口の動きはあからさまに「馬ば鹿かー！」と叫さけんでいる。

「どうするんだよこれ」

　完全にフォロー不能だ。グリペンの姿すがたも見られたし言い訳わけのしようがない。頭を抱かかえているとグリペンが首を傾かたむけた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「誰だれのせいだと思ってるんだ！」

　心配するならそもそも八や代しろ通どおりを止めてくれ。一体なんだというのだ。こんな朝早くに突とつ然ぜん。

「今日は休みだと聞いてましたけど」

　恨うらみがましく告げると八代通がバックミラー越ごしに視し線せんを合わせてきた。

「急用だ。先方が直前まで予定を曖あい昧まいにしててな、今け朝さになっていきなり今日これからと言ってきた」

「先方？」

「米軍だ」

　……は？

「べ、米軍？　アメリカ軍ですか。なんでまた」

「君らに会いたいんだと。最初は独どく飛ひの全アニマを連れてこいと言われたが、さすがにこっちの警けい戒かいシフトもあるからな、無理だと断らせてもらった。そうしたらグリペンとそのパートナーだけでいいから顔合わせさせてくれと」

「意味が分かりません」

「分からなくていい。詳くわしい事情は向こうで説明してもらえるだろう。俺が中ちゆう途と半はん端ぱに話しても混こん乱らんするだけだ」

「今より混乱するとは思えませんけど」

　ふて腐くされて視線を逸そらす。深い息をつき。

「で、いつ戻もどれるんですか？　顔合わせだけなら三十分、一時間くらいで解放してもらえるんですよね」

　であれば今日の予定もまだ再開可能だ、明華ミンホアに謝あやまりサイクリングを仕切り直そうと思ったが。

「それは無理だな」

　あっさりと否ひ定ていされた。

「移動だけで往復三時間かかる。悪いが俺の打ち合わせも予定されているから帰りの便はそれを待ってもらう。なるべく夕方までには戻ってくるつもりだが」

「お、往復三時間？」

　ちょっと待った。基地に行くんじゃないのか。そういえばさっきも「アニマを連れていく」と言っていたし、そもそも小こ松まつ基き地ちで顔合わせならグリペンを連れ出す必要もない。

「い、一体今からどこに行くんですか俺達」

　八代通はバックミラーの中で顎あごをもたげた。やぶ睨にらみの視線のまま告げる。

「厚あつ木ぎだ」




　神奈川県中央部。

　大和やまと市と綾あや瀬せ市をまたぐ広大な敷しき地ちに米軍厚木飛行場は存そん在ざいする。面積にして５０６・９ヘクタール、小松の中心街がほぼすっぽり収おさまる広さだ。七十機以上の軍ぐん用よう機きを擁ようし常時千名超の軍人が勤きん務む。横よこ須す賀かの港こう湾わん設せつ備びと連れん携けいし空くう母ぼ艦かん載さい機きをメンテナンスし続けている。同じ役やく割わりの基地は国内で他に存在しない。間違いなく在日米軍最大級の要よう衝しようだった。

　そんな重じゆう要よう拠きよ点てんに自分達はなぜかチャーター機で向かっている。

　小松空港から空路で一時間、市街地の上空をかすめ滑かつ走そう路ろにアプローチする。ドーターとは異ことなるソフトなランディング。最近グリペンにばかり乗っていたからついつい着地の衝しよう撃げきに備えてしまう。ゆるやかな制動の末、機体が止まった。可動式のタラップが接続され乗じよう降こう口ぐちが開く。

　真夏の滑走路には陽かげ炎ろうが生じていた。

　小松に比べて日差しが強く感じられる。エプロンには見慣れない飛行機がいくつも駐ちゆう機きしていた。迷めい彩さい服ふく姿すがたの米兵達がこちらを見上げている。視し線せんの圧あつ力りよくに怯みながらスロープを降りていった。先頭は八や代しろ通どおり、続いて自分、最後にグリペン。

　地上に降おり立つと、かつりと硬かたい靴くつ音おとが響ひびいた。

「ウェルカム」

　ひょろりと背せの高い白人が立っていた。面おも長ながで手足が長い。瘦こけた頰ほおと落ちくぼんだ眼がん窩か、尖とがった顎あごが印象的な男性だった。おそらく二メートル近い偉い丈じよう夫ぶなのだろうが猫ねこ背ぜなためさほどの圧あつ迫ぱく感かんがない。男は歓かん迎げいの言葉と裏うら腹はらに暗い視線を八代通に投げかけた。

「ひ、久ひさしぶりだな。こうして実際に会うのは二年ぶりくらいか」

　日本語だ。正確なイントネーションだが言葉にややどもりがある。八代通は無愛想に肩かたをすくめた。

「別に会う理由もなかったしな。おまえの論ろん文ぶんはネットで読んでいたが相変わらず人の後追いばかりだ。新味がないから直接議論する気にもなれない」

「き、貴き様さまのコメントなどこちらから願い下げだ。スタンフォード時代と同じ、どうせ重箱の隅すみをつつきまくるだけだろ。ああいうのは議論とは言わない、ただの粗あら探さがしだ」

「主題に見るべきものがないから細かいポイントが目につくんだよ。不服ならこっちがあっと驚おどろく視点を提てい供きようしてみろ。だったら俺も前向きに議論してやる」

　男は空を仰あおいだ。

「あ、相変わらず不ふ愉ゆ快かいな男だな。貴様に会う前は、日本人は皆みな『礼』の概がい念ねんを持っていると思っていたが」

「悪いが俺は伝統的日本価か値ち観かんってやつから浮うき上がっていてね。組織内でも鼻つまみものだ。日本の美徳を求めたいならよそで頼たのむ」

　露ろ悪あく的てきに笑い八や代しろ通どおりは振ふり返った。太い顎あごで男性をしゃくる。

「紹しよう介かいしよう。ＤＡＲＰＡのプログラムマネージャ、ウィリアム・シャンケルだ。俺とは大学院時代の研究仲間で今は二人とも軍事畑の仕事についている」

　仲間。今のやりとりを聞く限りとても良好な関係だったとは思いづらいが。

「ＤＡＲＰＡってなんですか」

「アメリカ国防高等研究計画局、要は軍の研究・開発機関だな。知らんか、インターネットやＧＰＳの要素技術を作ったところだが」

「はぁ」

　よく分からないがすごい組織らしい。で、そこの研究者と厚あつ木ぎくんだりで引き合わされて一体どうしろというのか。

　反応に困こまっていると突とつ然ぜん華はなやいだ声をかけられた。

「おー、君らが噂うわさのツーマンセルかー」

　米兵の間からショートカットの女の子が進み出た。服ふく装そうは白シャツに黒タイ、黒のスカート。襟えり章しようがあるからおそらく軍の制服なのだろう。ややとろんとした目つきでえくぼが可愛かわいらしい。年は若わかい、というか少し幼おさない印象だ。自分と同じ高校生程度の外見。だがおそらく見た目通りの年ねん齢れいではあるまい。少女の髪は──鮮あざやかなサファイアブルーに輝かがやいていた。
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（アニマ……！）

　緊きん張ちようするこちらに構わず少女はつかつかと歩み寄ってくる。ぐいと顔を突つき出し。

「ふぅん、本当に普ふ通つうの人間なんだ。てっきりマーベルヒーローっぽいサイボーグが来るのかと思ってたけど。ね、君、真面目にどこも改造されてない？　身体からだが鉄で覆おおわれてたりしないの？」

「し、しないけど」

「義手とか義足とかは」

「いや」

「なんかチップとか埋うめこまれてない？」

「ライノ」

　きつい口く調ちようでシャンケルがたしなめる。青髪の少女を睨にらみつけ。

「し、失礼だぞ。質問の前に挨あい拶さつが先だろう。教えたはずだ」

「はーい」

　くるくる回って後ろに下がる。やや芝しば居いがかった仕し草ぐさで一礼。

「アメリカ太平洋艦隊ＵＳＮ・ＰＡＣＦＬＴ所属、Ｆ／Ａ─18Ｅ─ＡＮＭ、ライノです。今回の作戦で一いつ緒しよに行動させてもらうよ。よろしくねー」

「作戦？」

「上海シヤンハイ上陸作戦」

　シャンケルの言葉は簡かん潔けつだった。

「大陸に橋きよう頭とう堡ほを築きずき反はん攻こうの足がかりとする。な、なんだ、聞かされていないのか」

　非ひ難なんめいた視し線せんに八や代しろ通どおりは肩かたをすくめた。

「急な呼よび出しだったからな。全員まとめて情報共有した方がよいと思ったんだ」

「お、横着者が。まぁいい」

　身体をこちらに向ける。やや眉み間けんの皺しわを緩ゆるめ。

「あ、改めて自じ己こ紹しよう介かいさせてくれ。ＤＡＲＰＡのウィリアム・シャンケルだ。専せん門もんは人工知能だが今はアニマ・ドーターの研究をしている。このライノも我われ々われの作品だ」

　にんまりと少女が笑う。慌あわてて頭を下げ返した。

「鳴なる谷たに慧けいです。で、こいつが」

「ＪＡＳ39Ｄ─ＡＮＭ、グリペン」

「慧・グリペン、はじめまして。あ、会えて嬉うれしいよ」

　片かた手てを差し出してくる。交こう互ごに握あく手しゆ、思ったより温かみのある掌てのひらだった。

「と、突とつ然ぜん呼よび出してすまなかった。事情を聞いていないならなおさらわけが分からないだろう。先程も言った通り、我われ々われは大陸への逆ぎやく侵しん攻こうを計画している。海岸線からザイを駆く逐ちくし再度の日本攻撃を防ぐ目もく論ろ見みだ」

「上海シヤンハイを……取り戻すんですか」

　どくりと鼓こ動どうが跳はねる。二ヶ月前、死地と化した中国から自分達は命からがら逃にげ延のびた。人が死に町が消え、社会体制が崩ほう壊かいしていく中、辛かろうじて上海港にたどりつき避ひ難なん船せん団だんに乗りこんだのだ。もし仮にあそこを奪だつ還かんできるなら、内陸への道が開けるのなら、その北西には自分達の町、常じよう熟じゆくがある。

　シャンケルは力強くうなずいた。

「アメリカは東太平洋の第三艦かん隊たいを第七艦隊に合流させる。度たび重かさなる戦いで消しよう耗もうした戦力を補ほ充じゆう、今度こそ大陸への道を開くつもりだ。そ、そのために我々も手持ちのアニマを投入する。君達日本のアニマと協力すればきっと目的を達成できるはずだ」

「俺達も？」

　八や代しろ通どおりをうかがうと目だけで肯こう定ていされた。

　自分やグリペン、イーグル達も作戦に参加するのか。ともにザイと戦い中国奪還の一いち翼よくを担になう。全面反攻の先さき触ぶれとなる。だからこその顔合わせ、米軍基地訪ほう問もん。

　っ。

　身体の奥おくから震ふるえが伝わってくる。息が荒あらくなり動どう悸きが激はげしさを増した。体温が一、二度上がったようだ。高こう揚ようしている。恐きよう怖ふよりも何よりも連中に逆ぎやく襲しゆうできる悦よろこびが勝った。こんなにも、これほどまでに早く願いが叶うとは。空を征ゆき、ガラス細工の翼つばさを砕くだき、自分達の生活を取り戻もどす。カラマイ空港で始まった悪夢に終しゆう止し符ふを打つ。

（母さんの仇かたきを討うつ）

　こみあげた衝しよう動どうは、だが唐とう突とつな疑ぎ念ねんに押おしとどめられた。

　逆上陸など本当に可能なのか？

　海うみ鳥どり島じま奪還作戦の様子を思い出す。島とう嶼しよ上空を埋め尽くす直ちよく掩えん機き、全ての対空ミサイルを撃うち尽つくしてもなお押おし寄よせてくるザイ。

「あの……いいですか」

　片かた手てを挙げる。

「な、何かな」

「俺達、こないだ参加した作戦でものすごい量のザイと出くわしたんです。連中の前線基地攻撃で」

「ウミドリ島の件かい」

「ええ、ええそうです。そこで見たザイは十や二十どころじゃありません。百、いいえ二百機はいました。もちろん全部撃げき墜ついなんて無茶でしたし味方ミサイル到とう着ちやくまでの時間稼かせぎが精せい一いつ杯ぱいでした。中国本土を攻せめるなら多分それ以上のザイが出てきますよね？　何か対たい策さくは考えてるんですか。普通の兵器をどれだけ揃そろえてもあいつらは倒たおせませんよね」

　ザイに対たい抗こう可か能のうなのはアニマだけ。度たび重かさなる戦せん闘とうの果てに人類が学んだ真理。

　であれば米軍は全面侵しん攻こうに足るアニマを準備しているのか。目の前のライノを初めとして、数十機・数百機のレベルで。

　いや。

　かつてグリペンは言っていた。「アニマとして成立する機体は一機種につき一機のみ」と。ロシアならファルクラムとフランカー、他数機程度。ＥＵは……どうだったけか。いずれにせよ米軍が何種類の戦闘機を持っていても数百機のアニマを準備するのは不可能だろう。

「た、確かに」

　案の定シャンケルは肯こう定ていした。

「君の懸け念ねんはもっともだ。わ、我われ々われのアニマ研究は遅おくれている。急ピッチで既き存そん機体のドーター化を進めているが今のところ成功事例はこのライノだけだ。だから君達と協同作戦をしても投入可能なアニマは全部で四、五機といったところか」

「そ、それは」

　話にならない。たかだか一機アニマが増えたところで何が変わるというのか。せいぜい十機程度のザイを余分に墜おとせるだけだ。とても上海シヤンハイの制せい空くう権けんなど回復できない。

　無言の不安が伝わったのだろう。シャンケルはにっと口角を歪ゆがめた。不敵な笑みを浮うかべ。

「し、心配には及およばない。対策は練っている」

「対策？」

「アニマだけがザイ打だ倒とうのアプローチではない、そういうことだ」

　人差し指を空に向ける。

　つられて見上げた瞬しゆん間かん、風が吹ふき寄せた。

　爆ばく音おんとともに黒い影かげが頭上を駆かけ抜ぬけた。
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　蒼そう空くうを複数の機き影えいが切り裂さく。

　二機編隊が二つ。大型の直ちよく線せん翼よくに丸みを帯びたストレーキ、精せい悍かんなシルエットは先程エプロンで見たものと同じ、米軍の戦せん闘とう機きだ。

　旋せん回かいに伴ともない主翼が陽光を孕はらむ。迎むかえ角で上じよう昇しよう、白い航こう跡せき雲うんを引き高度を稼かせいでいく。見事な編隊機動だった。かなり間かん隔かくを空あけているがフォーメーションが乱みだれていない。あたかも不ふ可か視しの糸で繫つながれているように一定の距きよ離りを保ち戦せん闘とう空くう域いきに向かっていく。

『Leif leader to all units, go pincer left』

『Copy, Leif leader』

　編隊の前方に黒点が見える。ブーメランを思わせる特とく異いなシルエット。数は一、十キロほど先を飛行している。どうやらあれが今回のターゲットらしい。無線の内容を聞く限り左右から挟きよう撃げきするつもりだろう。二手に分かれ敵影を目指していく。

『Seeker open. Locked on』

『FOX2』

　ミサイル発はつ射しや。白はく煙えんが四つ標的に迫せまる。わずかな時間をおいてもう四発。狙ねらいは正確だ。どこに逃にげても命中は間ま違ちがいなしと思われた。

　が。

『Lost Contact! Damn it, not again!』

　一いつ瞬しゆんの間にターゲットが搔かき消えていた。撃げき墜ついしたのか？　いや、爆発や煙の類たぐいは見当たらない。空は相変わらず鮮あざやかな青に彩いろどられていた。目標を失ったミサイル群が虚むなしく宙ちゆうを舞まっている。

『Leif3! Watch your tail!』

　ビープ音とともに戦術マップの味方マーカーが一つ消しよう滅めつする。いつの間に移動したのかブーメランが編隊の背はい後ごを取っていた。平べったいエンジンノズルが輝かがやきを増ます。更さらに加速、排はい気き炎えんが大気を焼く。

『Leif3 is down! Break! Break!』

『Leif4, Bandit behind you, heads up!』

『Someone cover me! Can't shake him!』

　黒い影かげが舞まう度、米軍機がやられていく。ＬＯＳＴの文字が次々と戦術マップを満たしていく。あまりに一方的な展てん開かいだった。たった一機を相手に二個編隊がなす術すべもない。隔かく絶ぜつした機動力と加速性能に圧倒されている。

　最後のマーカーが消えた。モニタルームに溜ため息いきが満ちる。

「All units. Time's up. RTB（戦闘訓練終了、全機帰投せよ）」

　喧けん噪そうが戻ってくる。オペレータが無線で指示しながらコンソールを叩たたき始めた。

「ど、どうかな我われ々われの研究成果は。なかなかのものだろう」

　シャンケルが誇ほこらしげに言った。照明が乏とぼしいため顔の凹おう凸とつが余よ計けいに強調されている。瘦こけた頰ほおに濃こい影かげが滲にじんでいた。

　グリペンと二人、顔を見合わす。状じよう況きようがいまいち理解できない。いきなり基地内の建物に招待され今の映えい像ぞうを見せられたのだ。どう反応してよいか戸と惑まどう。

　八や代しろ通どおりは着席したまま腕うで組ぐみしている。シャンケルの言葉に応える様子はない。ライノは外で待機しているという話だったし自分が返事する他なさそうだ。

「ええ、すごいです。すごいですけど」

　あれは一体なんなのか。

　前面モニタに異い形ぎようの航空機が映うつっている。グレイ一色の扁へん平ぺいなシルエット。尾び翼よくも胴どう体たいもコクピットさえ見当たらない。まるで主翼が独立して飛んでいるようだ。ブーメラン、いや三さん角かく凧だこといった方が近いか。圧あつ倒とう的てきな機動性能と空戦能力はあたかもザイのようだが。

「ドーター……じゃないんですよね？」

「ＦＱ─１５０Ａブロウラー、対ザイ戦用に開発された無人戦せん闘とう機きだ」

「無人戦闘機」

「ドーター・アニマの戦闘データを解かい析せき、ソフトウェア化して機体に組みこんだものだ。主にライノからの情報がベースだが他国の提てい供きようデータも組みこんでいる。せ、戦闘経けい験けん値ちだけなら初期のアニマと同等、いやそれ以上のはずさ」

　ソフトウェア化、戦闘データの組みこみ。つまりそれは。

「ドーターのコピーってことですか」

「ま、まぁそう考えてもらって構わない」

　シャンケルが薄うすく笑う。

「素材となるザイのコアが不要だから純じゆん粋すいに工業製品として量産可能だ。もちろん機体と制せい御ぎよユニットの相性もない。せ、戦力としては理想的な存そん在ざいだ。これを全部で十二機、一個飛行隊、今回の作戦に投入する」

　十二機！

　なるほどアニマそのものを準備できなくとも代だい替たい品ひんを揃そろえればよい、という思想か。今の模も擬ぎ戦せんを見る限り機動性はドーターと遜そん色しよくない。あれがまとまった数、出しゆつ撃げきすれば確かに作戦は楽になるだろう。

　ただ。

　傍かたわらのグリペンが視線を向けてくる。おそらく同じ疑ぎ問もんを抱いだいたのだろう。灰はい色いろの瞳ひとみが揺ゆれている。

「ＥＰＣＭ対たい策さくはどうなんですか」

　Electronic and Perceptual Counter Measures（電子・感覚対抗手段）。ザイが放つ強力な妨ぼう害がい電でん波ぱ。このジャミング下では既き存そんのレーダー・誘ゆう導どう兵へい器きは無効化される。いくら機動性能が高くても敵をとらえられなければ意味がない。無む駄だ弾だまをばらまくだけだ。

「ＥＰＣＭを破れるのはアニマだけって聞きましたけど」

　シャンケルは肩かたをすくめた。

「わ、我われ々われのデータベースは過去のＥＰＣＭパターンを大量に蓄ちく積せきしている。ジャミングの強度・方位に応じてアニマがどう判断したか、どう動いたか。これらを解かい析せきすれば自ずと適切なアルゴリズムが見えてくる。ＥＰＣＭ自体を無効化できなくても脅きよう威いに対応できるわけだ」

「経験則って奴やつですか」

「十億を超こえるレコードの集積を経験則と呼よぶなら、ま、まぁそうだな」

　的まと外はずれな比ひ喩ゆを笑い飛ばさないのは、ある意味自信の表れだろう。猫ねこ背ぜの身体からだをわずかに伸のばし胸むねを張る。

「テスト自体は既すでに完かん了りようしている。南シナ海の防空戦でブロウラーを二機飛ばしたが、ＥＰＣＭ下でも問題なく行動できた。ざ、ザイとの交戦こそまだだが、武ぶ装そうについても同様の仕組みで準備中だ」

「奴らを墜おとせるんですか」

「私はそう確信している」

　しゃがれ声は余よ裕ゆうに満ちていた。鼓こ動どうが再ふたたび激はげしさを増す。中国奪だつ還かんという謳うたい文句がにわかに現実味を帯びてきた。戻もどれる、本当に帰れるのか。あの広大な大地に、茫ぼう漠ばくたる空に。

「はんっ、粗そ悪あくな形けい態たい模も写しやが実戦で通用するものか。大おお方かたＥＰＣＭの影えい響きようを解明できなかったから統計に逃にげたんだろう。いつからオペレーションＯリサーチＲの専せん門もん家かになった？　ウィリー」

　揶や揄ゆするような口く調ちようは八や代しろ通どおりのものだ。着席したまま短い足をぞんざいに組んでいる。シャンケルの眉まゆが吊つり上がった。

「ア、アニマのような非科学的存そん在ざいをブラックボックスのまま運用するよりマシだ。貴き様さまも百パーセント、ザイのコアを適合させられているわけではあるまい。たまたま三機や四機成功したくらいででかい口を叩たたくな」

「その実戦データを喉のどから手が出るほど欲ほしがったのはどこのどいつだ。人の研究成果を下した敷じきにしておいて非科学的とはよく言う」

「非科学的なものは非科学的だろう。わ、私は貴様やロシア人の偶ぐう然ぜんを必然にまで高めようとしているのだ。アニマ一いつ辺ぺん倒とうの対ザイ戦略を改かい善ぜんするためにもな」

「この不細工な劣れつ化かコピーでか」

「技術の黎れい明めいはいつだって無ぶ骨こつなものだ。だがたゆまぬ改善と研究でやがてはオリジナルを超こえていく。鳥の模も倣ほうがグライダーになり、やがて複葉機から単葉機へと進化したように。最初の一歩を踏み出さないものはいかなるイノベーションも起こせない。き、貴様がよく言う台詞せりふだろうに」

「それは進むべき方向性が正しい場合の話だ。一歩踏ふみ出した先が崖がけだったらイノベーションもクソもない」

「わ、私の研究が見けん当とう違ちがいだというのか」

「おまえこそ俺のアプローチが間違っていると言いたいのか」

「そう聞こえるならそうなのかもしれないな」

「なるほどつまり俺は喧けん嘩かを売られているというわけだ」

　そのまま人目もはばからず議ぎ論ろんを始める。専せん門もん用よう語ごの応おう酬しゆうでよく分からないがどうにも子供の喧けん嘩かっぽい。

　口を挟はさむこともできずにいると見かねた米軍スタッフが近づいてきた。多分長くなるから今のうちに食事でも行ってきたらということだった。

　グリペンを見るとすがるような面おも持もちでお腹なかを押おさえている。くぅと可愛かわいらしい音が胃のあたりから聞こえた。

　選せん択たくの余地はなさそうだった。




「どう思う？　さっきの飛行機」

　フードコートに向かいながら訊たずねる。手元には基地の地図。二ブロックほど先、神社マークの交差点を左折したところに目的の施し設せつが確かく認にんできる。近くには売店やクリーニング店もあるらしい。小こ松まつ基き地ち同様、生活のほとんどが構内で完結できるようになっていた。

　日差しが強い。正午近くになり気温がどんどん上がってきている。ハンカチで首くび筋すじの汗あせをぬぐった。

「よく分からない」

　とグリペンがつぶやく。どこか困こん惑わくした様子で。

「アニマなら離はなれていても思いや感情が伝わってくる。でもあの飛行機からは何も聞こえてこない。鉄みたいに冷たく押おし黙だまっている」

「ドーターとも違ちがうのか」

「違う。うまく言葉にできないけど」

　相変わらずの無表情。だがあまり面おも白しろくはなさそうだ。まぁ自分達のコピーを作られてそれが次世代の主力と言われたらよい気はしないだろう。ただ訊ねたいのは好悪の別ではなく。

「ザイと戦えそうか？」

「私達と同じレベルを求めてるのなら、それは無理」

　きっぱりと否ひ定ていされた。

「動きも単調だし反応速度も遅おそい。多分武ぶ装そうの完成度はもっと下がると思う。一機二機ではとても太た刀ち打うちできない。逃にげ回るのが精せい一いつ杯ぱい」

「そう……なのか」

「でも数が増えれば話は別。ＥＰＣＭ下で動ける味方は貴き重ちようだから」

　たとえアニマの半分しか戦えなくても物量で押おし切れる。敵を突とつ破ぱできる。まさしくアメリカ的なアプローチと言えた。

「八や代しろ通どおりさんは気に入ってなかったみたいだけどな」

　ぽつりとつぶやくとグリペンは首を傾かしげた。

「ハルカは味方の被ひ害がいを嫌きらうから。墜おとされる前提で無人機を投入するのが嫌いやなんだと思う」

「？　スマートじゃないからか」

「人間と機械を区別していないから。もし二つを分けて考えるなら、そもそも私達アニマも無人機。どれだけ消費してもよいことになる」

「……」

　なんとなく失言した気になった。もちろんグリペンを替かえのきく機械などとは思っていない。だが今の流れだと自分は明確に一線を引いてしまっている。惜おしむべき人間と、消費してよいそれ以外に。

　グリペンは沈ちん黙もくしている。単たん純じゆんに語るべきことが尽つきたのか、あるいは不快がっているのか。「ええっと」と口ごもり彼女の気持ちを忖そん度たくしかけた時だった。

「おー、お二人さーん」

　広場のベンチに青髪の少女が座すわっている。背はい後ごには大おお柄がらな展てん示じ戦せん闘とう機き、長く伸びた機首を日ひ傘がさ代がわりにして紙コップのコーラを抱かかえている。見慣れたファストフード店のロゴ入りだがやたらとでかい。いわゆるアメリカンサイズというやつか。

　女の子はにやにやしながら手を振ふってきた。眠ねむたげな眼まな差ざしと愛らしいえくぼ。ライノだ。

「どこ行くの？　ウィリーとの打ち合わせはもうおしまい？」

「おしまいって言うか……なんか難むずかしい話が始まっちゃって。今のうちに食事をすませてこようかなと」

「カフェテリア？」

「に行くつもりだったけど」

　ふむふむ、とライノはうなずいた。傍かたわらのベンチを指さし。

「だったらあたしのランチに付き合わない？　ちょっと買いすぎちゃって」

「ランチ？」

　よく見れば大量の紙パックが置かれている。ピザか？　三段だん、いや四段は積まれている。傍かたわらにはポテトフライの包み。こちらも特大サイズだ。更さらにチキンナゲット、ハニーメイプルビスケット、フライドフィッシュの姿すがたも。

（なんつージャンクな）

　同じ食生活を続けたら一月で八代通の体重を超こえそうだ。アニマって太らないのか？　そういえばグリペンも結構大食いだけど。

　ごくりと喉のどの鳴る音がした。

　桃もも色いろ髪がみの少女が目をぎらつかせていた。飴あめ細ざい工くのような唇くちびるを開け荒あらい息になっている。視し線せんの先にはピザの箱があった。

「慧けい」

　かすれ声で呼よびかけてくる。

「私は今、多大な忍にん耐たいを強しいられている」

「分かった。分かった食べよう、ごちそうになるよ」

　本音を言えばもう少し冷れい房ぼうの利きいたところで食事をしたかった。が飢うえた獣けもののような彼女を動かすのは難むずかしそうだ。まぁ実際うまそうではあるし。

「飲み物もあるよー」

　紙かみ袋ぶくろからコーラが二つ出てきた。準備がいい。いや、というかさすがに用意よすぎだろ。何かがおかしい。

「俺達を待ち構えてたのか？」

「さっきは話し足りなかったからねー。ここにいれば会えるかなーと思って」

　悪戯いたずらっぽい笑みだ。溜ため息いきを一回、脇わきに腰こしかける。グリペンはうずうずした様子で身じろぎしていたがライノのアイコンタクトで猛もう然ぜんと食事を始めた。

　風が吹ふき抜ぬける。芝しば生ふの草が音を立てて揺ゆれた。日よけがあるせいか意外に涼すずしい。コーラの冷たさも手に心ここ地ちよかった。

　ポテトを一本つまみ口に運ぶ。かぶりつこうとして強い視線を感じた。ライノが興きよう味み津しん々しんな様子でこちらを見ている。

「なんだよ」

「いや、普ふ通つうに食べるなーと思って」

「当たり前だろ。どんなのを期待してるんだ」

　相変わらず珍ちん獣じゆう扱あつかいだ。してみるとこの人なつっこさも大半は好こう奇き心しんに由来するものか。ライノは目を輝かがやかせ、にじりよってきた。

「もうさー、訊ききたいこといっぱいあって、どれから話してよいか分かんないくらい」

「そ、そんなに？」

「とりあえず、そう、なんで二人だと安定して飛べるの？　君以外がグリペンに乗ったらどうなるわけ？　離はなれていてもお互たがいの存そん在ざいを感じ取れるの？　不思議なパワーでキュピーン、ピカーンって感じ？」

「ちょ、ちょっと待った！　危あぶない、危ないから！」

　椅い子すからずり落ちかけてライノを押おし戻もどす。テンションが高い。イーグルとは別ベクトルで押しの強いキャラクターだ。一ひと呼こ吸きゆうおき視線を合わせる。

「別に……不思議なパワーとかはないよ。離れてたら普通に携けい帯たいで連れん絡らく取るし、なんで二人だと安定するかって言えば」

　そう、それは自分が訊ききたい。

「自衛隊の人も調べてるみたいだけど今のところ答えはないな。ひょっとしたら何か弱い電気……生体電流？　とかがやりとりされてるかもとは言ってたけど」

「テレパシー!?」

「だからそういうのじゃなくて」

　もう少し現実的なと言いかけて口ごもる。少女型の戦せん闘とうユニットと脳のう波はを同調させておいて現実的も何もない。実は本当にテレパシーで交信しているのかもしれなかった。人類がまだ観測できていない領りよう域いき、精神の深いところで結びついて。

（互たがいの夢を共有したり）

　ふっと出てきたキーワードにどきりとする。夢を共有？　なんだ、なぜいきなりそんなことを思った。

　首を傾かしげ考えこむも答えはない。記き憶おくにもやがかかっていた。脳のうの一部分が機能していない。小さく頭を揺ゆらし。

「悪い。なんか全然答えになってないな」

「んーん」

　あっけらかんとかぶりを振ふりライノは「じゃあ」と口く調ちようを切り替かえた。

「他のアニマのことを教えて。グリペン以外にもたくさんいるんだよね？　〈青〉以外の色を持つ子達が」

「ああ」

　いる。やかましいのと油断ならないのと極度な人見知りが。サンライトイエロー、エメラルドグリーン、ラベンダーパープル。そして今橫に座すわる緋ひ色いろの有ゆう翼よく獅し子し。

　彼女達の話をする度たび、ライノの顔が輝かがやいていった。眠ねむたげな目をより一いつ層そう細め。

「いーなー、うらやましーなー。楽しそう、周りに仲間がいっぱいいて」

「仲間ねぇ」

　どうにも喧けん嘩かばかりしている印象だが、まぁにぎやかなことに変わりはない。

「そっちは、アメリカは次のアニマを作れないのか？　てっきり米軍の方が研究進んでるものと思ったんだけど」

「ぜーんぜん」

　タイツの足がぶらつく。

「予算ばっかりかかって失敗続きみたいだよ。ウィリーのチームも最初はもっと大所帯だったんだけどＦ─35を一個小隊潰つぶして縮しゆく小しよう気ぎ味み。何が違ちがうんだろうね日本やロシアとは。やっぱあれかな、カワイイの文化がないのがまずいのかな」

「まさか。そんな理由じゃないだろ」

「いや真面目な話、道具への思い入れなしに魂たましいって宿らないと思うんだよね。日本にはツクモガミって概がい念ねんがあるんでしょ？　八や百お万よろずのものに意思が宿るって」

「よく知ってるな」

「一人の時間が多いから勉強はよくしてるんだ。で、我われらが合衆国アンクルサムは実用主義の権ごん化げだから。道具は道具、機械は機械ってね。ＪＡＳ39を見て『カワイー』とは言わない。擬ぎ人じん化かも神格化もしない。だから」

　アニマも生まれづらい。

　道具は道具のまま沈ちん黙もくし続ける。

　なるほど、一理あるなとうなずきつつも。

「でもだとするとロシアはどうなんだ？　あっちは確たしかキリスト教国だし八百万がどうしたなんて考えもないだろ。アメリカと状じよう況きようは変わらないんじゃ？」

「前の世紀に思想一つで社会を作り替かえようとしたところだよ？　あの国自体が巨きよ大だいな魔ま法ほう装そう置ちみたいなものさ。兵器に魂を宿らせるくらいお手のものでしょ」

「……」

「まぁ」とライノは笑った。

「彼らは日本のポップカルチャーが大好きだから、カワイイを理解し使いこなしているのかもね？　あたしはそっちの方がしっくりくるかな」

　雑なまとめ方をして背せ筋すじを伸のばす。傍かたわらのピザを一切れ取り上げ。

「どちらにしても上は焦あせってるんだよ。今のままいくと大国間の軍事バランスが崩くずれかねない。今、日本とアメリカが開戦したらアニマ四対一で圧あつ倒とう的てきに不利だからね。ロシアが加われば八対一かな？　はっはー、あたし一人じゃとても手が回らない。だからブロウラーなんてまがいものを作ってるんだろうけど」

「日本と開戦って」

　何を言っているのだ。人類全体がザイの脅きよう威いにさらされている時に仲間割われなど。意味が分からない。

「『最悪に備えよ』が軍隊の基本だからねー。世界中が敵に回った時の対たい処しよも考えておかないと」

「それは……でも」

　そんな場合じゃないだろう。

　そもそもブロウラーは対ザイ戦の数的劣れつ勢せいを埋うめるために作られたはずだ。違ちがうのか？　あれは他国のアニマに対抗するための手しゆ段だんなのか。

　無言の動どう揺ようを見て取ったのかライノは肩かたをすくめた。

「ま、気持ち的にはあたしも君と同じ、納なつ得とくいかない、変だと思う。人間は不思議だよねー。外に敵がいるのに内にも敵を探さがしてるんだもの」

「……」

「ね、君はどう思う？　その姿すがたを模もしたあたし達もいつかは仲間割われするようになるのかな？　集団を作って、仲間とよそ者を区別して、対立の芽を探さがしていくのかな？」

「そういうこと言うなよ」

　心がざわめく。なんというか、あまり続けたい話題ではなかった。思考実験にしても救いがなさすぎる。

　妙みような雰ふん囲い気きに気づいたのかグリペンが顔を向けてくる。灰はい色いろの瞳ひとみを瞬またたかせ口を開きかけた瞬しゆん間かん。

「な、なんだ、こんなところにいたのか」

　ひょろ長い影かげがアスファルトに落ちている。猫ねこ背ぜの白人男性、シャンケルだ。

「てっきりフードコートに行ったものと思っていたから、さ、探したぞ」

「ごめーん、あたしが呼よび止めちゃった」

　悪戯いたずらっぽくライノが舌したを出す。先程までの話題が噓うそのように明るい表情。

「ちょっとランチ買いすぎちゃって、丁度いいから一いつ緒しよに処しよ理りしてもらおうかなーと。偶ぐう然ぜん、たまたま出会った感じ？」

「……」

　胡う乱ろんな眼まな差ざしが紙カップをとらえる。全部で三つ。どう見ても計画的行動だ。だがシャンケルは特に指し摘てきすることなくこちらに向き直った。

「な、鳴なる谷たに君と言ったかな。君少し時間あるか。グリペンも」

「はぁ」と生返事を返す。

　正直今の自分達に予定の決けつ定てい権けんなどない。上同士で話がついているのなら打ち合わせなり顔合わせなり好きにしてくれというところだが。

　シャンケルは薄うすく笑った。陰いん気きな顔を更さらに歪ゆがめつぶやく。

「一つ、ゲームに付き合ってもらえないか」




　連れてこられたのは大学の研究室を思わせる部屋だった。

　狭せまい空間に書しよ棚だなや机つくえが詰つめこまれている。ブラインドから差しこむ光がリノリウムの床ゆかを煌きらめかせていた。エアコンの風が強いせいか、卓たく上じようの書類が震ふるえている。シャンケルは液えき晶しようディスプレイの一つに歩み寄よるとキーボードを叩たたいた。

「さ、さっきも話した通り私は人工知能が専せん門もんでね。ザイの意識をＡＩ的に解かい析せきできないかと考えている」

「ザイの意識？」

「彼らの行動原理と言ってもいいかな。も、もともと各種戦せん闘とう情報を収しゆう集しゆうしていたのは、そちらが主目的だ。一つ一つの行動は不可解でも百万・千万とデータが揃そろえば自おのずと彼らの優ゆう先せん順じゆん位いが見えてくるのではないかとね」

「分かったんですか」

「そ、そう簡かん単たんにうまくいけば苦労はしない、が」

　苦笑しつつマウスを動かす。画面上にシンプルな世界地図が映うつし出された。

「簡単なシミュレーションは作成できた。ブロウラー開発の合間に手がけたものだから出来は粗あらいがね。とりあえず遊べるものになったと思う」

「遊ぶ……」

「げ、ゲームといっただろう？」

　ダブルクリックで地図がズームアップされる。中国本土だ。雨雲レーダーのように無数のドットがプロットされている。西側に赤が多数、東側に青と緑。

「青は人類側の軍事力、緑は民間人、赤がザイだ。プレイヤーは青と緑にそれぞれ指し示じを出せる。移動・生産・戦せん闘とう・補ほ充じゆう。ひ、一通り行動が終わるとＣＰＵが赤のユニットを動かし始める。プレイヤーの行動に応じて、ザイの行動原理に基づいてだ」

「緑がたくさん集まっているところは」

「都市だ。北京ペキン・上海シヤンハイ・重じゆう慶けい・エトセトラ。当たり前だが都市以外の場所では緑ユニットの収しゆう容よう率りつは下がる。い、インフラのない場所で人間は長期間生活できないからな。難なん民みん化かした緑ユニットは時間がたつにつれて減少、つまり死んでいく」

「じゃあ都市を守らないといけないんですね」

「それも含ふくめて、け、研究チーム以外の人がどういう選せん択たくをするか見てみたいんだ。要はテストプレイだな。我われ々われだけだといつも同じ結果になってしまうから」

　なるほど。

　確かに米軍内の機き密みつ設せつ備びではアクセスできる人員も限られるだろう。丁度よいタイミングで外の人間が来たからプレイさせたいと。ふむ。

「ゲームの目的はなんですか？　あー、えーっとつまりクリア条件みたいな」

「い、いくつかあるが第一にはザイの撃げき滅めつ、第二に百二十ターン、つまり十年間人類を生き延のびさせること。逆に十年を待たず人間が絶ぜつ滅めつしたらゲームオーバーだ」

　グリペンを顧かえりみると、まだきょとんとした様子だ。いまいち趣しゆ旨しが理解できていないらしい。であればまず自分がやってみるか。ザイの行動原理。興味がないと言えば噓うそになる。

　マウスをつかむ。一通り操そう作さ手て順じゆんを確認してＮＥＷ　ＳＩＭＵＬＡＴＩＯＮをクリック、ターン表示が巻まき戻もどされ二〇一五年十二月になる。ザイは中国奥おく地ちに展てん開かい中ちゆう、周囲の軍隊はまだあちこちに分散し、散発的な抵てい抗こうを続けているにすぎない。

（まずは部隊を集結だな）

　対ザイ戦の開始直後、各国は状じよう況きようを把は握あくできずひたすら対応が遅おくれたという。正体不明のインベーダー・エイリアンという情報が信じられず、単たん純じゆんに他国の軍事的暴発を疑うたがっていたのだとか。だから外交ルートで必死に事態を沈ちん静せい化かさせようとした。防ぼう衛えいライン構こう築ちくの貴き重ちような時間を失った。続く潰かい走そうは史実の通りだ。一度倒たおれ始めたドミノを止めるのは容易たやすくない。

　だからこそ最初で止める。人類の総力を挙げて連中をタクラマカン砂さ漠ばくに押おしこめる。

　ユニット選せん択たく、〈移動〉、選択、〈移動〉、〈移動〉〈移動〉〈移動〉。

　青のドットが大量に中国奥おく地ちを目指していく。北から西から南から、もちろん東からも。国こく籍せきなど関係ない。全人類が手を取り合い共通の敵を打だ倒とうする。なんとも非現実的だが胸むね躍おどる光景だ。押おし寄せる青波に赤ドットは押し潰つぶされるしかないと思われたが。

「くっ」

　到とう着ちやくした部隊が各個に撃げき破はされていく。彼ひ我がの性能が隔かく絶ぜつしているせいだろう。同数の部隊をいくらぶつけても敵が減らない。岸がん壁ぺきに押し寄せる波のようなものだ。当たっては砕くだけ、当たっては砕けを繰くり返していく。

　あっ。

　戦線の切れ目に赤ドットが侵しん入にゆうした。慌あわてて第二の防衛線を築こうとするも、全戦力をタクラマカン砂さ漠ばくに向かわせていたためうまくいかない。乱みだれる陣じん形けいの中を赤い波が広がっていく。毛細血管のごとく無数に枝分かれしながら、あるものは手近な都市に襲おそいかかりあるものは味方の背はい後ごを突つく。

〈生産〉〈移動〉〈戦せん闘とう〉〈移動〉また〈戦闘〉、間に合わない。最初に崩ほう壊かいしたのはインド戦線だった。逆三角形の半島が見る間に赤く染そまり海への回かい廊ろうが開く。海上の補ほ給きゆう線せんが容よう赦しやなく寸すん断だんされ中東・アフリカ・オセアニアの海岸線が襲われる。あとはもう一方的だった。もともと防ぼう御ぎよ用ようの戦力など考えていなかったため次から次に都市が陥かん落らくしていく。逃にげ場のない民間人──緑ユニットが百万単位で失われていった。

　ビー。

　電子音が響ひびく。行動可能ユニット、ゼロ。ザイの勝利。

　世界地図が赤で染そまっていた。燃えているようだ。紅ぐ蓮れんの炎ほのおに大地が焼き尽つくされている。

　シャンケルが画面をのぞきこんだ。

「ま、負けだな。経過ターンは三十、二年半といったところか。こ、これが現実なら来年の半ばには人類が絶ぜつ滅めつしているな」

「もう一度いいですか」

　背せ筋すじを伸のばす。さすがに今のままでは終われない。マウスカーソルを動かし「リトライ」を選択。

　今度は味方の集結を戦線後方で行うつもりだった。

　さっきはユニット単位で突つっこませたため数の優ゆう位いを活かせなかった。一いつ旦たん最低限の部隊で敵の侵しん攻こうを阻はばみ、その間に決戦兵力を編制する。いくらザイでも十倍以上の相手と衝しよう突とつしたら無事ではすむまい。

　もちろん序じよ盤ばんはかなり都市がやられるはずだ。特に中国内陸は壊かい滅めつ状じよう態たいになるだろう。だが仕方ない。これはゲームだと割わり切り感かん傷しようを振ふり払はらう。最終的にザイを撃げき滅めつできればいいのだ。とりあえず味方の集結地は……ヨーロッパと朝ちよう鮮せん半はん島とうの二箇か所しよにするか。東西に大軍を配し挟はさみ撃うちする計画だ。

　プレイ開始。

　しばらくは想定通りの展てん開かいが続く。前線の味方は後退しつつザイを足止め、都市の被ひ害がいには目をつむり東西戦力の準備にいそしむ。

　だがゲーム内時間が進むにつれ歯車が狂くるい始めた。味方戦力が思ったように増加しない。かわりにザイの数が増していく。

　なぜだ。

　一いつ旦たんゲームを中断、ステータス画面を確かく認にんして理由に気づいた。都市がやられているからだ。まともな防衛ラインを構築していなかったため、敵はゲリラ的に進出しては人類の主要拠点を襲おそっている。結果、生産能力が低下し補ほ充じゆうペースが落ちていた。ザイの増勢は変わっていない。だから彼ひ我がの物量差が埋うまりつつある。

　まずい。同数で勝ち目がないのはさっきのプレイで分かりきっている。数で優ゆう勢せいなうちに片をつけなければ。

　当初の予定には程遠い戦力差だが決戦兵力を動かす。左右から挟みこむように中国奥おく地ちを目指した。

　だが決断は遅おそすぎた。膨ふくれ上がったザイは味方の主力を苦もなく撃破した。そして生じた力の空白地帯に怒ど濤とうのごとく流れこむ。ヨーロッパからアメリカ、朝鮮半島から日本に。

　ゲーム終しゆう了りよう、ザイの勝利。

「くそっ」

　リトライ。

　各都市に防衛戦力を配備し持久戦の構え。が、一度目のプレイと同じくザイの各個撃破を受け全滅する。

　リトライ。

　主要な軍事力・資源・生産設備を全てオーストラリアにうつす。が、世界を埋うめ尽つくしたザイに揉もみ潰つぶされあえなく陥かん落らく。

　リトライ。リトライ。リトライ。

「もういいです」

　天てん井じようを仰あおぎ降こう参さんした。あまりにも難なん易い度どが高すぎる。気分が悪くなりそうだ。何をどうやってもバッドエンドしか見えてこない。

「で、では次は君かな」

　シャンケルがグリペンを振ふり返る。桃もも色いろ髪がみのアニマは瞬まばたき一つせず見つめ返した。

「私？」

「あ、ああ、無理強じいはしないが」

　灰はい色いろの瞳ひとみが「どうしたらいい？」とうかがってくる。

「いいんじゃないか別に、やってみれば」

　どうせ誰だれがプレイしたって結果は変わらない。せいぜい人類の生せい存ぞんターン数が少し前後するくらいだ。まぁ自身のフライトシムさえうまく扱あつかえなかった彼女のことだ。これほど複雑なシミュレーションを処しよ理りできるわけないと思うが。

「分かった」

　座ざ席せきを交代、小さな手がマウスを握にぎる。ゆっくり息を整え画面を見み据すえた。

　ＮＥＷ　ＳＩＭＵＬＡＴＩＯＮ。

　まずは青の軍事ユニットを選せん択たく、ザイに向かって進しん撃げきさせる。特に防衛ラインや集結ポイントを作る気はないらしい。手近な戦力を素直に前進させている。

　当然ながら迎げい撃げきは一いつ蹴しゆうされる。グリペンは次の部隊を選択、敵進路上に移動させた。また敗北、次の部隊が移動、敗北。

（おいおい）

　戦略も戦術もあったものではない。戦場単位で場当たり的に兵を動かしているだけだ。しかも地図の一部、中国奥おく地ちしか見ていないため他地ち域いきはいいように蹂じゆう躙りんされている。見ている間にもシナイ半島がザイの赤に塗ぬり潰つぶされた。

「あのな」

　たまりかねアドバイスしかけた瞬しゆん間かん、肩かたをつかまれた。シャンケルがディスプレイを凝ぎよう視ししている。落ちくぼんだ眼がん窩かの奥おくで両の目がぎらついていた。

「だ、黙だまって見ているんだ」

　カチリ、カチリとマウスのクリック音が響ひびく。

　開戦一年を経てザイの勢力はほぼユーラシア大陸全土に及およんでいた。軍事力を示しめす青ユニットはほとんど残っていない。都市の過半も失われていた。

　だが。

（なんだ）

　ユーラシア大陸の人口はゼロになっていない。数億単位で民間人が残っている。

　よく見れば緑のドットがあちこちに確かく認にんできた。赤の海に沈しずみこむことなく、鮮あざやかな色しき彩さいを保ち続けている。

　グリペンの操そう作さをのぞきこむ。彼女は民間人を都市から退たい避ひさせていた。山へ、原野へ、湖こ畔はんへ、砂さ漠ばくへ。もちろんインフラのない環境で人口は減っていく。だがゼロにはならない。そして都市から逃のがれた人類をザイはそれ以上追い立てようとしなかった。

（どうなってるんだ）

　十年後、世界は赤に塗ぬり潰つぶされる。だが局所的に緑の光は残っていた。人口を示す数すう値ちは十億で止まっている。

　ゲーム終しゆう了りよう。人じん類るい生せい存ぞん成功。

「な、なぜだ」

　軋きしるような大声が響ひびく。シャンケルがＯＡチェアの背せ中なかをつかんでいた。グリペンにのしかからんばかりの勢いで問いかける。

「なぜそうした。君の何がその選せん択たくを行わせた」

「分からない」

　グリペンは困こまり顔で首を振ふった。

「ただそうした方がいいと感じた」

「感じた？」

「直感、なんとなく」

　自分でもどう説明してよいか分からない様子。だがシャンケルの興こう奮ふんは収おさまらなかった。鼻息も荒あらく詰つめ寄る。

「は、ハルカのプログラミングか？　機械学習の影えい響きようか、それとも別の要因か。き、君は少し特とく殊しゆなアニマと聞いているが、他の日本のアニマも同じ選択をするのか？　それとも君だけが今のような行動に出るのか」

「ちょ、ちょっとシャンケルさん」

　異い様ようなテンションだった。唇くちびるがわななき頰ほおの肉が引きつっている。獲え物ものを前にした肉にく食しよく獣じゆうのようだ。グリペンがびくりと肩かたを震ふるわせる。のけぞる彼女を引き留めるようにシャンケルの手が伸びた。

「き、君の思考ルーチンと記き憶おく領りよう域いきを解かい析せきしたいな。表面的な部分だけでも構わない。ライノと何が違ちがうのか。か、構わないだろう。今の人格データを傷きずつけたりしないから」

「……っ」

「少しだけ、少しだけでいいんだ。頼たのむから」

　瞬しゆん間かん、大きな音を立てて扉とびらが開いた。

　熱を帯びた外気が吹ふきこんでくる。澱よどんだ空気が破れ視線を引きつけた。

　眼鏡めがねの肥満漢が入り口に立っていた。不ふ機き嫌げん極まりない顔で室内を睨にらみつけている。

「八や代しろ通どおりさん？」

　太い眉まゆが寄った。ディスプレイの表示を確かめ鼻を鳴らす。

「うちの子供達に何をやらせてるんだ？　人が打ち合わせで拘こう束そくされている間に勝手なことをしないでもらおうか」

「げ、ゲームをしていただけだ。妙みような真似はしていない」

　シャンケルが両手を挙げた。グリペンから離はなれかぶりを振ふってみせる。八代通は足早に入ってくると少女の手をつかんだ。

「帰るぞ」

　有無を言わさず立ち上がらせる。「え、あ」とつぶやく彼女をよそに、こちらに顎あごをしゃくってきた。

「もういいんですか？」

　まだ二時前だ。最初の話だともう少しかかる印象だったが。

「あらかた用は済すませた。あとの話はメールでもできる」

　シャンケルは明らかに不満げだった。が、異い議ぎを差し挟める立場でもないのだろう。唇くちびるをへの字に折り曲げている。

「早くしろ」

　続け様の催さい促そくに腰こしを上げる。三人で部屋を出かけた瞬しゆん間かん、後ろからしゃがれ声が追いかけてきた。

「ハルカ！」

　シャンケルが両手を握にぎりしめている。青白い頰ほおにほのかな朱しゆが差していた。

「わ、我われ々われ人類には情報が必要なんだ。今あるものをあるがまま受け入れていては何も進まないぞ。な、なぜもっと掘ほり下げようとしない。その子は宝たからの山だぞ！」

　八や代しろ通どおりは歩を止め振ふり向いた。冷たい眼まな差ざしでかつての研究仲間を見み据すえる。

「ウィリー、おまえはアニマがどういうものか理解していない」

　氷のような声音。

　それ以上の説明はなかった。正面に向き直り歩き出す。シャンケルはもう呼よび止めてこなかった。




「悪かったな、妙みようなことに付き合わせて」

　帰りのチャーター便。空調の利きいたキャビンで八代通がつぶやく。

　白衣の男は真向かいの席で足を組んでいた。頰ほお杖づえを突つき片かた肘ひじをアームレストにのせている。正直行ぎよう儀ぎが悪い。ただ幸いにも多目的機の客室は広く圧あつ迫ぱく感かんはなかった。ちなみにグリペンは隣りん席せきで眠ねむっている。ペールピンクの頭を傾かたむけ静かな寝ね息いきを立てていた。厚あつ木ぎ基き地ちを発たってまだ十分もたっていない。よほど緊きん張ちようしていたのだろう。

「いえ」

　少女を起こさないよう気き遣づかいつつ答える。

「正直まだ、なんのために呼よばれたかよく分かってないですけど」

　顔合わせにしては妙みような感じだった。作戦の説明や挨あい拶さつは早々に切り上げられ、米海軍の実戦部隊ともほとんど話をしていない。比ひ較かく的てき長く時間を取ったのはライノとのランチ、あとはシャンケルのゲーム。

　八や代しろ通どおりは舌打ちした。

「君らのデータを取りたかったんだろう。アニマと人間の補ほ完かん関かん係けいは他に類るいを見ないからな。一体どういう仕組みか探さぐりたかったと見える。ったく、妙みようなシミュレーションやらせやがって。あれでまたグリペンが不安定になったらどうしてくれる」

　革かわ靴ぐつの底そこがカーペットの床ゆかを蹴ける。よほど腹はらに据すえかねていたのだろう。研究室でのやりとりが思い浮うかぶ。

「さっき、シャンケルさんに『おまえはアニマがどういうものか理解していない』とか言ってましたよね」

「言ったな」

「あれはどういう意味なんですか？」

　強引なやり口はさておき、シャンケルの主張には納なつ得とくできるところもあった。自分達人間はザイのことを何も理解していない。情報を集め仮説を導く。対たい策さくを打ち出す。科学者としては当然の姿し勢せいだと思ったが。

「あいつは」

　唸うなるような声が返ってくる。

「アニマをただのプログラムだと思っている。だからデータ解かい析せきだの分析だのと言っているんだ。ソースコードを読み解けば隠かくされた真実が分かるはずだとな。馬ば鹿かめ、こいつらがそんな単たん純じゆんな代しろ物ものであるものか。君は生き物の脳のうを解析できると思うか？　一から十まで綺き麗れいにその動きを解明できるか」

「無理でしょうね」

「ああ無理だ。犬でも猫ねこでも魚のような単純な生き物でも、思考を完全に解き明かせたりはしない。ザイのコアも同じだ。あれをコンピュータととらえた瞬しゆん間かん、本質が分からなくなる。あるがまま受け入れ、プログラムではなく教育や対話で俺達の味方にしてやらなきゃいけない。赤ん坊を育てるように、根気強く、時間をかけてな」

「子育てですか」

「おう、ベビーシッターみたいなものだ」

　一いつ瞬しゆんおんぶ紐ひも姿すがたの八代通が思い浮かぶ。ガラガラを振ふり、片かた手てにほ乳にゆう瓶びんを持って。うわ、似合わない。

「ん」

　グリペンが身じろぎする。やばい、声が大きすぎたか。息を潜ひそめ観察。大だい丈じよう夫ぶ、まだ目を覚ましていない。長い睫まつ毛げが伏せられている。

　いつもより顔の距きよ離りが近い。整った造形につい見とれてしまう。天使のような寝ね顔がおだ。邪じや気きの欠片かけらもない純じゆん粋すい無む垢くな表情。まさしく赤ん坊ぼうのごとき存そん在ざい。

「こいつらは人類の味方なんですよね」

　なんとはなしにつぶやいていた。

　ザイのコアを使っていても彼らとは違ちがう。人を愛し、世界を慈いつくしみ、自分達のそばに寄り添そってくれる可か憐れんな守護天使。

　仮にザイから受け継ついだものがあるとすればそれはＥＰＣＭ耐たい性せいと空戦能力のみ。他には何も残っていない。感情も人格も記き憶おくも全ては自分達との関わりの中で育まれた。そのはずだった。

　が。

　漠ばくとした不安が過よぎる。

　仮にグリペンがザイの記憶を失っているなら、さっきのゲーム展てん開かいはなんだったのか。ザイの目的を知り彼らの行動に応じるような選せん択たく。彼女は「なんとなく」と言っていたが、まったくの前提知識なしであんなプレイができるとは思えない。

　そういえば海うみ鳥どり島じま奪だつ還かん作さく戦せんの際ファントムが妙みようなことを言っていた。生まれてすぐ、まだ己おのれが何者かも分からない時に微かすかな衝しよう動どうがあったと。

　空っぽだったはずの彼女に唯ゆい一いつ存そん在ざいしていた思い。

『この星を守らなければ』

　この星の未来を守らなければ。

　何から？　そして誰だれのために？

「アニマはザイとは違ちがうんですよね」

　繰くり返しのつぶやきに八や代しろ通どおりは目をしばたたいた。

「当たり前だろう。今いま更さら何を言ってるんだ」

　本当に今更の話だ。母親を殺した存在と彼女達は違う。ともに戦い未来を切り拓ひらく存在だ。分かってる。分かってはいるのだ、が。

　シャンケルのぎらついた視し線せんが思い浮うかぶ。

『今あるものをあるがまま受け入れていては何も進まないぞ』

　呪のろいのような言葉だ。アニマをアニマ以外のものとしてとらえ、調べつくした先に何が現れるのか。果たしてそれは自分達にとってよきものなのか。

（おまえはおまえだよな）

　グリペンの手をそっと握にぎってみる。

　ひんやりと冷えた感かん触しよくが伝わってきた。
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　薄うす霧ぎりの中に戦せん闘とう機きが浮うかび上がっている。

　芝しば生ふの広場だ。大おお柄がらな機体を中心にベンチが複ふく数すう置かれている。長く伸のびた機首が地面に濃こい影かげを落としていた。彼方かなたに確かく認にんできるのは通つう信しん塔とうや照明設備、あとはかまぼこ形のハンガー。見覚えのある風景だ。しばらく考えて思い出す。ああそうだ、厚あつ木ぎ基き地ち、ライノとランチを食べた場所。

（あれ？）

　なんでまた自分は厚木にいるんだろ。

　確か八や代しろ通どおりと帰き途とに就ついたはずだ。シャンケルの追つい及きゆうを振ふり切りチャーター便に乗りこみ、機中でアニマのことを語って。それで。

　それで？

　なんだろう。記き憶おくがはっきりしない。時間の感覚が朧おぼろになっている。似たようなことが前にもあったような。霧に煙けぶる小こ松まつの町、無人の駅前。あれは確か。

「ここに来ちゃだめって言ってるのに」

　気づけば戦闘機の前に桃もも色いろ髪がみの少女が立っていた。片かた手てをエアインテークにあて困こまり顔になっている。風に白いポンチョブラウスがなびいていた。

「グリペン」

「戻もどれなくなると言ったはず」

　ああそうか。一昨日おととい見た夢と同じだ。詳しよう細さいを忘わすれていたが確か似たような話をされた。

「仕方ないだろう。どんな夢を見るか自分じゃ選べないんだから」

「夢じゃない。現実。ただ慧けいの認にん知ちしている世界と違ちがうだけ」

「だからそれがどういう意味か分からないんだって」

　説明を求めてもどうせまた謎なぞかけのような言葉が返ってくるだけだろう。海だの窓まどだの意味不明な単語。

　嘆たん息そくして視し線せんを巡めぐらせる。

　相変わらず静かな世界だ。自分とグリペン以外、人の姿すがたはない。色しき彩さいが失われどこまでも白い風景が続いている。

「おまえ達がもともと住んでた場所なんだっけ？」

「そう」

「ここなら記憶を取り戻せるとか言ってたよな」

　だんだんとやりとりが思い出されてくる。そう、あの時彼女はいくつかの疑ぎ問もんに答えてくれたのだ。人類が未だ解き明かせていない謎のいくばくかに。

「質問していいか？」

「少しなら」

「さっきのゲーム、おまえ、なんで人間を町から出したんだ？　護衛の軍隊もなしで自じ殺さつ行こう為いだろ。なのに」

　なのにザイは人間を追い立てようとしなかった。十年の時を経へて人類は存そん続ぞくし続けた。

「最適解」

　グリペンはあっさりと答えた。

「最適解？」

「あのゲームのクリア条件とザイの目的、二つが重なり合うポイント」

「ザイの目的って……連中は俺達を根絶やしにする気だろ？　どこに逃にげても追いかけてきて、避ひ難なん船せん団だんだって全ぜん滅めつさせようとして」

「違ちがう」

「違う？」

「彼らの行こう動どう規き範はんは人類の殲せん滅めつではない」

　思わず瞬まばたきしてしまう。一いつ瞬しゆん聞き間違いではないかと思った。

「いや、いやおかしいだろ。実際今の中国は壊かい滅めつ状じよう態たいだぞ。あいつら無む抵てい抗こうの市民や民間機だっておかまいなしに襲おそってきたじゃないか。人間を殺す気じゃない？　ならなんであんなひどいことになってるんだ」

「手しゆ段だんと結果の齟そ齬ご。目的の障しよう害がいがその時たまたま人間だっただけ」

「？　どういうことだ」

「だから──」

「え？　なんだ、聞こえないぞ」

「──」

　声音に雑音が混ざる。微び細さいなノイズ。耳元で羽虫が飛び回っている感覚。まただ。前回と同じ覚かく醒せいの兆し。世界の輪りん郭かくが失われていく。

　ああ畜生、いつもいつも肝かん心じんなところで。

「グリペン！」

　すがるように叫さけぶと彼女は手を伸のばした。指先が触ふれ合う。一瞬だけノイズが鎮しずまり少女の声が戻もどってきた。

「慧けい、あなたは選ばないといけない」

　はっきりと耳元で響ひびく言葉。夢とは思えないほど鮮せん明めいな吐と息いき。

「何を捨てて何を拾うか。多くのものを見て多くのことを経験して、最後の最後に正しい判断を下さなければならない。全てのピースが揃そろうまであなたを生き延のびさせる、それが私の使命。何回でも何十回でも何百回でも」

　世界との連結が途と切ぎれる。五感が失われ意識が拡かく散さんした。全ては光の中に消える。

　ホワイトアウト。
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　午後八時、ランニングシューズを履はき外に出る。

　首にタオル、耳にイヤフォン、ポケットに携けい帯たい端たん末まつ。いつものトレーニング衣い装しようだ。お気に入りの音楽にあわせて河か川せん敷しきを走る。往復で一時間程度のコース。

「ちょっと走ってくるよ」

　台所に向かって声がけする。明華ミンホアが洗あらいものをしているはずだが反応はない。昨日の件をまだ根に持っているのか。何度か謝ったが許してくれそうな気配はない。

　まぁさすがに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたか。

　無理もない。謝罪のイベントをドタキャン、しかも別の女連れで（アニマだが）と来たら普ふ通つうは怒おこられる。殴なぐられなかっただけマシというものだろう。

　嘆たん息そくを一回、「行ってきます」と告げ扉とびらを閉しめる。

　湿しつ気けを含んだ空気がまとわりついてきた。夜にもかかわらずセミが鳴いている。今夜は暑くなりそうだ。そういえば今朝も汗あせびっしょりで目覚めた。何か妙みような夢を見た気がして。熱帯夜で眠ねむりが浅かったせいだろうか、よく覚えていないが不安になる内容だった。

（つっ）

　少し頭が痛いたむ。額の奥おくから疼うずきが押おし寄せてくる。熱ねつ中ちゆう症しようかもしれない。こんな状じよう況きようでランニングとか、どうかしてると思うが。

　家にいづらいんだよな。

　今後のことを明華や祖父母にどう話すべきか、どう説明するべきか、考えれば考えるほど落ち着かなくなっていく。

　上海シヤンハイ上陸作戦への参加。

　大陸への一いち大だい反はん攻こう計けい画かく。

　あまりにもスケールの大きな話だ。

　当然だが日帰りは無理だろう。何日？　いや一週間は拘こう束そくされるかもしれない。とても売店のバイトなんて言い訳わけが通るとは思えなかった。

　いや、本質的な問題はそこじゃないか。

　ザイの巣と化した中国に赴おもむく。敵の本ほん拠きよ地ちに乗りこむ。日米軍がどれだけ装そう備びを整えても少なからぬ被ひ害がいが出るだろう。今までのどの作戦よりもはるかに死の危き険けんは跳はね上がる。まさか自分だけ無事でいられるとは思わない。

　死ぬかもしれない。二度と小こ松まつの町に戻もどってこられないかもしれない。

　だがどれだけ危き険けんな作戦だろうと迷いはなかった。天文学的な偶ぐう然ぜんの末にやっとつかんだチャンスだ。この手で母親の仇かたきを討うつ、第二の故こ郷きようを取り戻もどす。おそらく自分と同じ境きよう遇ぐうの人間は万単位でいるだろう。だが彼らの誰だれ一人ひとりこんな機会は与あたえられない。逃にげたら最後絶対に後こう悔かいする。

　ただ。

　ポニーテールの幼おさななじみの姿すがたが脳のう裏りを過よぎった。

　明華ミンホア。

　彼女を一人残していくのは気が咎とがめた。自分が死んだら彼女は本当に天てん涯がい孤こ独どくとなってしまう。見知らぬ国で家族の生死も分からないまま暮くらしていくのだ。その心細さを思うと胸むねが痛いたんだ。

　そして後ろめたさを抱かかえたまま言い訳わけできるほど剛ごう胆たんにもなれない。だから今日一日まともに会話できず過すごしてしまった。

　携けい帯たい端たん末まつを確かく認にん。八や代しろ通どおりからのメールを見直す。

『作戦日時決定、招集は明日の朝九時』

（明日、か）

　考える余よ裕ゆうさえない。もういっそ何も言わずに出発してしまおうか。このまま基地に行って、明華にメールだけして。

「……って、だめだろそれは」

　最後の挨あい拶さつになるかもしれないんだぞ。メールでおしまいとかありえないだろう。きちんと説明しなければ。明日からちょっと出かけてくるんだ。どこへ？　ああうん、ちょっと上海シヤンハイを取り返しにさ。自衛隊の戦せん闘とう機きに乗って、米軍と一いつ緒しよに。

「はぁ」

　だめだ。まともに会話できる気がしない。そもそも話を切り出すことさえ難むずかしいのだ。何はともあれ昨日の件を許してもらうのが先だろう。だがそのためには厚あつ木ぎ行きのわけを話す必要があって。

　……。

　走ろう。

　走って頭をリフレッシュしよう。

　音楽プレイヤーを起動、ボリュームアップして走るペースを上げていく。

　夜の町が左右に流れていった。弾はずむ呼こ吸きゆうとイヤフォンからのビートが思考を押おし流す。背せ中なかが汗あせばみ心しん拍ぱく数すうが上がっていった。

　住じゆう宅たく街がいから大通り、運動公園へ。

　河か川せん敷しきまでたどりつくと一気に照明が少なくなった。黒々とした水面が左右に広がっている。地面と川の境界も混ざり合い一面闇やみの絨じゆう毯たんといった趣おもむきだ。普ふ段だんは日中走っているから気にならなかったが少なからず不安を搔かき立てられる。気づかず進んでいくと道を踏ふみ外しかねない。ただこのルートは信号がないためペースを乱みださず走り続けられる。今日みたいにひたすら汗を搔かきたい時はぴったりだった。

　橋を渡わたりきったところで左折、堤てい防ぼう上の道路に入る。彼方かなたに小こ松まつ中心街の明かりが見えた。夜風が頰ほおの火ほ照てりを冷ます。

　ほぉっと息いき継つぎし顔を上げた。折しも曲目がスピードチューンに変わる。ザクザクと小気味よいリズムが身体からだを突き動かした。速く、速く、もっと速く、前へ。

　対向車線をトラックが近づいてきた。空港から工業地帯の抜ぬけ道になっているせいか、たまに大型車両が走って行く。歩道は狭せまくすれ違ちがうスペースは少ない。気をつけなければ。音楽を聴ききながらだとクラクションも聞きとりづらい。

　前後をぐるりと見回し人ひと影かげに気づいた。

　五、六メートルほど後ろを走っている。自分と同じジャージ姿すがたで目ま深ぶかに帽ぼう子しを被かぶっていた。ペースが速い。どこから合流してきたのだろう、全然気づかなかった。

　少しスピードを上げた後、振ふり返る。距きよ離りは……広がっていない。むしろ近づいている。あっちの方が速いらしい。であれば先に行ってもらうか。

　車道側に寄り道を空ける。オーディオのボリュームを下げると軽い靴くつ音おとが近づいてきた。タッ、タッ、タッ、タッ。

　ドン！

「は？」

　身体が傾かたむいている。肩かたに衝しよう撃げき、突つき飛ばされたのだ。追い抜ぬき様ざま、車道側に向かって。

　全身の毛が逆立つ。対向車線に車のヘッドライトが見えた。トラックが近づいている。予期せぬ衝しよう撃げきに踏ふみとどまれない。やばい、轢ひかれる。避よけないと。

　くっ……の！

　軸じく足あしに力をこめ上体をねじ曲げる。少しでも車道から離はなれるように、トラックの進路から外れるように。だが重力は容よう赦しやなく身体を引き寄せる。間に合わない。頭を抱かかえ、背せ中なかを丸めて。

　ブレーキ音おんとクラクションが同時に響ひびいた。肩から首、頭に激げき痛つうが駆かけ抜ぬける。突とつ風ぷうが砂さ塵じんを巻まき上げ地面が揺ゆれた。

　どのくらい静止していただろう。

　気づけば震しん動どうが遠ざかっていた。彼方にトラックのテールランプが見える。轍わだちが大きくカーブし自分のいる場所を避けていた。

（助かった、のか？）

　全身を確かめるも欠けたパーツはない。起き上がる時、鈍どん痛つうが走ったが血も出ていないようだ。とっさに身体を縮ちぢこまらせたのが奏そう功こうしたらしい。普ふ通つうに倒たおれていたら間ま違ちがいなく轢かれていた。

　なんなんだ一体。

　さっきの人影、明らかにわざとぶつかってきた。殺意？　敵意？　であればなぜ。まさか明日の作戦絡がらみか。

　ふっと視し線せんを感じた。

　数メートル先、縁えん石せきの向こうでジャージの人ひと影かげがこちらを見ていた。だらりと両手を下ろし歩道に立っている。目が合ったことに気づいたのか、相手は素早く踵きびすを返した。

「あ、こら、待て！」

　肩かたを押おさえ立ち上がる。筋きん肉にくが痺しびれを訴えるが構っていられない。一体どういうつもりか、何者なのか問い詰つめないと。

　息を切らせて走り続ける。相手も速いが、こちらも伊だ達てにトレーニングを続けていない。非正規とはいえ戦せん闘とう機きパイロットを舐なめるなよ。絶対に追いついてやる。

　外灯の明かりが次々に行き過ぎていく。髪かみの先から汗あせが流れ落ち、背はい後ごに跳はねていった。胸むねが痛いたい。心しん臓ぞうが早はや鐘がねのように鳴り響ひびいている。相手の背中が近づいてきた。伸のばした手が空をつかむ。あと少し、あと一歩、もう数十センチ近づけば。

「っ！」

　歯ぎしりとともにラストスパート、半ば体当たりの体でしがみつく。たまらず相手は姿し勢せいを崩くずした。そのまま二人ともつんのめる、が、倒たおれた先が悪かった。さっきとは逆、歩道ではなく河原の方に。

「!?」

「うわぁっ！」

　堤てい防ぼうの斜しや面めんをもつれ合いながら落ちていく。芝しば生ふの切れ端はしが目や口、鼻に入ってきた。湿しめった土の感かん触しよくが頰ほおを叩たたく。最後に一度、舗ほ装そうのコンクリートで背中を打ちつけ落下が止まる。相手は？　相手はどこだ。

　少し離はなれたところにジャージの背中が見えた。膝ひざを横よこ倒だおしにして額ひたいを押えている。思ったより肩が細い。子供？　いや、女？

「おい」

「ひどいことしますね。レディに対して」

　嘆たん息そく混まじりの声。滑なめらかな絹きぬのごとき響ひびき。

　白い手が帽ぼう子しを取る。特とく徴ちよう的てきな緑の髪が流れ落ちた。

「ふぁ、ファントム!?」

　おかっぱ頭の少女は不服そうに眉まゆをひそめた。白い手を眺ながめながら。

「爪つめが割われたらどうするんですか。それなりに手て間ま暇ひまかけてケアしているんですよ。ああほら、コートがはげてしまって」

「いやいやいやいや！」

　爪とかコートとかって話じゃないだろ！　一体どういうことだ!?

「説明しろよ」

[image: ]

「何をですか？」

「ふざけんな！　おまえ今、俺のこと殺そうとしただろ！　車に向かって突つき飛ばして」

「殺そうとなんてしてません」

「はぁっ!?」

　月明かりを背せに少女が立ち上がった。服についた泥どろを払はらい、屈くつ託たくのない笑顔で。

「私はただあなたが少しの間、動けなくなればよいと思ったんですよ。骨こつ折せつなり打だ撲ぼくなりで一週間程度」

「一週間？」

「例の作戦、開始はいつからでしたか？」

　！

　例の作戦。

　日米合同上海シヤンハイ上陸作戦。

　明日朝九時に招集され大陸上空に赴おもむく。既すでに膨ぼう大だいな準備がされている以上、滅めつ多たなことで中止になるまい。自分一人欠けたところで問題なく決行されるはずだ。そして鳴なる谷たに慧けいがいなくなれば必然的にパートナーたるグリペンも参加できなくなる。

「どういうつもりだよ」

　我われ知らず声がきつくなった。

「今回の作戦、おまえも出るんだろ。わざわざ味方を減らしてどうするんだ。いいか、米軍と話したけど連中、アニマは一機しか持ってないんだぞ。なんかまがい物のドーターみたいなのはたくさんいたけど、あれだってどれだけ戦えることか」

「ええ」

　ファントムは目を細めた。

「確かに厳きびしい戦いとなるでしょう。ですが考えてみてください、たった一機欠けたくらいで失敗する作戦が果たしてありえるものなのか。あなた方はただ二人で戦せん況きようを覆くつがえせるほど卓たく越えつした存そん在ざいなのですか？　違ちがうでしょう」

「そ、それはそうだけど」

　はっきり言ってくれる。アニマと人間のツーマンセル。特別であっても超ちよう絶ぜつではない。他のアニマと同等、あるいはそれ以下の戦力。

「え？　じゃあなんだ、おまえ、今回俺達抜ぬきでも勝てるって言うのか。日米両軍のベテランがいればグリペンみたいなルーキーはいらない、足手まといだって。だから一機くらいいなくなっても構わないと」

「いえいえ、違いますよ。分からない人ですね」

　少女はかぶりを振ふった。

「逆です。私は今回の作戦、必ず失敗すると踏ふんでいます」

「は？」

「もっと言えば失敗を前提に計画されている。全ての戦力を失ってもよいと思われている。日本はともかく米軍は完全にそのつもりです。だから過小な戦力でも気にせず実行する。私としては無む駄だな犠ぎ牲せいを出したくない。あなたとグリペンまで巻まきこみたくない。ですから非ひ常じよう手しゆ段だんを取らせていただきました。たかだか一週間程度の怪け我がで死を避さけられるなら安いものでしょう？」

「ちょ、ちょっと待てよ！」

　失敗を前提？　何言ってるんだ。

「艦かん隊たいが一個丸々出しゆつ撃げきするんだぞ。アニマも日米合わせて四機、その全部を失ったらまずいだろ。対ザイ戦の切り札がなくなるじゃないか」

「そのまがい物があるでしょう？　今回の作戦で実戦データをフィードバックされ、量産体制に入る無人機が」

　血の気が引く。

　ブロウラー。アニマの戦せん闘とう情じよう報ほうを収しゆう集しゆう、ソフトウェア化して組みこんだ機体。テストは十全に行われあと足りないのは実戦経験だけ。

「俺達を生け贄にえにするつもりだと？」

「そういう側面もあるということです」

　ファントムの声は冷ややかだった。

「アニマは人類の兵器レベルから隔かく絶ぜつしすぎています。今は対ザイ戦にのみ使われていますが、それが国家間の争いに転用されない保証はどこにもありません。米軍として日本とアニマ所有数の格差があるのは明らかに望ましくない。だからこの機に消しよう耗もうさせパワーバランスを取り戻もどす。代わりに自国製の無人機を配備し、日本の防衛力をコントロールする。合理的な思考ではあります」

「……」

「もちろんわざと負ける気ではないと思いますよ？　大陸への橋きよう頭とう堡ほ確保は反はん攻こう作さく戦せんに必ひつ須すですからね。勝つために全力は尽つくすと思います。ただ失敗してもかまわない。どんな結果になろうと旨うまみはある。あの国はそういう思考をするところです」

「八や代しろ通どおりさんはその話」

「薄うす々うす気づいているでしょうね。だから色々理由をつけ参加を渋しぶっていた。ですがもう無理です。トップダウンで話が動き始めてしまった。表だった方法で出撃を取りやめるのは不可能です」

　私達全員でクーデターを起こすなら話は別ですが。

　凄すごみのある笑みに背せ筋すじが凍こおる。「おい」とたしなめかけた瞬しゆん間かん、彼女は肩かたをすくめた。

「いずれにせよ組織や国が守ってくれない以上、私達は自衛しなければなりません。こんなところで死ぬ気はありませんしあなた方を失うつもりもありません。そのためにできることはなんだってやります」

「だからっていきなり突つき飛ばすとか」

　乱らん暴ぼうすぎるだろう。打ち所が悪かったら普ふ通つうにあの世行きだったぞ。

「せめて今の話を最初にしてくれたら」

「話をしたら聞きいれていただけましたか？」

　ファントムは小首を傾かしげた。

「あなたのお母様はザイに殺されたんですよね。しかも住んでた町を奪うばわれ大陸自体からも追いやられた。今回の作戦は彼らに復ふく讐しゆうするまたとないチャンスです。多少のリスクがあっても甘かん受じゆされると思いますが」

「……」

「まぁ仮定の話をしても仕方ありませんね。実際私は力ずくで止めようとして失敗したわけで、あとは慧けいさんの選せん択たくにお任せします。そろそろ戻もどらないと、細工した監かん視しカメラも見つかりそうですし」

「そんなことしてきたのか」

　どうやって基地から出てきたのかと思ったが、相変わらず恐おそろしいアニマだ。

　ファントムは帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直した。緑色の髪かみが隠かくれると驚おどろくほど目立たなくなる。ぶかぶかしたジャージも身体からだの線をうまく消していた。

「慧けいさん、以前私がしたゲームの話を覚えていますか？」

「ゲーム？」

　一いつ瞬しゆんシャンケルのシミュレーションと混同しかけて思い出す。イーグルと劃拳ホワチエンをした時のことか。ジャンケンの確かく率りつ論ろんとか、えらく小こ難むずかしいことを語っていた。

「勝負とは自分の勝ちやすい環かん境きようを整えて行うもの、そう言いましたよね。間ま違ちがっても相手の采さい配はいには任せない。準備八割わり、実行二割」

「ああ……ああ覚えてるよ」

「攻こう略りやく法ほうがないギャンブルに臨のぞむのは自じ殺さつ行こう為いです。顧かえりみて今回の作戦はどうですか？　ルールも舞台も固定化され成功率は限りなく低い。まともな人間なら決して関わってはいけない代しろ物ものです」

「でも」

「私は信じてますよ慧さん、あなたが賢けん明めいな判断をされることを」

　断ち切るように言って走り去っていった。小さな背せ中なかが夜よ闇やみに溶とけこんでいく。

（賢明な判断ね）

　ほとぼりが冷めるまで行方ゆくえをくらませとでもいうのか。あるいはもう一度、土手に戻もどり車道に飛びこめとでも？

　心配してくれているんだろうけど……無茶言ってくれるな。

　苦笑して身体を起こす。いずれにせよ漫まん然ぜんと走っている場合じゃないことは理解できた。自分は選せん択たくしなければならないのだ。状じよう況きように流されるのではなく己おのれの意思で。しかるべき行動を起こす、なすべきことをする。

　帰ろう。

　帰って明華ミンホアと話をしよう。

　いつも一いつ緒しよにいてくれた幼おさななじみと、自分達の今後について。




　台所に彼女の姿すがたはなかった。

　洗あらった食器が水切りかごに重ねられている。洗せん剤ざいの泡あわがシンクの排はい水すい溝こうに残っていた。

　茶の間に戻もどると卓袱ちやぶ台だいにメモが置かれていた。『麦茶作って冷やしてあるから』『氷も補ほ充じゆう済ずみ、お好みで』宛あて名なは書いていないがどう見ても自分向けだ。ランニング帰りで暑いだろうと気き遣づかってくれたのか。口は利ききたくないがどうしても心配になってしまうらしい。優やさしさが身に染しみる。なんだか申し訳わけない。自分みたいな異い邦ほう人じんと知り合わなければ今いま頃ごろ彼女も家族と避ひ難なんしていただろうに。

　冷れい蔵ぞう庫こからプラスチックボトルを取り出しコップに注ぐ。氷を入れなくても麦茶はよく冷えていた。一気にあおり一息つく。よし、よし行くか。

　二階に上がり廊ろう下かの奥に、古びた扉とびらをノック。

「明華ミンホア、いるんだろ。ちょっと話がある」

　返事はない。だが戸の下から明かりが漏もれている。ラジオの音が小さく響ひびいていた。

「入るぞ」

　しばらく待って扉を開ける。エアコンの冷気が身体からだに吹ふきつけてきた。

　明華はベッドの上にいた。膝ひざを抱かかえこちらに背せを向けている。キャミソール姿すがたのため綺き麗れいな肩かたとうなじが露あらわになっていた。

（えーっと）

　顔も向けてくれない。さすがにここまで不ふ機き嫌げんなのは初めてだった。怯ひるみそうになる足を叱しつ咤たして近づく。学がく習しゆう机づくえから椅い子すを引き出し背もたれを抱えこむようにして座すわった。

「怒おこってるよな？」

　無言。

「ごめん、と言っても今いま更さらだけど本当に悪かった、ひどいことしたと思ってる。口を利きいてもらえなくても仕方ないなって。ただどうしても話しておきたいことがあったから」

「……」

「俺、明華を世界で一番大事な人だと思ってる」

　ぶぅっ！

　幼おさななじみは盛せい大だいに噴ふき出した。弾はずみで気管に唾つばが入ったのか激はげしく咳せきこみ始める。

「お、おい大だい丈じよう夫ぶか」

「けふっ、けふっ、あ、あんた一体、何をいきなり」

　耳たぶまで赤くなっていた。黒目が揺ゆれている。動どう揺ようも露あらわに瞬まばたき。

「世界で一番？　大事？」

「あ、ああ」

「本気で喋しやべってるの？」

「え？　いやだって当然だろう」

　何かテンションに妙みような温度差がある。戸と惑まどいつつも言葉を続けた。

「明華とは一番付き合いが長いし、子供の時から色々世話になってきたし、今だって何かと助けてもらってるし」

「……」

「恩人だよ。世界で一番感謝しなきゃいけない人だ」

「恩人」

　哲学の用語でも聞かされたような表情。眉み間けんの皺しわが一ひと際きわ深くなる。

「それだけ？」

「それだけって。ん、悪い。言葉が足りてないかな。とにかくすげーありがたく思ってるって話なんだけど」

　溜ため息いきの音が聞こえた。

「慧けい」

「ん？」

「ぶん殴なぐっていい？」

「な、なんで!?」

　まさか火に油を注いでしまうとは。なぜ、一体どうして。身構える自分から「まぁ」と彼女は視し線せんを逸そらした。

「いいよもう。慧の言うことだし、考えすぎたあたしが馬ば鹿かだった。で何？　それを言うためにわざわざ来たわけ？」

「いや」

　今のは前まえ振ふりにすぎない。彼女のことを大切に思っている。数え切れないくらい恩を受けてきている。だから、だからこそ。

「俺、ずっと考えてたんだ。どうすれば明華ミンホアに色々報むくいられるのか、恩返しできるのかって」

「そんなの」

「いや、言わせてくれ。明華は優やさしいから俺みたいなガキをなんの見返りもなく助けてくれたけど、やっぱそれじゃだめなんだ。この先も二人で助け合い生きていくんだとしたら俺も強くならないといけない。明華を守れるくらいしっかりしないと」

「……」

「約束するよ。俺は明華を絶対中国に連れて帰る」

　今の自分にできる最大の礼、報恩。

　そのための一歩となるならたとえ勝率の低い作戦でも参加しよう。上海シヤンハイ上陸作戦、ファントムはリスクのみを口にしたが、であればいつなら効果的な反はん撃げきになるというのか。手をこまねいていては徐じよ々じよに生せい存ぞん圏けんを侵おかされていく、逆ぎやく襲しゆうの力を失っていくだけだ。海うみ鳥どり島じまの一件を見ても分かる。ザイは徐々に力を増ましている。準備が整うのを待っていたら手て遅おくれになりかねない。そう、まさにシャンケルのゲーム展てん開かいのように。

「慧」

　明華の声は不安げだった。膝ひざに回した手を解ほどき、向き直る。

「なんで急にそんな話をするの？」

　まっすぐに目線を合わせてくる。瞳ひとみに有無を言わさぬ力があった。思わず顔を逸らしそうになる。

「明日からまたバイトで泊とまりがけになりそうで、だからその前に話しておこうと思って」

「売店の仕事？」

「ああ」

「泊とまりがけなんだ」

「うん、例によって棚たな卸おろしが間に合わなくて」

「噓うそでしょ」

　あっさりと言われた。明華ミンホアは小さく笑った。

「もっとすごいことしてるんだよね、多分。あたしなんかが想像もできないくらい大きなこと。お祖じ父いさんやお祖ば母あさんにも言えない話」

「……」

「だっておかしいよ。高校生のバイトでいきなり夜や勤きんだったり基地の人が迎むかえに来たり、空くう襲しゆうの時もよく分からない怪け我がして戻もどってきたし、普ふ通つうに変だと思ってた。ずっとずっとずっと」

「明華」

「でも教えてくれなさそうだったから」

　寂さびしげに口元をほころばせる。ややうつむきがちになって一息、視し線せんをもたげ、意を決した様子で問いかける。

「あたしじゃ助けてあげられない？」

「うん」

　悪い、と頭を下げる。何も事情を説明できない。彼女の厚意を受け入れられない。なんとも歯がゆい感じがした。だがどうしようもない。戦場でミドルティーンの少女ができることなど何一つないのだから。

「そっかぁ」

　明華は頭からベッドに倒たおれた。両手を広げ天てん井じようを見つめる。

「なんか立場が逆になっちゃったね。昔はあたしが慧けいの色んなこと背せ負おおうと思ってたのに、今は慧があたしや他の人達のことまで考えてる」

「……」

「悔くやしいなぁ。どこで変わっちゃったのかなぁ」

「別に何も変わっちゃいないよ」

　今も昔も彼女は自分の精神的な支えでいてくれる。辛つらい時、悲しい時、そばにいてくれる。かけがえのない朋ポン友ヨウだ。

「明華は俺にないものをいっぱい持ってる。強くて優やさしくて、尊そん敬けいできるすごい奴やつだ。これからも多分たくさん助けてもらうことになると思う。ただ今は俺にしかできないことがある。それだけの話だ。他の誰だれにも代わってもらえない、大事な役やく割わりが」

「分かった」

　さばさばした口く調ちよう。彼女は吹ふっ切れたように身体からだを起こした。曇くもり一つない笑みを浮うかべ。

「じゃあ待ってるよ、慧の役割が終わって、またもとのようにみんなで暮くらせる時を」
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　もと通りの生活。

　宋ソンおじさんやおばさん、うちの父親、みんなで。常じよう熟じゆくの町を一いつ緒しよに歩ける未来。

「慢走（いってらっしゃい）」

　挨あい拶さつはシンプルだった。

　だから返事もいきおい簡かん潔けつなものになる。かつて子供時代、たどたどしい発音を明華ミンホアに褒ほめられ嬉うれしかったことを思い出しながら。

「我走了（いってきます）」




　　　　　　　　　　＊




　横よこ浜はま横よこ須す賀か道路は神奈川県の東部を南北に貫つらぬいている。

　横浜市の中央、保ほ土どヶが谷やを起点に三み浦うら半島南部へ続くルート。主に市街地を走っているせいか、左右は掘ほり割わりの斜しや面めんで遮さえぎられ見晴らしは悪い。一いつ般ぱん道どうの高こう架かが定期的に頭上を通り過ぎていった。

　時じ刻こくは午前六時、まだ早朝にもかかわらず交通量は多い。追い越こし車線をひっきりなしに後続車が走り抜ぬけていく。見ている間にまた一台セダンが追い抜いていった。

「あー！　また負けたー！」

　金きん髪ぱつの少女がマイクロバスの窓まどにはりついている。遠ざかるリアバンパーを苛いら立だたしげに睨にらみつけた。

「なんでー！　なんでもっとスピード出ないの。抜ぬかれっぱなしでイーグル、超ちようストレスたまるんだけど！」

「いや別にレースとかしてるわけじゃないからさ」

　疲つかれた様子で答えるのはひげ面づらの男性、フナさんだ。先さき程ほどから同じやりとりを何度も繰くり返している。独どく飛ひの整せい備び主しゆ任にんとして同行してきたはずだが今はさながら引率の教師のようになっていた。度たび重かさなるクレームに大分うんざりした様子だ。

「おまえさん、この車がどれだけ貴き重ちよう品ひんを運んでいると思ってるんだ。自衛隊が持つ対ザイ戦力のほとんどが集まってるんだぞ。交通事故でも起こしたら洒落しやれにならんだろ」

　ぐるりと視し線せんを巡めぐらせる。車中の乗員は米軍の運転手を除のぞき五名。緑と金色と桃もも色いろ髪がみの少女達、それにフナさんと自分。

　文字通り小こ松まつ組の総力だ。全ぜん滅めつしたら世界のパワーバランスが一気に傾かたむく。ある意味危き険けんすぎるドライブと言えた。

　ぷくぅとイーグルの頰ほおが膨ふくらむ。

「じゃあ車なんかで移い動どうしなければいいじゃん。イーグル達飛行機なんだから、目的地までばーって飛んでけば」

「だから、それも何度も言ってるだろう。今から行くところは着ちやく陸りく施し設せつがないんだって。ドーターは別べつ途とトレーラーで運ぶ。おまえさん達はなるべく疲つかれないよう車を準備したんだって」

「わーかーんなーい！」

　癇かん癪しやく気味に足をばたつかせる。多分理解する気もないのだろう。唇くちびるを尖とがらせそっぽを向いている。

　ただ実際のところ自分もきちんと理解できていない。朝一番でドーターに搭とう乗じようし厚あつ木ぎ基地に到とう着ちやく。そのあとマイクロバスに乗り換かえ移動させられている。なるほど目的地に着陸設備がないとして、では再出発の時どうすればよいのか。また厚木まで戻もどって離り陸りく？　どうにもよく分からない行程だった。

　横よこ須す賀か、と言っていたか。

　今から自分達の赴おもむくところ。米軍横須賀海軍施し設せつ、極きよく東とう最大の軍港設備。

「じゃあさー、つくまでなんか楽しいことしよーよ。退たい屈くつで死にそうなんだけど」

「楽しいことって、たとえば」

「カラオケ！」

「いや、設備ないし」

「ダンパ！」

「危あぶないだろう」

「なら千歩譲ゆずって泡あわ盛もり試飲会！」

「できるか！」

　漫まん才ざいじみた掛かけ合いに溜ため息いきをつく。隣りん席せきのグリペンはすぅすぅと安らかな寝ね息いきを立てていた。どうにも弛し緩かんした雰ふん囲い気きだ。歴史に残る大作戦の前とは思えない。

（緊きん張ちようしすぎよりはマシなのかもしれないけど）

　うーん。

　こめかみをもんでいると正面席から硬かたい声が響ひびいてきた。

「忠ちゆう告こくは聞いていただけなかったようですね」

　刺さすような視し線せんが向けられている。

　清せい楚そなコルセットスカートにブラウス、煌きらめくエメラルドグリーンのおかっぱ髪がみ、ファントムだ。周囲の喧けん噪そうをよそに一人、冷めた雰囲気を放っている。

「私のアドバイスは考こう慮りよの価か値ちもないということですか」

「そういうわけじゃねーよ」

　顔を逸そらす。悪いことをしているつもりはないがどうにも居い心ごこ地ちが悪い。

「ただ俺には俺の目指すものがあるってことだ。周りの思おも惑わくがどうでもそれがゴールへの最短経路なら喜んで乗っかってやる。利用される覚かく悟ごを決めたってだけさ」

「いいように使い捨すてられる結果にならなければよいのですけれど」

　ファントムの笑みはシニカルだった。

「ご存ぞんじですか？　古代ローマの剣けん闘とう士しは二十人に一人しか生き残れなかったそうですよ。生存率五パーセント、それでも彼らは奴ど隷れい階かい級きゆうからの脱だつ却きやくを夢見て戦い続けたのです。慧けいさんが同じ思考回路になってないことを願いますが」

「じゃあ訊きくけど、おまえはどうなんだ？　負ける戦いはしない、最後の最後まで生き延のびるがモットーなんだろう。なら、なんで今ここにいるんだ。逃にげようと思えばいくらでも逃げられただろう」

「私は」

　珍めずらしく言葉が途と切ぎれる。長い睫まつ毛げを伏ふせ。

「あなたに逃とう走そうをそそのかした責任がありますから、戦力の穴あなを可能な限り埋うめようと思っただけです」

「その結果撃げき墜ついされることになってもか」

「されません」

「なんで」

「あなた方とは経けい験けん値ちが違ちがいますから。多少のリスクや不利はカバー可能です」

「忘わすれてるようだから言っておくけど、俺とグリペンは一度おまえに勝ってるんだぜ」

「……」

　ファントムは不ふ愉ゆ快かいそうに顔を背そむけた。不ふ機き嫌げん極まりない口く調ちようで「勝手にしてください」とつぶやく。

　会話が途と絶だえた。

　我われながら意地の悪い返し方だと思う。だが普ふ通つうに議ぎ論ろんしたところでファントムは退ひくまい。であればやや乱らん暴ぼうな対応もやむをえなかった。そもそも昨日の彼女の行動だって決してスマートではない。お互たがい様だ。

　まぁあとで謝っておこう。仕返しでクラッキングとかかけられたら洒落しやれにならないし。

　謝罪の言葉を考えていると不意に速度が落ちた。

　いつの間にか一いつ般ぱん道どうに下りていたらしい。フロントガラスの向こうに白いゲートが見えた。ＷＡＲＮＩＮＧ（警告）、ＮＯ　ＴＲＥＳＰＡＳＳＩＮＧ（立ち入り禁止）、英語・日本語併へい記きの標識が中ちゆう央おう分ぶん離り帯たいに立っている。迷めい彩さい服ふくの黒人がカラーコーンを手早く片かたづけていった。

「お、着いたな」

　フナさんが腰こしを浮うかす。前席の背せもたれにつかまり身を乗り出した。

「目的地ですか？」

「目的地──はもう少し先だが横よこ須す賀か基地だな。正面ゲートだ」

「？」

　もう少し先？

　どういうことだ。横須賀の施し設せつを目指して走ってきたんじゃないのか。首を傾かしげているとイーグルが耐たえかねた様子で立ち上がった。

「まだ下りられないのー!?」

「あとちょっと、あとちょっとの辛しん抱ぼうだ。おとなしく座すわってな」

　フナさんが大きな手でイーグルの頭を押おさえる。

　マイクロバスは構内道路をゆっくりと走っていった。事じ務む棟とうや宿しゆく舎しやの間を抜ぬけ港側へ、巨きよ大だいなドライドックを横目に奥おくへ奥へと向かっていった。意外と距きよ離りがある。どこまで進むのか、訝いぶかしんでいると不意に視し界かいが開けた。眼前に海と空、停てい泊はく中ちゆうの艦かん艇ていが現れる。小型のタグボートにミサイル駆く逐ちく艦かん、フリゲート、揚よう陸りく艦かん。そして。

「う……わ」

　陽光が遮さえぎられた。

　小山のようなシルエットがそびえている。

　長大な鉄の壁かべ。大きく張り出した甲かん板ぱん。幅はば広ひろの艦橋は高こう層そうビルと見まごうばかりに巨きよ大だいで無数の構造物に飾かざられている。開放された舷げん側そく搬はん入にゆう口ぐちから広大な格かく納のう庫こがのぞいていた。

　車が止まる。フナさんは口角を大きくもたげた。

「到とう着ちやくだ。今回の作戦で俺達のホームになる船、世界最大の軍艦、ＣＶＮ─78空母ジェラルド・Ｒ・フォードだ」




「お、来た来た。ツーマンセルと……わ！　あと二人もいる。すっごーい！」

　船内格納庫ハンガーベイに入るなり青髪の少女が走り寄よってきた。眠ねむたげな目を瞬まばたき「ＷＯＷ！」と驚おどろいている。両手を広げた仕し草ぐさはややオーバーアクション気味で文化の違ちがいを感じさせた。

「ああ、ライノか」

　Ｆ／Ａ─18Ｅ─ＡＮＭ、米海軍のアニマだ。「よぉ」と手を挙げると「どもー」と砕くだけた挨あい拶さつが返ってきた。

「えーっと、俺が紹しよう介かいした方がいいのかな。こっちが自衛隊のアニマでイーグルとファントム。グリペンはもう会ってるからいいよな。で」

　ファントム達に向き直り。

「米軍のライノだ。こないだ厚あつ木ぎ基地を訪おとずれた時に顔合わせした」

「よろしくー！　会えて嬉うれしいよ」

　にこやかに手を差し伸のべてくる。ファントムは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたものの握あく手しゆに応じた。少しして口元に冷たい笑みを浮うかべる。

「ＲＦ─４ＥＪ─ＡＮＭファントムⅡです。騒そう音おんのひどい機体とうかがっていましたが噂うわさ通りですね。よくお喋しやべりになる」

　おい！

　いきなりの喧けん嘩か腰ごしだった。今回の作戦で米軍によい印象を持っていないのは分かるが、だからって。

「はっはー。Ｅ型へのエンジン換かん装そうで無理矢理排はい気き速度上げたからねー。そりゃ訴そ訟しようもされちゃう、ってかあたしのことよく知ってるね？　大だい先せん輩ぱいに気にしてもらえて嬉しいよ」

　大人の対応が返ってきた。ファントムは複雑な表情で手を離はなした。

「で、君がイーグル」

　金髪の少女は腕うで組ぐみして牽けん制せいするようにうなずいた。

「い、イーグルがこの中で一番強いんだから！」

「知ってる。Ｆ─15シリーズの撃墜対被撃墜比率キルレシオって１１７対０だっけ。まさに最強戦せん闘とう機きだよね。あたしなんか足下にも及およばない。同じ第四世代機として素直に尊そん敬けいするよ」

「そ、そう？　むふ、むふふ」

　鼻の頭がぴくぴくしている。持ち上げられると素直に嬉しいらしい。分かりやすい奴やつだ。

「なかなか社交的なアニマじゃないか。うちにはいないタイプだな」

「ええ」

　舟ふな戸との感想にうなずきながら、だがこないだのランチでの会話を思い出す。

　人間の姿すがたを模もしたアニマもいつかは仲間割われするようになるのか。集団を作って、仲間とよそ者を区別して、対立の芽を探さがしていくのか。

　そう言っていた。

　見た目ほどシンプルなキャラクタではあるまい。ファントムと同様、いやそれ以上に様々なことを考え観察している。あまり油断したくなかった。

「どうしたの？　鳴なる谷たに慧けい」

　ライノが微笑ほほえみかけてきた。

「前に会った時より表情が硬かたいけど、緊きん張ちようしてる？」

「いや」

　どきりとして声を上ずらせる。

「朝が早かったからな。まだ寝ねぼけてるのかも」

「へー」

　心の内まで見み透すかすような眼まな差ざし。見えない手で胸きよう中ちゆうを探さぐられているようだ。努めて平静を装よそおっているとライノは「まぁいいや」と横顔を見せた。

「とりあえず今後のことを説明するよ。奥おくにどうぞ、ウィリーが待ってる」




　案内されたのはミニシアターを彷ほう彿ふつさせる部屋だった。奥の壁かべにモニター、向かい合うように座ざ席せきが数列設置されている。剝むき出しの蛍けい光こう灯とうが床ゆかを明るく照らしていた。

「よ、よく来てくれた。疲つかれただろう」

　瘦やせぎすの男が出で迎むかえてくる。チェックのシャツ、よれたスラックスにスニーカー。シャンケルだ。フランクな調子で舟戸やファントム、イーグルと握あく手しゆし席を勧すすめてくる。

「着いて早々申し訳わけないが、軍人連中が出てくる前にざっくばらんな話をしておきたくてね。わ、我われ々われは少々特とく殊しゆなユニットだ。コミュニケーションも密みつに取っておくべきだろう」

　コミュニケーション。

　よく見れば室内に他の米軍関係者はいない。ライノと彼、そして自分達だけだ。不意に嫌いやな予感が過よぎる。

「また何かゲームをするわけじゃないですよね」

　つい確かく認にんしてしまった。彼にはどうも例の研究室のイメージがついてまわっている。双そう眸ぼうをぎらつかせグリペンに詰つめ寄った印象が。

　シャンケルは苦笑した。

「ざ、残念ながらあの環境は持ちこめていない。ネットワーク越ごしならアクセス可能だが、そのためだけに衛星回線は使わせてもらえないだろうな」

「そうなんですか」

「なんだ、さ、再さい戦せんを期待していたのかな」

「いえ……」

　安あん堵どが露ろ骨こつになっていないか気にしつつ口をつぐむ。ライノが「ウィリー」と呼よばわった。モニターの明かりがつく。

「早く話進めないと偉えらいさんが呼びにきちゃうよ。あんまり時間もないんだよね」

「あ、ああ」

　うなずきつつ部屋の奥おくに向かっていった。タブレットを取り上げ。

「まずは作戦の流れを説明する。い、一部機き密みつ事じ項こうもあるがそのあたりも気にせず話すつもりだ。全体像が分からないと君達も動きづらいだろう」

「いいんですか」

「言っただろう。ざっくばらんな話をすると」

　陰いん気きな笑みを浮かべてモニタに向き直る。日本周辺の地図が表ひよう示じされた。横よこ須す賀かから矢印が伸のび東シナ海へ向かう。

「な、鳴なる谷たに君には一度話したが、今回の作戦は上海シヤンハイ周辺に橋きよう頭とう堡ほを確かく保ほ、大陸内部への反はん攻こう拠きよ点てんを作るものだ。そのために東シナ海で上陸船団を編制し舟しゆう山ざんを目指す。ま、まずは制せい空くう権けんの確保、艦かん砲ぽう・巡じゆん航こうミサイルによる地上攻こう撃げき、しかる後上陸戦に移る。君達の出番はもちろん最初の制せい空くう戦せん闘とうだ」

「制空戦闘」

　視し線せんが東シナ海の艦隊マーカーに据すえつけられる。航空部隊を示す矢印が次々にマーカーから枝分かれしていった。

　まさか。

「俺達、空母から発進するんですか」

「ああ」

「ドーターは」

「現在積みこみ中だ。し、心配するな。ＨｉＭＡＴ機動のためドーターの機体構造は強化されている。電でん磁じカタパルトで打ち出しても分解しない」

「い、いやそういう問題じゃなくて！」

　艦上からの発進なんてやったことないぞ。波や風で揺ゆれるだろうし、ぶっつけ本番でやれる話じゃない。だが。

「なるほど、理解しました」

　ファントムが静かに告げる。

「制空戦闘の時間を延のばすには、なるべく作戦空くう域いきの近くで発進、または燃ねん料りよう補ほ給きゆうする必要がある。取りうる手しゆ段だんは空中給油か空母投入。ただ大量の作戦機用に空中給油機を準備するのは非効率だし部隊の集結タイミングも図りづらくなる。だからアニマも通常の機体もまとめて空母に載のせることにした。問題は私達が陸上機で艦かん載さい設せつ備びを持っていないことですが」

　イーグルとグリペンを一いち瞥べつ。

「ドーターを陸送して積みこめば着艦の心配は不要になる。だからわざわざ機体と私達を分けて横よこ須す賀かに運んだ。ちなみにそちらのライノはもともと艦載機だからドーターごと空路で輸送できた。そういうわけですね」

「まさしくイグザクトリ」

　シャンケルは嬉うれしそうにうなずいた。

「さ、さすがハルカの秘ひ蔵ぞうっ子だな。理解が早い」

　話を続けよう、とモニタに向き直る。抗こう議ぎの暇いとまもない。手を伸のばしたまま凍こおりついているとファントムがつぶやいた。

「彼の言う通りカタパルトで打ち出されるだけです。大した話ではありませんよ」

「で、でもな」

「私に勝ったことを誇ほこるならこの程度のことで動どう揺ようしないでください。足下を見み透すかされますよ」

「……」

　怒おこってる。車中でのやりとりをまだ根に持っている。

　険悪な雰ふん囲い気きに気づかなかったのかシャンケルは画面を切り替かえた。

「制せい空くう戦せん闘とうは三つの部隊で行う。第一集団は通常の艦載機、こちらは対ＥＰＣＭ性能を持たないためなるべく敵を引きつけるように動く。表だった戦闘は避さけザイの迎げい撃げきを分散させる役やく割わりだ。第二集団はブロウラー、こちらは主しゆ攻こう勢せい方面に向けて突とつ入にゆう、敵の数を減らす。最後の第三集団は君らだ。ブロウラーの空あけた穴を拡かく大だいし制空権を確保する」

　金髪の少女が手を挙げた。

「イーグル達が最後まで戦場に残る感じ？」

「第一集団と第二集団が交代で空母に戻もどり補ほ給きゆう、制空権を維い持じする。君達はギリギリまで作戦空域に留まって武ぶ装そうを使い果たしたら離り脱だつ、空中給油機とランデブーし那な覇はに帰き投とうする。それで任にん務む終しゆう了りようだ。まぁライノはここに戻ってもらうことになるだろうが」

　ライノが肩かたをすくめる。

「補給ができちゃうから、あたしだけもう二、三出撃ソーテイすることになるかもね。貧びん乏ぼうくじだけど仕方ない仕方ない」

「俺達の役割はそれだけですか」

　思わず問いかけてしまったのは昨日のファントムの話と大分様相が異ことなるからだ。てっきり最後まで空域を死守させられるのかと思っていた。

「ザイは次から次に出てくると思いますし俺達が戦場を抜ぬけたらまずいんじゃないですか。一気に四機もアニマが減ったら逆転されかねないでしょう」

「な、ならカミカゼでもするかね。燃料も武ぶ装そうもない状態で、自ら弾だん丸がんとなり敵を食い止めるかい？」

「……」

　シャンケルは「じょ、冗じよう談だんだ」と笑った。

「まぁ君の懸け念ねんはもっともだ。実じつ際さいもう少し乱らん暴ぼうなプランも上からは出た。戦せん闘とう時じ間かんを延のばす代わりに海上への不時着、機体を廃はい棄きしてペイルアウト、応急改造で空母への着ちやつ艦かん設せつ備び取りつけ」

「採用されなかったんですか」

「貴き重ちようなアニマを全損したらハルカになんと言われるか分からないからな。な、なるべく無傷で返すよう知ち恵えを絞しぼったつもりだ。それに現状の作戦でも十分勝算はある」

　画面に複数の折れ線グラフが表ひよう示じされた。地名と思おぼしきラベルが橫に並ならんでいる。ポインタが描びよう線せんをなぞった。

「よ、横よこ軸じくが時間、縦たて軸じくがザイの被ひ撃げき墜つい数すうだ。過去行われた戦闘で連中が撤てつ退たいしたタイミングを記録している。け、結けつ論ろんから言えば彼らは単位時間で戦力の二～三割わりを消しよう耗もうすると攻こう勢せいをストップさせる。一いつ旦たん戦場から退き被ひ害がいの拡かく大だいを抑おさえるわけだ。小こ松まつ空くう襲しゆうや海うみ鳥どり島じま侵しん攻こうの時もそうだっただろう。決して全ぜん滅めつするまで戦ったりしない。闇やみ雲くもに突とつ進しんするだけでなく不測の事態に備えるアルゴリズムを持っているわけだ。こ、今回はそれを利用する」

「利用」

「作戦開始直後に全航空戦力を投入、なるべく多くのザイを撃破し撤退アルゴリズムを発動させる。もちろん長引けば単位時間あたりの被撃墜数は減っていくので一気に片かたをつけなければならない。そのために君達の力が必要というわけだ」

　ああ。

　理解できた。制空任務というより最初の破は城じよう槌ついになってくれという話か。全ぜん武ぶ装そうを使用し大ダメージを与あたえればあとは勝手に敵が後退してくれる。上陸部隊はさしたる抵てい抗こうも受けず作戦を進められる。だから自分達も自殺覚かく悟ごで戦場に留まる必要はないと。

　いけるんじゃないか。

　犠ぎ牲せいを最小限にして上陸できるんじゃないのか。

「本気で勝つつもりなのですか」

　ファントムの声から硬かたさが薄うすれている。白い顔に戸と惑まどいが見てとれた。

「アメリカ軍もあなたも」

「ぐ、軍はともかく私は全力を尽つくすつもりだ。負けるつもりなど毛頭ない。なぜなら」

　シャンケルは口元を歪ゆがめた。

「私はザイをもっと知りたいんだ。近づいて触ふれあって徹てつ底てい的てきに解かい析せきしたい。彼らの内の内まで探さぐってみたい。上陸が失敗したらそれも叶かなわないだろう？」




「ああいうのをマッドサイエンティストと言うのかね」

　先導するライノの背せ中なかを見つめながらフナさんがつぶやく。狭せまい廊ろう下かを縦たて一いち列れつで進んでいるため声が先頭に届とどくことはない。視し線せんを前に据すえたまま顎あごひげをなでていた。

「さすがは室長の学友ってところか。頭がよすぎるとどこか性格も妙みようちきりんになるらしい」

「ええ」

　シャンケルの奇き人じんぶりは先さきの厚あつ木ぎ訪ほう問もんで十分理解している。マッドサイエンティスト、なるほど言い得て妙だ。自身の研究のためなら組織も祖国も友人でさえ利用する。エゴイスティックなまでにひたむきな存そん在ざい。

　ただ今回は前ほど嫌いやな感じはしなかった。なぜだろうと考えて得とく心しんする。彼は純じゆん粋すいなのだ。裏うらも表もない。ただひたすら自説の完成を目指している。多分研究のためなら他の全てを切り捨すてる覚かく悟ごがあるのだろう。だがその覚悟故ゆえに今回の作戦では信用できる。政治や利り権けんとは違うところで動いてくれると信じられる。

　ちらとファントムを確かく認にん。彼女はまだ難むずかしい顔で考えこんでいた。先程のやりとりがよほど意外だったのだろう。いつもなら毒舌の一つでも吐はきそうなのに沈ちん黙もくしている。静かだ。静かすぎる。

（静かといえば）

　グリペンの声をしばらく聞いていない。乗船する時起こしたはずだがまだ寝ねぼけているのか。

　桃もも色いろ髪がみの少女はすぐ後ろを歩いていた。どことなく歩き方が覚おぼ束つかない。夢ゆめ現うつつな様子だ。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか」

　一いつ拍ぱくおき「平気」とかすれ声が返ってきた。

「少し眠ねむいだけ。体調は万全、問題なし」

「眠いって……おまえずっと寝てただろう、車の中で一時間くらい」

「うん」

「まだ寝足りないのか。なんだ？　昨日徹てつ夜やでもしたのか？　メンテナンスとか訓練とかで」

「してない。けど」

　──変な夢を見た。

　どくりと心しん臓ぞうが跳はねた。

「夢」

　なぜだろう、最近妙に引っかかる単語だ。理由は分からない。だが胸むねがざわめく。不安が搔かき立てられる。

「どんな夢を見たんだ」

　探さぐるように訊たずねた瞬しゆん間かん「ねーねー」とイーグルの声に遮さえぎられた。

「どこまで行くの？　偉えらい人達に挨あい拶さつするんじゃないのー？」

　青髪が揺ゆれた。ライノが振ふり向きながらにぃっと笑う。

「もうすぐ」

　そういえば随ずい分ぶん歩いてきている。方角的には艦かん首しゆに向かっている感じだ。艦首？　司令部はブリッジや艦中央とかにありそうなものだけど。

　更さらに数分経過。相変わらず殺風景な廊ろう下かが続く。さすがに不安になってきた。

「なぁ、おい」

「ついたよ」

　足音が止まる。ライノはくるりと振り向き壁かべの入り口を指し示しめした。先に入れということか。室内は静かで物音一つしない。グリペンと顔を見合わせる。

　なんだろう、まさか取って食われることはないだろうが。

　扉とびらは開け放たれている。空気の流れから中が随ずい分ぶん広そうだと分かった。怖こわ々ごわのぞきこむと。

「ウェルカーム！」

　歓かん声せいが弾はじけた。

　クラッカーが打たれ紙テープが舞まう。視し界かいにカラフルな横おう断だん幕まくが飛びこんできた。

【ようこそＣＶＮ─78へ。歓かん迎げい、独立混成飛行実験隊殿どの】

「な」

　ものすごい数の人がいる。百人、いや二百人規き模ぼか。部屋も巨きよ大だいだ。長テーブルや椅い子すが並ならべられショッピングセンターのフードコートのようになっている。というか見た通り食堂だ。船内食堂に多数の米軍人達が集まっている。

「コンニチハ、ハジメマシテ」

　呆あつ気けに取られていると士官服の白人男性が一歩進み出てくる。偉い人だろうか。左ひだり胸むねにたくさんの小さなリボンがつけられている。「どうも」と会え釈しやくした瞬しゆん間かん、ライノが言った。

「艦長だよー」

　マジか！

　慌あわてて背せ筋すじを伸のばす。男性は笑いながら「楽ニシテ　楽ニシテ」と続けた。そのあとは英語で語りかけてくる。東南アジア系の女性士官が橫で通つう訳やくしてくれた。

　我われ々われは日本のアニマ達と行動できることを光栄に思っている。

　作戦準備があるため満足にもてなせないが簡かん単たんな歓迎会を用意した。

　どうか今日は楽しんでいってもらいたい。

「さ、サンキュー・ベリーマッチ」

　つたない発音に拍手が応える。温かな雰ふん囲い気きだ。続いて何人か代表者と挨拶した後、宴うたげが始まった。

　料理と飲み物が次々に運ばれてくる。音楽が始まり笑いが広がった。多種多様なアニマ達が珍めずらしいのか、続々と米兵が押おしよせてくる。イーグルは早々にテンションを上げグリペンは目を白黒させていた。

　自分のところにも何人か訪おとずれてきたが、英語でコミュニケーションできないと見るや「こいつは食わせよう」「飲ませて間を持たせよう」とばかりに膨ぼう大だいな紙皿を運んできた。最初は付き合っていたが五回目あたりでたまらず退たい避ひする。

　だめだ、やっぱりアングロサクソンとは胃の容量が違ちがう。

　壁かべ際ぎわに落ち着ける場所を探さがして、ふっと細身の人ひと影かげに気づく。いつの間に移い動どうしたのか、ファントムがぽつんとジュースを飲んでいた。

「なんだよ、こんなところに一人で」

「慧けいさんこそ」

　素そっ気けない回答。白い指が耳にかかった髪かみを搔かき上げた。困こん惑わくした様子だが気持ちは分かる。

「なんか調子狂くるうよな」

　視し界かいをまたクラッカーの紙テープが過よぎった。机つくえに上ったイーグルをフナさんが慌あわてて下ろそうとしている。

「多分おまえが心配していることは事実だと思うよ。米軍の上はアニマのパワーバランスを気にしているし、作戦失敗も織おりこみ済ずみなんだろう。ただシャンケルさんは別の考えを持っているし、ここの人達だって負ける気はない。心から俺達を歓かん迎げいして一いつ緒しよに頑がん張ばろうとしてくれてる。そのギャップが……なんだかな」

「人間は非合理的です」

　どこか不ふ機き嫌げんな声が返ってくる。

「曲がりなりにも組織であれば全ての構成員が同じ方向を向くべきでしょう。それが意思決定レベルによって異なるとか、はっきり異い様ようです。リソースの無む駄だ遣づかいにしか思えません」

「だから馴なれあわないってか」

「この騒さわぎに参加することで上じよう層そう部ぶの考えを変えられるなら話は別です。が、そうでない以上いたずらに情が移るだけでしょう。私達はいざとなれば彼らを切り捨すて生き延のびなければならないのですから」

　視線が鋭するどい。我われ知しらず溜ため息いきが漏もれた。

「おまえ、疲つかれるだろ」

「他の方々が脳のう天てん気きすぎるんです。たかだか食事と飲み物くらいで懐かい柔じゆうされてどうするのですか。せめて私一人くらいしっかりしていないと」

「なーにしてんのー」

　急に脇からのぞきこまれぎょっとなる。サファイアブルーのショートカットが揺ゆれた。

「主役二人がエスケープとかあんまりじゃない？　騒がしいのが嫌いやなら悪かったけど。結構がんばって企き画かくしたんだよ」

「あ、ああ悪い」

「なーんてね。休む間もなく色々付き合わせたから疲つかれちゃったでしょ。いいよ程ほど々ほどに休きゆう憩けいしてもらって。作戦前に体調崩くずされても困こまるし」

　ぺろりと舌したを出し今度はファントムに向き直る。

「ベテランさんもあまり無理せずゆっくりしててよ。あっちの若い二人──イーグルやグリペンとは体力違ちがうだろうし、身体からだをいたわらないとね」

　ぴきっと何かの震ふるえる音がした。

「あら、それは気を遣つかっていただいているのかしら。それとも暗にロートルは引っこめと言われているの？」

「え？　いやだなぁそんなこと思ってないよ。ただネイビーのノリはハードだからね、もう少し年長者も楽しめる行事にするべきだったかなぁと」

「……」

　ファントムは無言で歩き出した。人の輪に分け入り卓たく上じようのバドワイザーを取り上げる。そのまま瓶びんごと飲みほした。

　喝かつ采さいが沸わき起こる。彼女は手の甲こうで口元をぬぐい空の瓶びんを差し出した。

「次Ｎｅｘｔ」

　大おお盛もり上がりだった。先さき程ほどまでの孤こ高こうな姿すがたはどこへやら、すっかり歓迎会の中心になっている。

「意外と可愛かわいらしいところがあるねー彼女も」

　まじまじとライノを見つめる。彼女は悪戯いたずらっぽく肩かたをすくめた。

「折角だからみんなで楽しくやらないとさ」

「随ずい分ぶん面めん倒どう見みがいいんだな。現場同士の橋はし渡わたしも任にん務むのうちってか」

「任務ねぇ」

　にやりと笑ったまま向き直ってくる。

「ま、君達があたしを警けい戒かいしているのは知ってるよ。実際喋しやべれないこともいくつかあるしね。ウィリーだってああ言いながら全てを正直に話したわけじゃない」

「……」

「ただ鳴なる谷たに慧けい。実際問題あたしは楽しいことが大好きだし、今みたいな時間がずっと続けばいいと思ってるよ。それは信じてほしいな。考えてごらんよ、何日かあと上海シヤンハイの港でこれと同じパーティーができたら素す敵てきだと思わない？　今いるアニマ達全員で」

「確かに、それは随分素敵だな」

　勝利のあとの祝しゆく賀が会かい。さぞかし胸むね躍おどるものになるだろう。食事や飲み物も随ずい分ぶんうまく感じられるに違ちがいない。問題はそれにこの中の何人が参加できるかということだが。

（俺は参加できるのかな）

　シャンケルは色々配はい慮りよしてくれたが、あくまで一個人としての動きだ。米軍全体で自分達の生せい還かんを約してくれたわけではない。いやむしろ約束など無理だろう。これだけの大作戦、少なからず犠ぎ牲せいは出る。その中に自分やグリペンが入っていない保ほ証しようはどこにもなかった。

（それでも俺は──）

　行くしかない。自分や明華ミンホアの未来を切り拓ひらくには前に進むしかなかった。たとえそのために死の危き険けんを冒おかすことになっても。何十分の一の損そん害がい率りつに絡からめ取られようと。

「鳴なる谷たに慧けい？」

　ライノが不思議そうにのぞきこんでくる。

「なんでもないよ」

　口にした答えは少し乾かわいていた。




　　　　　　　　　　＊




　夕ゆう刻こく近くになると騒さわぎは潮しおが引いたように収おさまった。

　独どく飛ひのメンバーもそれぞれの部屋に通され、指し示じを待つよう言われる。ある程てい度ど予想していたことだが寝しん室しつは相部屋だった。二段だんベッドに目め隠かくし用のカーテンがつけられている。まぁ世界最大の空母とはいえ陸の施し設せつではない。限られたスペースを有効活用しているのだろう、と思ったが。

「ちょっとこの部屋割わりおかしくないか？」

「そう？」

　ミニソファーの上で荷物を広げながらグリペンが振ふり向く。小首を傾かしげ相変わらずの無表情だ。

「てっきりフナさんと同じ部屋になると思ってたけど」

「私と慧はパートナー、二人で一戦術単位。同室になるのは当然」

「まぁ作戦上はそうだけどさ」

　男と女だぞ。そりゃアニマは人間じゃないが見た目は同世代の少女なわけで、普ふ通つう分けるだろ、間違い防止のために。

　どう伝えるべきか、迷っていると唐とう突とつにグリペンがシャツをまくりあげた。白く瘦やせた背せ中なかが露あらわになる。

「ってちょっと待て！　待て。なんで脱ぬぐんだ、いきなり！」

「ジャージに着き替がえる」

　胸むな元もとでシャツが止まっている。危あやういところだが少し胸の膨ふくらみが見えていた。かっと顔が熱くなる。

　かぶりを振ふり深しん呼こ吸きゆうして。

「いいか、一つ決めごとをしておこう。着替える時は二段だんベッドの上でカーテンを閉めてから、いいな」

「なぜ？」

「そうしないと俺が作戦行動に支し障しようを来すからだ」

「よく分からない」

「人間には色々あるんだよ。とにかく協力してくれ、頼たのむから」

　グリペンはしばらく沈ちん黙もくしていたが、ややあって素直にシャツを下ろした。荷物を携たずさえ二段ベッドの上に上る。カーテンの閉まる音が響ひびいた。

「これでいい？」

「ああ、悪いな」

　まだ心しん臓ぞうがどきどき言っている。

　確か前にも同じようなことがあったな。小こ松まつ基地の寮りようで、彼女を体育施し設せつから送っていった時に。あの時も冷や冷やさせられたが今回はより接近度合いが強い。理性へのダメージが半はん端ぱでなかった。

「眠ねむ気けは取れたのか」

　気まずさを紛まぎらわせようと問いかける。衣きぬ擦ずれの音に混まざり「うん」と肯こう定ていの声が返ってきた。

「大だい丈じよう夫ぶ。夕方くらいになるといつも収おさまるから」

「いつもって、今日だけじゃないのか？」

「ここ二週間くらい。変な夢を見て起きてもまだぼんやりしての繰くり返し」

「意い識しき障しよう害がいじゃないんだよな」

　あれはどちらかと言えばブレーカーが落ちる感じだった。今の彼女は違ちがう。安定している。苦しげでも辛つらそうでもない。ただどこか朧おぼろ気げな様子。

「ハルカに相談したけど異い常じようなしって言ってた。変な数すう値ちも出てないから気にするなって」

「八や代しろ通どおりさんが言うならそうなんだろうけど……おまえ自身はどうなんだ。本当に妙みような感じはしないのか」

「よく分からないけど」

　口ごもりつつ。

「ただ、ずっと誰だれかに呼よびかけられてる気がする」

「誰か？」

「見られてる、探さがされてる感じ」

「スパイとかついているんじゃないだろうな」

　ぞっとなって振ふり返る。扉とびらの外は静まり返っていた。人の気配はない。まさか外部の人間が空母に乗りこめるとも思えないが。

「平気、多分気のせい」

　カーテンが開く。ジャージ姿すがたのグリペンが梯はし子ごを下りてきた。

「本当にスパイなら呼よびかけたりしない。じっと監かん視ししてるはず」

「そりゃそうだけど」

「慧けい」

　床ゆかに降おり立ち目線を合わせてくる。

「私のことはいい。それより慧は大だい丈じよう夫ぶ？」

「俺？」

「空気が硬かたい。変な感じ」

「空気って」

　そんなもの感じ取れるのか。硬い。なんだろう、不安そうに見えるということか。

「大丈夫だよ。俺はいつも通りだ」

「本当？」

「本当だよ、どうしたんだいきなり」

「撃げき墜ついされてもいいとか思ってない？」

　ぐさりと言葉が突つき刺ささってきた。

　まさかと笑い飛ばしかけて失敗する。心の内ない奥おうをさらけ出された気がした。灰はい色いろの瞳ひとみがじっと見つめてくる。

「慧が中国に戻もどりたがってるのは知っている。だから分ぶの悪い作戦にも積極的に参加した。外国の空母にも乗りこんだ。でも私にとって作戦一つよりパートナーの命の方が大事。もし慧が上海シヤンハイ上陸のために命を賭かけるつもりなら──ドーターには乗せない。私一人で行く」

「俺は」

　言い訳は言葉にならなかった。

　少しして彼女の言う通りだと気づく。確かに今の自分はどこかで生死を達観してしまっている。明華ミンホアのもとに帰る、みんなの未来を切り拓ひらくと言いながら、反面多少の犠ぎ牲せいは仕方ないと割わり切っていた。よく言えば覚かく悟ご、悪く言えば諦あきらめ。計画の成功を優ゆう先せんしリスクを受け入れてしまっていた。

　そこを見み抜ぬかれた。

「悪い。俺だけの機体じゃないのにな」

　自分が墜おちれば彼女も墜ちる。片かた方ほうだけ決死の覚悟を固めるほど馬ば鹿かな話もないだろう。考えてみれば今回の件、一度もグリペンの意思を確かく認にんしていない。ひょっとしたらファントム同様、否ひ定てい的てきな考えを持っていたかもしれないのに。

「勘かん違ちがいしないで」

　平板な声に力がこもる。

「私は命が惜しいわけじゃない。慧の目的を否定する気もない。ただあなたに生せい還かんの意思を持ってもらいたいだけ。作戦を成功させて無事に帰還する。そう言ってほしいだけ」

「グリペン」

「私はあなたの翼つばさ、あなたの矛ほこ。そうあれと命じてもらえればどこまでも進み敵てきを墜おとしてみせる。ただ棺かん桶おけになるつもりはない。そこのところをきちんと理解してほしい」

　胸むねの奥おくに熱いものがこみあげてくる。暗雲が晴れ光が差しこんだように思えた。ああ、ああまったくこいつと来たら。

　弱々しくて自信なさげで、なのに肝かん心じんなところではいつも自分を導みちびいてくれる。誤あやまった進路から引き戻もどしてくれる。どこまでもまっすぐで力強い、最高のパートナーだ。

「了りよう解かいした」

　まっすぐに視し線せんを受け止めうなずく。細い肩かたに手を置き高らかに宣せん言げんした。

「一いつ緒しよに生きて帰ろうグリペン」




　　　　　　　　　　＊




　八月十二日土曜日午前七時。

　早朝の東シナ海に続々と艦かん艇ていが集まってくる。見み渡わたす限かぎりの大軍だ。水平線の彼方かなたまで艦かん影えいが続いている。頭上をひっきりなしにヘリや哨しよう戒かい機きが飛び交っていった。一夜にして海上都市が生まれたようだ。船が多すぎて海の色が見えない。

「とんでもない数だな」

　ハンガーデッキの開口部から外を見る。横よこ須す賀か出しゆつ航こうから二日、空母ジェラルド・Ｒ・フォードは作戦海域に到とう着ちやくしていた。三基の舷げん側そくエレベーターがフル稼か働どうで艦かん載さい機きを甲かん板ぱんに送りこんでいる。カタパルトの震しん動どうが壁かべを揺ゆらした。内も外もまるで工事現場のような慌あわただしさだ。

「物量作戦は米軍の十お八は番こですからね。あくまでも基き本ほんに忠ちゆう実じつに振ふる舞まっているのでしょう。とりあえず彼らの『全力を尽つくす』という言葉に噓うそはないようですね」

　傍かたわらのファントムが耳にかかった髪かみを搔かき上げる。発進準備中のドーターを静かに見つめていた。

「ただ世の中には全力を尽つくしたところでどうにもならないことがあるのです。もし状じよう況きようが悪化しそうなら慧さん、私はドーターのコントロールを奪うばってでもあなた方を──」

「分かってる。無茶はしないよ。やばくなったらきちんと退たい避ひするさ」

　あら、と琥こ珀はく色いろの目が見開かれた。

「意外な回答ですね。てっきり余よ計けいな真ま似ねをするなと怒おこられるかと思いましたが」

「決死と必死は違ちがうからな。最初から死ぬ気じゃ生き残る道さえ見えてこない」

「ふぅん」

　興きよう味み深ぶかそうに視し線せんを送ってくる。

「グリペンと何かありましたか」

　鋭するどい。

「ま、まぁな」と顔を背そむける。

「色々話してな。俺もちょっと一人で背負いこみすぎてたから、二人で頑がん張ばろうって。まぁ当たり前の結けつ論ろんにたどりついただけだよ」

「それだけですか？」

「他に何があるんだよ」

「いえ盗とう聴ちよう器きにはお二人の随ずい分ぶん親しん密みつな声も入っていましたので」

　!?

「かなり夜よる遅おそくまで聞こえていましたから。てっきりよい雰ふん囲い気きになって一線を越こえてしまったのかと」

「こ、越えてねーよ！　つぅか盗聴器!?　いつの間に!?」

「冗じよう談だんです」

　……。

「ああ、でもそうですか。一線は越えなかったけど『親密な声』は出してたんですね。あと『夜遅くまで』も事実ですか。まぁ健けん康こうな男女が一つ部屋にいたら仕方ありませんね」

「だ、だから俺達は！」

　フナさんがファントムの名前を呼ぶ。低てい翼よく配はい置ちの双そう発はつ機きがゆっくりと運ばれてきた。

「ではお先に」

　空で会いましょう。

　優ゆう雅がに挨あい拶さつして去って行く。戦せん闘とうの気き負おいなど微み塵じんもない様子。人をからかう悪あく癖へきはさておき、ああいう余裕はベテランならではだ。少し羨ましく思っていると。

「どーん！」

「させるか！」

　背はい後ごからのタックルを危あやういところでかわす。ブロンドの少女がつんのめったように動きを止めた。不満そうに振り向き。

「なんで避よけるのー」

「なんでいちいちぶつかってくるんだよ」

「景気づけ？」

「おまえは少し緊きん張ちようしろ、余よ裕ゆうをかましすぎだ」

　ファントムとは対照的すぎる。危き機き意い識しきを持てとまでは言わないが、せめて真剣にやってほしい。色々悩んだ自分が馬ば鹿かみたいに思えてくる。

「だってやっと飛べるんだよー。ずっと船の中にいて疲つかれちゃった。外の景色も見られないし」

「まぁ軍ぐん艦かんだしな」

「ドクターペッパーも飲みすぎて飽あきちゃったし」

「それは知らん」

「とにかく！」

　びしりと指をさされた。

「イーグル達は戦せん闘とう機きなんだから、飛んで戦わないと意味がないの。ばんばんザイを墜おとしてみんなに喜んでもらわないと！　慧けいも気合い入れて！」

「お、おう」

「撃げき墜つい数すう勝負ね！」

　ここでも勝負する気か……。

　げんなりしていると「イーグル」と呼よばわれた。桃もも色いろ髪がみの少女が後ろに立っている。

「あなたの番、早く行って」

「はいはーい」

　小走りに駆かけ出す。途と中ちゆうで一度振ふり向き。

「今日は負けないから！」

　グリペンは半はん眼がんで手を振った。口には出さないが「上等、返り討うち」と言わんばかりだ。この二人も大分仲よくなったように思える。

「慧、行こう」

「ああ」

　Ｆ─15に続きクロースカップルドデルタ翼よくの単発機が牽けん引いんされてくる。モノトーンの機体が照明を浴あび鈍にぶく輝かがやいた。フナさんが息を切らせ走ってくる。

「悪いな待たせちまって。何せ人手が足りない。バタバタだ」

「米軍は手伝ってくれないんですか」

「力仕事はともかくドーターのコアはこっちで見ないとな。色々いじってるし俺や室長じゃなきゃ分からん部分もある」

「それってフナさんが体たい調ちよう崩くずしたらアウトじゃないですか」

「おう？　言われてみればそうだな」

　聞きたくなかった。背せ筋すじが凍こおる話だ。

　タラップを上りコクピットに滑りこむ。通つう常じよう、空くう母ぼ艦かん載さい機きは甲かん板ぱんまでクルーによって運ばれるがドーターに関してはアニマ不ふ在ざいだと何も始まらない。そのためハンガーデッキで自分達が搭とう乗じよう、起動させる流れになっていた。バッテリー・オン、各種確かく認にんを行っているとフナさんが機内をのぞきこんできた。

「とりあえず機体の強度は再さいチェックした。ここのカタパルトは電でん磁じ式しきで蒸じよう気き式しきに比べると負ふ荷かも低いが念のためな。射しや出しゆつの瞬しゆん間かんバラバラになることはないはずだ。あと発はつ艦かんの流れは覚えてるな」

「ええ、と」

　事前の説明を思い出す。

「ノーズギアをカタパルトシャトルに連結、動どう翼よくテスト、エンジン出力開放、そのあとは一切計器に手を触ふれないこと。船から離はなれて飛び上がったら初めて操そう縦じゆう桿かんを握にぎる」

「ＯＫ。とにかく甲かん板ぱんは大だい混こん雑ざつだから妙みような動きをしないように。機体位置が一メートルずれただけで死人がでかねないからな」

「……グリペンと代わっていいですか」

「だめだ。今から彼女に教えこむ方が危き険けんだろう」

　溜ため息いきを一回、「了りよう解かいです」と答える。フナさんは敬けい礼れいしタラップを飛び降おりた。キャノピーが閉しまっていく。外の喧けん噪そうが閉しめ出され闇やみが満ちた。

「ダイレクトリンク」

　後部座席からグリペンの声。瞬しゆん間かん、光が走り計器を浮うかび上がらせる。外の風景がパッチワークのごとく全周囲モニタに映うつし出された。

　ガクンと突つき上げるような衝しよう撃げき。エレベーターが動いているのだ。ややあって鉄の壁かべが途と切ぎれ広大な甲板が現れる。左手を戦せん闘とう機きがものすごい勢いきおいで発艦していった。カラフルなジャケットのクルーが慌あわただしく走り回っている。

（大混雑、ね）

　なんと言うべきか繁はん華か街がいの交差点を飛行場にした感じだ。一メーターどころか五十センチ動き間違うだけで大事故が起こりかねない。

『BARBIE01, Control, Taxi to AC01』

　インカムからの指し示じに従したがい機体を移動。指定されたカタパルトの手前で停止する。クルーによる最終チェックの後、前輪がカタパルトシャトルに連結された。

　鼓こ動どうが高鳴る。緊きん張ちようで心しん臓ぞうが口から飛び出しそうだ。後方の甲板が持ち上がる。ジェット噴ふん流りゆうの防ぼう護ご装そう置ちだ。クルーが離れていく。全ぜん準じゆん備び完かん了りよう。

　カタパルトオフィサーが腰こしを落とし腕うでを前へと突つき出した。ゴーサイン。

「っ！」

　凄すさまじい加速が身体からだを襲おそった。全身が座席に押おしつけられる。ビリビリと頰ほおが震ふるえ、気づいた時にはもう甲板が消えている。眼がん下かに広がるのは一面の海。

「慧けい！　プルアップ！」

　慌あわてて操そう縦じゆう桿かんをつかむ。手前に引き寄よせ上じよう昇しように入った。ランディングギア収しゆう納のう、高度一万フィートまでたどりつきようやく人ひと心ごこ地ちつく。無茶苦茶だ。心しん臓ぞうに悪すぎる。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　グリペンが前席をのぞきこんでくる。「ああ」と唾つばを飲みこんだ。呆ほうけている暇ひまはない。ディスプレイに視し線せんを走らせ。

「機体にダメージは、エラーは出てないか？」

「平気そう。ワーニングシグナル……チェック、ノーマル」

「そうか」

　ほっと肩かたの力を抜ぬくと頭上に影かげが落ちた。

『ＢＡＲＢＩＥ01、聞こえる？　無事飛べたようで何より』

　大おお柄がらな双そう発はつ機きが右手上空を飛んでいる。巨きよ大だいなストレーキと直線的な主しゆ翼よく。二枚の垂すい直ちよく尾び翼よくは水平尾翼の手前に配置され独どく特とくなシルエットを産うみ出していた。米軍の艦かん載さい機きだ。だがその機体は鮮あざやかなサファイアブルーに輝かがやいている。

「ライノか」

『イエス、この姿すがたでは初めてだね。今日はよろしく』

　ピクニックにでも行くような気安い口く調ちよう。彼女は挨あい拶さつするように機体をバンクさせた。

『データリンクは確かく認にんできる？　もう接せつ続ぞく可か能のうになってるはずだけど』

「え、えっと、ちょっと待った」

　コンソールを操そう作さ、接続可能なリンクを選択する。独どく飛ひのデータに追加して米軍・ライノの哨しよう戒かい情じよう報ほうを表ひよう示じ、戦せん術じゆつマップの情報が爆ばく発はつ的てきに増加する。

『第一集団は既すでに敵てき前ぜん衛えいと接せつ触しよく、交戦しつつポイントチャーリー、デルタに誘ゆう引いん中ちゆう。第二集団──ブロウラーはちょっと遅おくれ気味だね。で、第三集団があたし達』

「ファントム達は……ああ、いるか。イーグルも」

『空中で集合して編へん隊たいを組むよ。そろそろ艦隊が援えん護ご射しや撃げきに入る』

　ライノがスピードを上げた。慌ててスロットルを開くと前方に緑と山吹色の機影が見えてくる。事前の打ち合わせ通りデルタ編隊を組んだ。先頭にライノ、両脇にイーグルとグリペン、最後尾がファントム。

　更さらに先には整然と十二の黒点が並ならんでいる。ブロウラーだろう。そしてその向こうには多数の爆ばく炎えんと閃せん光こうが生まれている。

『着弾インパクト』

　炎の花が一ひと際きわ鮮やかに咲き乱れる。艦対空ミサイルの着弾だろう。続けて十、二十。航こう跡せき雲うんが海上を切り裂さいては炸さく裂れつしていく。連続する爆発に生き残るものはないかと思われたが。

『気をつけてください、大して減へってませんよ』

　ファントムの声は硬かたかった。小さく息を吸すい。

『ＥＰＣＭレベル上じよう昇しよう。敵てきの動きが活性化しています。第一集団を追つい撃げき中ちゆう』

　ビープ音が鳴り響ひびいた。戦せん術じゆつマップから味方機のマーカーが突とつ然ぜん消失する。二、いや三機。続けて四機目が失われる。

　瞬またたく間に一個小隊が壊かい滅めつ。そのあともザイの攻こう勢せいは止むことがない。味方編隊をいいように追い回し蹂じゆう躙りんしていく。

　視し界かいの端はしで米軍機が爆はぜた。爆ばく風ふうと衝しよう撃げきががくがくと機体を揺ゆらす。

「ブロウラーは何してるんだ。もう十分敵は引きつけただろう」

『まだだね。防ぼう御ぎよ部ぶ隊たいの陣じん形けいが開ききっていない。今突とつ入にゆうすると挟はさみ撃うちになる』

「だからって」

　ビープ音が連続する。マーカーが一つまた一つと消しよう滅めつしていった。ザイの数は減へっていない。味方は一定の距きよ離りを保たもとうとするが、逃げた先にはまた別の敵機が待ち構えている。

　ビ───。

　胸むねが締しめつけられた。今消えているのはただのＣＧではない。人の命だ。二日前食堂で歓かん迎げいしてくれた米兵達、彼らがいなくなっていく。記き憶おくの中だけの存そん在ざいになっていく。だが前方のブロウラーは動こうとしない。悠ゆう然ぜんと編隊飛行を続けている。

「おい」

　どうした故こ障しようか。いくらなんでも待たせすぎだろう。

　ビープ音。

「おい！」

　彼方の空で爆発が生じる。今度は四つ連続。あわせて味方機のマーカーも同数消える。だめだ、耐たえられない。

「いい加か減げんに──」スロットルレバーへ手を伸ばした瞬間。




『ＢＲＷ、ＥＮＧＡＧＥ』




　インカムからアナウンスが響ひびく。十二の黒点──先行するブロウラーのエンジンに光が点った。出力上昇、凄すさまじいスピードで加速し始める。凝ぎよう縮しゆくされた水すい蒸じよう気きが白い傘かさとなり機体を覆おおった。全機、激しい航跡雲を引き前進していく。

　赤いマーカー──ザイが一気に十個近く消えた。手て薄うすになった敵てき陣じん中央にくさびが突つき立てられる。そのまま掘くつ削さくするように奥へ奥へと進んでいった。左右に散開したザイは反転が間に合わない。火球が続け様に産うみ出されていく。

　すごい。

　圧あつ倒とう的てきだ。

『いくよ』

　ライノが速度を上げる。サファイアブルーの外がい装そうが一ひと際きわ明るくなった。負けじとスロットルを開く。空気の流れが変わり風切り音が強くなった。見る間に戦場が近づいてくる。突とつ進しんするブロウラーと追つい撃げき中ちゆうのザイが確かく認にんできた。背せを向けた敵てき影えいが二機、ＨＵＤのターゲットコンテナに収おさまる。ロックオン。

「ＦＯＸ２」

　翼よく下かから放たれたミサイルが狙ねらい過あやまたず敵をとらえる。一機は急機動で逃のがれようとしたがアニマ・コントロールの弾だん頭とうはアクロバティックに進路を変え食らいついた。

「キル」

　続けて二機、三機とザイが弾はじけ飛ぶ。ファントムとイーグルが正せい確かく無む比ひにターゲットを狙ねらい撃うっていった。

（いける）

　だが敵の数は多く全てを排はい除じよするには至いたらない。第二集団の左翼、わずかに遅おくれて進むブロウラーにザイが取りついた。四方八方から砲ほう撃げきが迫せまる。着弾、割われた装そう甲こう板ばんから炎ほのおが噴ふき出した。

　あぁ。

　瞬またたく間に主翼が折れる。そのまま見えない操あやつり糸を切断されたように海へと落ちていった。

「くそっ」

「慧けい、編へん隊たいを崩さないで。取り囲まれる」

「分かってる、けど」

　作戦の要かなめが墜おちて平静ではいられない。もう一機、右翼最後尾のブロウラーにも攻撃が集中する。ミサイル接せつ近きん、チャフを展てん開かいするも避よけきれない。命中、爆ばく散さん。

　残り十機。

「本当に突とつ破ぱできるのかよ！」

　敵編隊は分ぶ厚あつくまだまだ余よ力りよくを残しているように見える。今のペースで進んでいけば瞬く間に消しよう耗もうし尽つくしてしまうだろう。上陸ポイントへの到とう達たつなど夢物語に思える。

『あと少し』

　ライノが囁ささやく。チチチとダイレクトリンクの操そう作さ音おんが響いた。息いき詰つまる沈ちん黙もくが二秒、三秒。また一機ブロウラーが墜ちた。周囲に轟とどろく爆音と炸さく裂れつ音おん、間断なく響く戦場音楽。

（まだか、まだなのか）

　じっとりと掌てのひらに汗あせが滲にじむ。視界が狭せばまる。空気の流れが緩かん慢まんになる。

　息がうるさい。心臓の音が奇き妙みように大きく聞こえる。どくり、どくり、どくり。ああくそっ、静かにしろ！

　永えい遠えんとも思える時間の末、先行する編へん隊たいがバンクした。

『方位ベクター０１５！　ブロウラーがつっこむよ。ＢＡＲＢＩＥ隊、全ぜん機き援えん護ご！』

　解かい放ほう。

　セレクタスイッチ切り替かえ。飛来する邀よう撃げき機きにミサイルを撃うちこむ。イーグルとファントムも攻撃。たなびく白はく煙えんが炎ほのおの大輪と化した。

　続けてもう一撃、二撃、三撃。

　崩くずれては生まれるガラスの防ぼう壁へきに武ぶ装そうを叩たたきこむ。周囲で光と音が荒あれ狂くるった。激はげしい震しん動どうが身体からだを揺ゆらす。まるで雷らい雲うんの中を飛んでいるようだ。四度目の攻撃で前方に一ひと際きわ大きな火球が生じる。

　翼つばさが爆ばく煙えんを切り裂さいた。視し界かいが開ける。青い空がキャノピーいっぱいに広がった。彼方かなたに見える陸地は舟しゆう山ざんの島々か。その向こうに大陸の影かげが広がっている。

　やっ……た？

　突つっ切った、敵てき陣じんを突とつ破ぱしたのか。

　上空を艦かん載さい機きの群むれが飛び過すぎていく。エスコートの機体だ。主力は相変わらず敵戦力を誘ゆう引いんしているがこの機に上陸地点を確かく保ほするつもりなのだろう。ＥＰＣＭのノイズをものともせず突き進んでいく。

『あー！　イーグル達が一番乗りのはずだったのに！』

　緊きん張ちよう感かんのない通信に苦笑する。

「まぁいいだろ、もともと俺達も先せん陣じん切ってたわけじゃないし」

『そうそう、あのまま進んだらブロウラーが一番だったよ。あたし達は二番』

『むー』と低い唸うなり声が応える。憤ふん懣まんやるかたない様子で。

『無人機のくせに！』

「いや、おまえも無人機だから」

　だいたい自分達は敵を減へらすことが任にん務むだ。敵陣を突破したらすぐさま反転し、他のザイの背はい後ごを突くべきだろう。悠ゆう長ちように味方同士でレースをしている場合じゃない。戦せん術じゆつマップを開け次の目標を確認しかけた時だった。

　電子音が鳴り響ひびく。

「戦隊正面に新たな敵機、距きよ離り30、高度中域、接せつ近きん中ちゆう」

　何？

　まだ後ご詰づめの戦力がいたのか。

「数は？」

「二」

「少ないな」

　予よ備び兵へい力りよくにしては乏とぼしすぎる。今いま更さら一編隊エレメントつっこんできたところで戦せん況きように及およぼす影えい響きようは微び少しようだろう。ブロウラーとアニマに苦もなく撃げき退たいされるだけだ。

　更さらに相そう対たい距きよ離りが縮ちぢまる。彼方かなたの空に黒点が浮うかび上がった。ターゲットコンテナが敵機をとらえる。表ひよう示じされた名めい称しようは──ＴＹＰＥ：ＨＶＹ ＢＯＭＢＥＲ。

「重じゆう爆ばく撃げき機きタイプ？」

　小こ松まつ空くう襲しゆうで目撃した奴やつか。なんでまた。制せい空くう戦せん闘とうだぞ。鈍どん重じゆうな大型機を繰くり出してどうするつもりだ。ひょっとして手持ちの邀よう撃げき機きが尽つきたのか。だから飛べる機体を全て繰り出してきた？　いや、でもだからって。

『あれ、イーグルが墜おとすから！』

　黄金の荒あら鷲わしが速度を上げる。随ずい分ぶんフラストレーションがたまっていたのだろう。一直線に敵てき編へん隊たいへ向かっていく。

「あ、おい、待て」

　なんだろう。嫌いやな予感がする。直ちよく掩えんもいない爆撃機、アニマがやられる可能性など万に一つもないはずだが。

『え？　何？』

　イーグルの声に視し線せんを向ける。

　なんだ？

　一いつ瞬しゆん見み間ま違ちがえかと思った。

　ザイの機き影えいが分ぶん裂れつしている。分裂？　違う、翼よく下かと胴どう体たいから何かをリリースしたのだ。六、七、まだ増ふえる。爆弾ではない。自由落下の途と中ちゆうで停止。激はげしい排はい気き炎えんを吐はき始める。

『パラサイトファイターです！　イーグル、ブレイク！』

　ファントムの声は怒ど鳴なりつけるようだった。

　サンライトイエローの機体が急きゆう旋せん回かいする。先さき程ほどまで彼女がいた空間を何本ものミサイルが切り裂さいていった。あとを追うように寸すん詰づまりの小型機が縦じゆう列れつ編へん隊たいで飛びこんでくる。

『な、な、な、何あれ！』

　上空で背面飛行しながらイーグルが叫さけんだ。混こん乱らんが無む線せん越ごしに伝わってくる。

『ひ、飛行機から飛行機が発進した!?　どうなってんの！』

『だから寄生戦闘機パラサイトフアイターですよ。空中給油の実用化前に人類も検けん討とうしていたシステムです。大型機に小型機を搭とう載さいし戦場で発進させる』

『空母じゃん』

『ええ、空中空母です。新型ですね。よりにもよってこんなタイミングで』

　敵マーカーは二十以上に増ぞう殖しよくしている。あっという間に彼ひ我がの戦力が逆転していた。

　まずい、ここには通つう常じようの艦かん載さい機きもいる。

「迎げい撃げきするぞ。ブロウラーだけじゃ防ふせぎきれない。ライノ、いいな」

『了りよう解かい。あたしは有人機のカバーに──』

　ＷＲＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＨ！

　轟ごう音おんが鼓こ膜まくを突つき抜ぬけた。火花が視し界かいを満たす。荒あれ狂くるうノイズが脳のうと血けつ液えきを勢いきおいよくシェイクした。

「っ！」

　グリペンの歯ぎしりとともに音が消えた。荒あらい息づかいが聞こえてくる。振ふり向くと彼女がコンソールを鷲わしづかみにしていた。

「なんだ、今の。一体何が起きたんだ」

「ＥＰＣＭ。異い常じような出力。しかもすごく変なパターン」

「変？」

「シールドでカットしたから分からなくなったけど、ものすごく気持ち悪かった。身体からだの中をぐちゃぐちゃに搔かき回された感じ」

「今は大だい丈じよう夫ぶなのか」

「平気。データリンクも復ふつ旧きゆうした」

　他のアニマ達は……無事か。足止め目的？　にしては対たい処しよが簡かん単たんすぎるが。

　刹せつ那な、閃せん光こうが走った。彼方かなたの空に爆ばく炎えんが生じている。味方がやられたのか。戦術マップに視し線せんを落とし。

「え？」

　な、なんだこれ。

　意味が分からない。

　やられたのは確かに第一集団の艦かん載さい機きだ。だが撃げき墜ついした機体はＢＲＷ04、ブロウラー四番機だった。

　表ひよう示じエラーかと思うも他のブロウラーも艦載機をターゲットしていた。小型ザイと連係し味方の退たい路ろを断たっていく。

『なんてこと』

　ファントムが唸うなる。

『最悪。こんなに早く手を打ってくるなんて』

「ど、どうしたんだ」

『彼ら、ザイはブロウラーを操あやつっています』

「操る!?」

　一体どうやって。

『ブロウラーは自じ律りつ思し考こうをしているわけではありません。周囲のＥＰＣＭ状じよう況きようから経けい験けん則そく的てきに次の行動を割わり出しているだけです。信号レベルＡなら攻こう撃げき。方位Ｂなら防ぼう御ぎよという感じで。言い方を変えればＥＰＣＭのパターンさえ変へん更こうすれば容よう易いに状況を誤ご認にんさせられるわけです』

「誤認」

『敵を味方に、味方を敵に取り違ちがえさせる』

　ぞっとした。

　先さき程ほどの雑ざつ音おん、あれか。あれでブロウラーを裏うら切ぎらせたのか。全機？　であれば彼ひ我がの数量差は絶ぜつ望ぼう的てきなものになる。三十対八。いや通つう常じよう艦かん載さい機きは戦力にならないから実質三十対四。

『作戦失敗です。撤てつ退たいしましょう』

　ファントムの判はん断だんは素す早ばやかった。

『第二集団が丸ごと消しよう滅めつした以上、戦せん闘とうの続行は不ふ可か能のうです。被ひ害がいが拡大する前に引き上げないと』

「い、いやでも」

　艦載機隊がザイに襲おそわれている。ブロウラーの攻撃を受けている。彼らを置いて……逃にげる？

『迷まよってる場合ですか！　全ぜん滅めつしますよ！』

　エメラルドグリーンのドーターが翼つばさを翻ひるがえす。激しい風切り音を立てて編隊から離り脱だつ、直後幾いく筋すじもの火か箭せんが前方より浴あびせかけられた。

「っ！」

　危あやういところで機体をバンクさせる。小型ザイの砲ほう撃げきだ。背はい後ごには先さき程ほどまでの味方、ブロウラーが続いている。キャノピー部分のカメラが鈍にぶく輝かがやいていた。

「くそっ、こいつら！」

「慧けい、上空に敵機、九時の方向からも」

　ロックオンアラートが連続して鳴り響ひびく。スロットルを開き回かい避ひ機き動どう、チャフ・フレアを放出してミサイルを振ふり切る。とても撤退など考えていられない。気づけば完全に編隊から脱だつ落らくしていた。周囲を敵のマーカーが取り囲んでいる。

　あれ。

　冷水を浴あびせられたような気分になる。ちょっと待てよ。これはひょっとして、だめじゃないのか。

　逃げられない。活路が見つからない。右にも左にも上にも下にも敵がいる。いくらグリペンの火気管制能力が優すぐれていようと武ぶ装そうは有ゆう限げんだ。三、四機墜おとしたところで弾たまが尽つきる。丸まる腰ごしになる。行き着く先は嬲なぶり殺しか、自じ爆ばく覚かく悟ごの突とつ撃げきか。

　衝撃が突き上げてくる。砲ほう撃げきをくらったのか、背はい後ごで悲鳴が上がる。警けい告こく音おんが連続して鳴り響ひびいた。気のせいか操そう縦じゆう桿かんが重くなったように感じられる。機体の動きが鈍にぶい。終わる。終わっていく。自分とグリペンの命が刈かり取られていく。

『鳴なる谷たに慧けい！』

　青色の稲いな妻ずまが大気を切り裂さいた。接せつ近きん中ちゆうのザイが爆ばく発はつする。わずかに遅おくれもう一機、上空のブロウラーが砕くだけ散った。

『しっかりして！　こっち、突とつ破ぱするよ！』

「ライノ」

　Ｆ／Ａ─18Ｅが翼よく端たんのミサイルを発はつ射しや。あとを追うようにスピードを上げる。慌あわててスロットルを開き追つい随ずいした。アフターバーナー点火、燃ねん料りようの消費が跳はね上がるが気にしていられない。連続する砲ほう火かと爆ばく炎えんの中をただがむしゃらに突つき進んでいった。

　時間にしてわずか十数秒。永えい遠えんとも思える逃とう避ひ行こうの末、戦場音楽が途と切ぎれる。茫ぼう洋ようとした空と海うな原ばらが眼がん前ぜんに広がっていた。周囲に敵てき影えいはない。ただ一機、ライノだけがすぐそばを飛んでいた。

「生きてる……のか」

　生の実感がない。まだ四方を死に囲まれている気がした。今いま更さらながら震ふるえがこみ上げてくる。危あぶなかった。ライノが来なかったら間ま違ちがいなくやられていた。

「グリペン？　無事か」

「なんとか」

　か細い声が応こたえた。コンソールの操そう作さ音おんが響ひびく。

「大分やられたけど」

　正面ディスプレイに警けい告こくメッセージの一いち覧らんが表ひよう示じされる。機き体たい損そん傷しよう、油ゆ圧あつ低てい下か、航こう法ほうシステムにエラー。満まん身しん創そう痍いだ。無事に飛んでるのが不思議に思える。

「燃ねん料りようは？　空母までもちそうか」

「厳きびしいと思う」

「アフターバーナーのせいで？」

「それもあるけどさっきの脱出で大分艦かん隊たいから遠ざかってしまっている。純じゆん粋すいに距離が開きすぎた」

「どこにいるんだ、俺達」

　戦術マップのスケールを縮小する。陸地が近づいていた。複ふく雑ざつな海岸線と広く開いた河口は杭こう州しゆう湾わんだ。であれば北に見える平野は上海シヤンハイ市か。

　上海。

　帰ってきたのか。予想とは随ずい分ぶん異ことなる帰き郷きようの仕方だが。

『あたしもだめだ、燃ねん料りよう警けい告こく』

　ライノの言葉に我われに返る。そうだ、感かん傷しように浸ひたっている場合ではない。今のままでは二機とも揃そろって海かい水すい浴よくだ。

「空中給油機とか呼よべないのか？　ランデブーポイントを伝えて飛ばしてもらえば」

『無線が繫つながらないからねぇ。ＥＰＣＭがひどすぎて君達との通信が精せい一いつ杯ぱい』

「他の、台たい湾わんとか韓国の基地を目指すのは」

『無理、もっと遠いよ』

　唸うなり声が漏もれる。「まいったな」とつぶやいた瞬しゆん間かん。

「中国の空港は？」

　グリペンが提案する。

「え？」

「これ」

　戦術マップがスクロールする。赤い○印が上海シヤンハイ市の東海岸をポイントしていた。表示されたラベルは浦東プードン国際空港。北京ペキン空港と並ぶ中国の空の窓まど口ぐちだ。距離にして約百キロ程度。

「近いことは近いけど」

　敵中だぞ。まだ空港として機能しているのか。滑かつ走そう路ろが寸すん断だんされていたり整せい備び施し設せつが破は壊かいされたりしているのでは。

『ま、でも議ぎ論ろんの余よ地ちはないんじゃ？』

　あっけらかんとライノが結論づける。

『幸い敵の姿すがたも見えないし、行くだけ行ってみようよ。だめなら潔く海水浴すればいいんだし』

「いいんだしって、なぁ」

　ううん。

　どうにも行き当たりばったりだが今は他の手しゆ段だんも考えられない。仕方ないなと覚かく悟ごを決める。

「よし行くか。グリペン、周囲の警けい戒かいだけ頼たのむ」

「ＲＯＧＥＲ」

　ラダーペダルを踏みこみ進路を変える。彼方の大地は薄うすもやのような雲で覆おおわれていた。
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　タクシーライトが灰色のアスファルトを照らし出す。

　機体は徐じよ々じよにスピードを落とし滑かつ走そう路ろに近づいていった。メインギア接地、続いてノーズギアが地面をとらえる。カナードが直立しエアブレーキが効き始めた。風切り音が大きくなるのと同時にエンジン音が鎮しずまっていく。

「タワー、ディス・イズ・ＪＡＳＤＦ・ＢＡＲＢＩＥ01、アクノレッジ」

　空くう港こう管かん制せいに呼よびかけるも応答はない。アプローチ前と同じだ。一応緊急事態エマージエンシーを宣せん言げんしてみたが返答はなかった。しばらく待ってもう一度同じ内容を繰くり返す。結果は変わらなかった。

『設備は無事っぽいんだけどねー』

　とライノ。

　薄うすもやの中に管かん制せい塔とうやターミナルが浮うかび上がっている。見たところ目立った損そん傷しようはない。滑走路上にも障しよう害がい物ぶつは見当たらなかった。

『とりあえずハンガー向かえばいいんじゃない？　なんか天気悪いし』

「ああ」

　陽光が弱い。雨の前兆なのか黒雲が地平線にわだかまっていた。周囲をうっすらと霧きりが囲んでいる。

（ハンガーは……あれか）

　それらしい建物を目指して地上走行する。牽けん引いん車しや両りようがいないため適当なところでエンジンを停止、キャノピーを開放した。

「ふぅ」

　冷たい空気がコクピットを洗あらう。シートベルトを外し辺りを見回した。浦東プードンには過去何度か日本行きで訪おとずれたことがある。記き憶おくの中の滑走路は行き交う車両や飛行機でごったがえしていた。だが今周囲には何もない。ゴーストタウンのように閑かん散さんとしている。みんな逃にげたのか、あるいは。

「いやいや、二人とも無事でよかった」

　青髪の少女が歩み寄ってくる。事態の深しん刻こくさを感じさせないのほほんとした表情。

「一時はどうなることかと思ったけどねー」

「悪いな、おまえまで付き合わせちまって」

「気にしないで。どのみちあたしも退路を塞ふさがれてたし、君達が敵を引きつけてくれたおかげで自由に動けたってのもあるんだから」

　にしても、と眠ねむたげな目でハンガーを見る。

「何もないねー。人は逃げたとしても機材や物資くらい残っててよさそうなもんだけど」

「全部持って脱だつ出しゆつしたんじゃないのか。どうせ置いていっても壊されるだけだし」

「上海脱出戦ってそんな悠ゆう長ちような状じよう況きようだったの？　空港の資材をまとめて船に載のせていられるような？」

「……いや」

　言われてみればおかしい。あの時、乗り切れない避ひ難なん民みんが甲かん板ぱんにまであふれかえっていた。みんな着の身着のままでとても余よ計けいなものまで積みこめたイメージはない。資材だけ別便で運び出した？　いや。

「空港の他のところにまとめてあるとか」

「その可能性が高いね。空くう襲しゆうをやり過すごすために地ち下か施し設せつかどこかへ退たい避ひさせたとか。だとしたら人間もまだ残っているのかも」

「防ぼう空くう壕ごうみたいなところに？」

「そうそう」

　なるほど、であれば探さがしてみた方がよさそうだ。どのみち修理や補ほ給きゆうを終えない限り再出発もままならない。

「グリペン、行けるか」

「……」

「グリペン？」

　桃もも色いろ髪がみの少女が顔を上げる。夢から覚めたように瞬まばたきした。

「慧けい？」

「おい大だい丈じよう夫ぶか。悪いところがあるなら早めに言えよ」

「平気、多分」

　のそのそと座ざ席せきから立ち上がりコクピットを降おりる。少し足下が怪あやしいがまぁ問題なさそうだ。溜ため息いきまじりにあとを追う。

　ライノと三人で無人の空港を巡めぐる。エプロンから貨物保管庫、消防施設を見て回った。多くの建物は施せ錠じようされておらず自由に立ち入ることができた。ただ相変わらず人の気配はない。無線もホワイトノイズを垂たれ流すばかりで使い物にならなかった。

　管かん制せい塔とう、気象レーダー、誘ゆう導どう路ろ。滑走路に給水センター。

　手近な施設を回り終えて足が止まる。もともと空港の設備に詳くわしいわけではない。今のまま歩き続けて果たして目的を達成できるのか不安になってきた。疲ひ労ろうもかなり溜たまってきている。

「喉のどが渇かわいたな」

　ぽつりとつぶやくとライノが首を傾かたむけてきた。

「ちょっと休きゆう憩けいする？」

「どこでだよ」

「あそこ、売店とかありそうじゃん」

　指さした先にガラス張りの建物が見える。波形のシルエットは──旅客ターミナルか。確かにショッピング施し設せつや宿しゆく泊はく設せつ備びなど揃そろっていそうだが。

「泥どろ棒ぼうか」

「緊きん急きゆう避ひ難なんだよ。まぁドーターに戻ってレーションでもいいけど、どのみち探たん索さく必要じゃん？」

「まぁな」

　大量の人間が逗とう留りゆうするとしたら確かにあそこは最適だ。「よし、行ってみるか」決断して歩き出す。

　駐ちゆう機き場じようから約一キロ、十五分ほどかけて目的地に到とう着ちやくする。一階の貨物搬はん入にゆう口ぐちから出国ゲートを経由しロビーへ足を踏ふみ入れた。

「え」

「あれ」

　明かりがついている。

　白い照明が天てん井じようを幾いく筋すじも貫つらぬいていた。電でん光こう掲けい示じ板ばんにも光が点っている。荷物運うん搬ぱん用ようのレーンが低い機械音を上げ動き続けていた。

「電気が生きてる」

「空調も来てるね」

　遠くからエスカレーターの自動音声が聞こえてくる。切れ切れだがＢＧＭのようなものも響ひびいていた。

「やっぱり人がいるのか？」

「見当たらないけど、隠かくれてるのかなぁ」

「慧けい」

　グリペンが左手を指す。二ブロックほど先にコンビニらしき施設が見えた。

「お、補ほ給きゆう施設」

　たったっと軽い足音を立ててライノが駆かけていく。店内を物色するや「おー」と声を上げた。

「ミネラルウォーター、ソフトドリンク、アルコール、きっちり揃そろってるよ。スナックの類たぐいもある」

「大だい丈じよう夫ぶなのか？　腐くさってたりとか」

「ちゃんと冷えてるし賞味期限もまだ先だね。ほらビーフジャーキー」

　見慣れた天てん狗ぐ印じるしのパッケージをかざしてくる。まぁ上海シヤンハイ脱出戦が二ヶ月前だから大たい抵ていの保存食は問題ないか。

　グリペンと二人で店に入る。とりあえずメジャーなミネラルウォーターをピックアップ。匂においを嗅かいでみたが特におかしな感じはしない。ぐっと中身をあおると清せい涼りような感覚が胃いの腑ふに染しみ渡わたった。

　はぁ。

「生き返るな」

「適てき当とうに食べられそうなもの集めて移い動どうしよ。立ったまま飲み食いするのもなんだし」

「了解」

　めぼしい品物をカゴに入れ店から出た。窓まど際ぎわの待合スペースに移い動どうして腰こしかける。

「じゃあ、いただきます」

「いただきます」

　めいめい好きな袋ふくろを開けて食事にかかる。缶かん詰づめにチョコバー、ビーフジャーキー。無茶苦茶な取り合わせだが腹はらは膨ふくれる。ペットボトルを半分ほど飲みきると大分人ひと心ごこ地ちがついてきた。

　小さく息をついて視し線せんを上げる。動く歩ほ道どう脇わきのデジタル広告が見えた。携けい帯たい端たん末まつの新商品──といっても半年前の機種が繰くり返し映うつし出されている。しばらくして万国共通の清涼飲料水の広告に切り替かわった。『いつもさわやか』『心に潤うるおいを』。中国人の女性アイドルが優やさしく微笑ほほえんでくる。

　なんのへんてつもない日常風景。戦せん禍かも混乱も何一つ感じられない、平和そのものの空間だ。ただ人間だけがいない。生命の息い吹ぶきが感じられない。

「静かだねぇ」

　ライノがペットボトルから唇くちびるを離はなした。眠ねむたげな目を一いつ層そう細め。

「なかなかよい場所じゃない？　電気も水も食料もある。広くて清潔で雨風にさらされる心配もない。なんかこのままずっと暮くらしていけそうな感じ」

「だめ」

　強い口調はグリペンのものだった。細い眉まゆが珍めずらしく吊つり上がっている。

「まだみんな戦ってる。早く燃ねん料りよう補ほ給きゆうして戻らないと」

「分かってる。冗談だよ」

　肩かたをすくめてライノは椅い子すにもたれかかった。

「落ち着いたら探たん索さくを続けよう。何これだけ状じよう態たいのいい施し設せつだもの、人間か補給物資かどちらかすぐ見つかるはずさ。誰だれかがメンテナンスしてないとこんな状況は保てないだろうからね」




　食事を終えたあと二手に分かれた。

　ベースキャンプを先の待合スペースに設定、一時間ごとに合流して情報交こう換かんしようと決める。

　最初は近場、やがて他フロア、隣りん接せつターミナルへ。だがそれを四回繰くり返してもめぼしい成果は上がらなかった。建物内に人の姿すがたはなく燃料の類たぐいも見当たらない。念のため地下スペースを訪れてみたが動くものはなかった。

　五回目の合流で諦あきらめる。日が地平線に沈しずみ窓の外に宵よい闇やみが忍しのび寄っていた。

「誘ゆう導どう灯とうはつかないんだね」

　ライノが窓際でつぶやく。旅客ターミナル以外に光は見えない。あと幾いくばくもすれば外は完全に闇に閉とざされてしまうだろう。航こう空くう管かん制せいが機能していない状じよう況きようではとても離り陸りくできそうになかった。

「泊とまりか」

「と思ってさっき宿しゆく泊はく施し設せつを見み繕つくろってきたよ。ターミナル直結でバス・トイレつき」

「鍵かぎは？」

「じゃーん」

　プラスチックのカードをかざしてみせる。得意げな表情で。

「フロントから見繕ってきました。どう？　偉えらいでしょ」

「一枚しかないように見えるんだが」

「いいじゃん、仲よく三人で川の字になろうよ」

「勘かん弁べんしてくれ……」

　グリペンと相部屋なだけでも落ち着かなかったのだ。この上もう一人追加とか絶対気が休まらない。

　ライノはけらけらと笑った。

「ま、お二人の夜を邪じや魔ましたくはないけどね。現実問題見み張はりは必要と思うんだ。この施設が誰だれのメンテで動いているか分からない以上」

「交代で睡すい眠みんを取るってことか」

「イエス、ま、あたしが夜通し起きててもいいけど」

「いやそれは」

　さすがに申し訳わけない。ライノだって飛ばなければいけないのだ。しかも単たん座ざの分、自分達より条じよう件けんは悪い。

「ＯＫ、三交代で見張りをしよう。グリペン、いいな？」

「うん……」

　目ま蓋ぶたを擦こすりうなずいてくる。大分眠ねむたそうだ。朝から動き詰づめだったからもう限げん界かいなのかもしれない。

「じゃあホテルにご案内しまーす」

　芝しば居いがかった口く調ちようで言ってライノは歩き出した。

　二階から連れん絡らく通つう路ろをたどり空港中央に向かっていく。地下鉄とリニアの案内表示が等とう間かん隔かくで天てん井じようから吊つるされていた。フードコーナーや両りよう替がえ所じよの照明が煌こう々こうと点ともっている。

　やがて円柱状のエレベーターホールが現あらわれた。ライノが勝手知ったる様子でボタンを押おす。どうやらそこがホテルの入り口だったらしい。目的階にたどりつくともう客室の廊ろう下かが続いていた。

「戦せん闘とう、どうなったかな」

　つぶやき声は思ったより大きく響ひびいた。ライノが肩かた越ごしに振ふり返る。

「どうだろうね。大分時間がたってるし何かしら結果が出てることは間ま違ちがいないけど」

「結果」

「一つだけ確たしかなのはこのあたりのＥＰＣＭが消えてないことだね。上陸軍が破は竹ちくの進しん撃げきを続けていたら今いま頃ごろ空港にも先せん遣けん隊たいが来てるはずだし」

「それはつまり」

　言いかけて口をつぐむ。やめよう、ことさらに悪い可能性を思い浮うかべても仕方ない。

「まぁ難むずかしいことは明日考えよう。着いたよ」

　４０５と書かれた扉とびらにたどりつく。カードキーで開かい錠じよう、中に入った。

　オレンジ色の壁かべが鮮あざやかなツインルームだった。幅はばは狭せまいが奥おく行ゆきがある。寝しん台だいは綺き麗れいにベッドメイクされ枕まくらが二つずつ載のせられていた。

「ベッドは君達二人で使っていいよ。あたしはソファーで休むから。見張りの間かん隔かくは三時間で、最初はあたし、次は君でいいかな」

「構かまわないけど」

　少し気になって訊たずねる。

「なんで４０５号室なんだ。他にキーはなかったのか」

「あったよ」

「じゃあなんで」

　ライノは少し照れくさげに応こたえた。

「あたしの誕生日なんだ。今年の四月五日。なんか無意識に選んじゃってねー。子供っぽいけど。ごめん」

「いや、謝あやまる話じゃないけど」

　四月五日か。今が八月だから四ヶ月前。つまり。

「まだゼロ歳さい児じでーす」

「マジか！」

「あたしに手を出すと犯はん罪ざいどころじゃないよ。気をつけなよ」

　ししし、と笑われる。

　いや手を出すつもりは毛頭ないが。

「ほらほら、とっとと休みなよ。シャワー浴あびるなら浴びて、見張りまでの時間が短くなるよ」

「あ、ああ」

　グリペンと交代でシャワールームに赴おもむく。おっかなびっくり蛇じや口ぐちをひねるときちんと熱いお湯が出た。タオルやシャンプーなどのアメニティも整っている。ざっと身体からだを洗あらうと一日分の疲つかれが抜ぬけ落ちていった。可能であれば清せい潔けつな着き替がえも欲ほしいが、さすがに贅ぜい沢たくを言いすぎだろう。バスタオルで髪を拭ふきつつ戻るとグリペンはもうベッドに伏ふせていた。ライノが窓まど際ぎわのソファーで外を眺ながめている。

「出たぞ」

「うん」

「入らないのか」

「あたしの休きゆう憩けい時じ間かんになったら行くよ。今は見み張はり中だから」

「真ま面じ目めな奴やつだな」

　苦笑してベッドに横たわる。枕まくらに頭をうずめると丁度ライノの背せ中なかが見えた。細い腰こしをひねり頰ほお杖づえを突ついている。じっと静止したまま身じろぎ一つしない。非ひ現げん実じつ的てきな髪の色もあいまり何かショーウィンドウのマネキンでも眺ながめているようだった。

　一分、二分と静せい寂じやくが流れていく。

「ん？　何」

　視し線せんに気づいたのかライノが振ふり向いた。細い首を傾かたむけ。

「眠ねむれないの」

「いや、ああ」

　顔を逸そらす。

「何を見てるんだろうと思って。外真っ暗だし、眺めてても分からないだろう」

「ん」

　彼女は正面に向き直った。

「別に何かを見てるわけじゃないよ。ただあたし、夜の闇やみって好きなんだよね。なんか全部、人も町も自分も溶とけていきそうで」

「溶ける」

「輪りん郭かくがなくなって、境さかい目めがなくなって、みんな内も外も混まざり合っていく。細かいこととかどうでもよくなっちゃう感じ。ない？　そういうこと」

「どうかな、俺は普ふ通つうに暗いところは苦手だけど」

「人間はそうだよね。闇が怖こわくて暗がりが恐おそろしくて、ただひたすら世界を光で埋うめ尽つくしてきた。火も油も電気も、とにかく夜をなくすために産うみ出した感じ。何がそんなに嫌いやなのかなぁ。こんなに静かで穏おだやかなのに」

「言いたいことは分からないでもないけど、ジェット戦せん闘とう機きの言葉じゃないよな」

「ははっ、確かに」

　肩かたを揺ゆらしこめかみを触さわる。

　しばらく押おし黙だまって。

「あたしね、まだ産まれたばかりの頃ころに一度、キャンプに連れていってもらったんだ。ウィリーの引いん率そつでね、コロラドの山やま奥おく、ロッキーの公園に。テントを作ってバーベキュー食べて、まぁ色々新しん鮮せんな体験をさせてもらったんだけど、あたしが一番覚えてるのはね、そこの夜空」

「夜空？」

「丘の上で寝ね転ころがって空を見たんだ。満点の星空が自分に降ふりかかってくるみたいで、宇う宙ちゆうの真ん中に身体からだが浮うかんでいる感じ。なんていうのかなー、あれ。一体感というか没ぼつ入にゆう感かんというか。自分は世界の一部で決して独どく立りつしてるわけじゃない、個体個体じゃ生きていけないって感じで」

「……」

　何か妙みような話になっている気がした。人は一人では生きていけない、そういうことか？　いや少し違ちがう。なんだろう、人も町もアニマも世界の一部、当たり前のことではあるが。

　思考が緩かん慢まんになっている。ようやく睡すい魔まが仕事を始めたようだ。小さく欠伸あくびしてタオルケットを引き上げる。

「悪い、俺そろそろ眠ねむくなってきた」

「ああ、こっちこそごめん。話しすぎたね。おやすみ」

　おやすみライノと答え目を閉とじる。思った以上に疲つかれていたらしい。視し界かいに黒いベールがかかり意識が断たち切られた。
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　翌よく朝あさ目を覚ますとライノはもういなかった。

　あれ？　見み張はりは？

　時刻は午前六時、うっすらと白しらんだ陽光が窓から差している。一面の霧きりが空港を覆おおっていた。今日もはっきりしない天気になりそうだ。

　サイドテーブルにメモが残されている。寝ねぼけ眼まなこをこすり取り上げる。

『先に燃料探さがしてきます。何かあったら呼よびに行くんでゆっくりしてて　ライノ』

「あいつ」

　夜通し番をしていたのか。三時間交代って言ったのに、ったく。

「おい、グリペン起きろ。寝すぎだぞ」

　細い肩かたを揺ゆする。「ん、ううん」とぼんやりした声が返ってきた。

「もう朝ご飯？」

「何言ってるんだ。今日こそ艦かん隊たいに戻るぞ。しっかりしてくれ」

　もぞもぞと起き上がる彼女を尻しり目めに洗せん面めん台だいへ向かう。冷たい水で眠気を払はらい、さて。

「俺はもう一度探たん索さくに出かけるけど、おまえはどうする？　調子悪いなら部屋にいてもいいけど」

「ううん、行く」

　ぺたぺたとスリッパの音を響ひびかせクロークに歩いていく。かけてあったジャケットを取り出し上から羽は織おった。準じゆん備び完かん了りようとばかりに振ふり向くがどうにも気け怠だるげな様子だ。

「無理しなくていいぞ」

「無理はしてない。多分」

　多分って。

　大だい丈じよう夫ぶか本当に。

「また変な夢見たのか？」

「見てない、と思うけど」

　眉まゆ根ねを寄よせて。

「何かふわふわした感じ。ここのところずっとそうだけど、空港に来てから特に」

「戦せん闘とうのダメージが予想以上にひどかったとか？」

「かもしれない。ただ自じ己こ診しん断だんプログラムだと異い常じようなし」

「よく分からないな」

「うん、変」

　早く八や代しろ通どおりさんに見てもらいたいところだ。そのためにもまず機体を飛べるようにしなければ。

「じゃあ行こう」

　扉とびらに傘かさ立たてを挟はさみ閉しまりきらないようにする。不用心だがオートロックで閉め出されるよりマシだ。

　部屋に据すえつけられていた空港のパンフレットを広げる。今いる場所は空港中央部のホテルだから。

「まずは北側からもう一度回ってみるか。昨日見ていないところを中心に、生きてる人を探さがす方ほう針しんで」

　グリペンはこくりとうなずきあとに続いた。

　しばらく無言のまま歩き続ける。たまに店てん舗ぽや事務所を見かけのぞきこんでみたが、どこも小こ綺ぎ麗れいに片かたづけられていた。あたかも見えない清せい掃そう係がかりが巡じゆん回かいしているようだ。ゴミ箱にも紙くず一つ入っていない。

　すっと指をカウンターに滑すべらせてみた。埃ほこりは……ない。

　さすがにおかしいと思った。たとえここが避ひ難なん先に使われていても全体を掃除する余よ裕ゆうなどないだろう。無意味だし他にもっとやることがあるはずだ。外と連れん絡らくを取ったり脱だつ出しゆつの手しゆ段だんを探さぐったり。

「慧けい」

　グリペンが窓まどの外を眺ながめている。滑かつ走そう路ろの向こうに煙けぶった大地が広がっていた。白いカーテンが視し界かいを幾いく重えにも覆おおっている。

「ここが慧の住んでた国？　帰りたかった場所？」

「……いや」

　なんだろう、素す直なおに肯こう定ていできない。確かに上海シヤンハイの空港ではあるが。

「ちょっと様子が違ちがいすぎるっていうか、本当はもっとごちゃごちゃしてやかましい場所なんだけど」

「人が多かったから？」

「ああ。ただ誰だれもいないならいないでもっと雑ざつ然ぜんとしてるはずなんだ。上海シヤンハイ脱だつ出しゆつの最後もひどかったしな。渋じゆう滞たいで動けなくなった車があちこちに乗り捨すてられてて、略りやく奪だつとかもあったし、怪け我が人にんが倒たおれてたりして」

　そう、混こん乱らんがあった。人がいたらいたで、いなくなるならいなくなるで様々な変化が起こるはずだ。なのにここはなんの揺ゆらぎもない。時が止まったように静せい謐ひつであり続けている。空気が漂ひよう白はくされている。

（漂白？）

　不意に出た単語に引っかかりを覚える。漂白された世界・風景。どこか覚えのあるイメージ。

　鈍にぶい頭ず痛つうを覚える。目の奥おくでパチパチと火花が散っている。

「慧けい？」

「なんでもない。ちょっと立ちくらみがしただけだ」

　かぶりを振ふりパンフレットに向き直る。北側の通路は一通り確かく認にんした。あとは南側をチェックしたいところだが。

「駅をまだ見てないな」

「駅？」

「地下鉄とマグレブの駅があるんだよ。上海に続いてる」

　丁度北側歩行道に乗りこみ口がある。南に向かうなら立ち寄っていきたかった。

　店舗の扉とびらを閉しめ通路に戻もどる。磁浮（Ｍａｇｌｅｖ）と書かれた改札を通つう過か、ホームに続く階かい段だんを降おりた。

　靴くつ音おとが反はん響きようする。予想していたことだが構内は無人だった。銀色の安あん全ぜん柵さくが駅の端はしまで続いている。相変わらず電でん光こう掲けい示じ板ばんだけが律りち儀ぎに動き続けていた。『回廠』『No Service』の文字が代わる代わる表示されている。

　周囲を見回しながらホーム先頭に向かう。駅は地上にあるため出口付近で外の風景が見えてくる。切り取られた世界にぼんやりと平野が浮うかんでいた。

　ここから十分も鉄道に乗れば上海市街、その向こうには自分達の町、常じよう熟じゆくがある。本当にすぐ近くだ。あと少し、あとちょっとの距きよ離りまで戻ってきた。なのになんだろう。どうにも違い和わ感かんがある。

　霧きりに向かい手を伸のばしてみた。ひやりと冷たい空気が掌てのひらに収まる。何もつかめない。実態が感じ取れない。

　目の前のレールを歩いていけば見み慣なれた景色にたどりつけるのだろうか。騒そう々ぞうしくて猥わい雑ざつで、でもエネルギーに満ちあふれたあの町まち並なみに。

「戻もどるか」

　今の目的は生せい存ぞん者しや・補ほ給きゆう物ぶつ資しの探たん索さくだ。いつまでも外に思いを巡めぐらしてはいられない。踵きびすを返し歩き出す。だが気づくとグリペンがついてきていなかった。面おもてを伏ふせたたずんでいる。

「ん、どうした」

　何かまだ気になるものでもあるのか。

「……ごめん慧けい」

　蚊かの鳴くような声。直後、細い身体からだが崩くずれ落ちた。

「限げん……界かい」

　!?

　慌あわてて肩かたを支える。くたりと上半身がしなだれかかってきた。長い髪が頰ほおをなでる。仰ぎよう天てんし固まっていると耳元で小さな寝ね息いきが響ひびいた。

「ま、また寝たのか!?　さっき起きたばかりだろう！」

　返事はない。本当に眠ねむってしまったようだ。

（参ったな）

　まさか放置していくわけにもいかない。かといって彼女を支えたままでは探たん索さくも続けられなかった。

　くそっ、こんなことなら部屋に置いてくるべきだった。もともと調子悪そうだったし、気にせず連れ歩いた自分のミスだ。
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　体たい勢せいを変え背せ中なかにのせる。一度ホテルに戻もどろう。ベッドに寝ねかせ、それからまた出かけようと思った瞬しゆん間かん。

　シャリっと砂すなを踏ふむような音がした。

　足音？　背後からだ。

　誰だれかいるのか。

　視し線せんを走らせる。天てん井じようから壁かべ、床ゆか、柱の陰かげへ。だが異い変へんはない。無人のホームは先程までと同様、沈ちん黙もくに包まれている。

　気のせいか。

　神しん経けいが過か敏びんになっている。過度の沈ちん黙もくは人の心を痛いためつけるらしい。自分の呼こ吸きゆうや心音までがうるさく思えてくる。

　刹せつ那な。

　景色が揺ゆらいだ。

　ぐわりと水中のごとく視界が波打つ。壁や床が複雑に歪ゆがみ混ざり合った。色素が膨ぼう張ちようする。極ごく彩さい色しきの渦うず巻まきが世界を埋うめ尽つくした。平へい衡こう感かん覚かくが失われる。重力の方向がねじれ地面が脈打った。回る、回る、回る。

「なっ」

　瞬まばたきするともう異い状じようは収おさまっていた。もとのホームだ。清せい潔けつ感かんのある無機質な空間。

（なんなんだよ）

　俺も疲つかれているのか？　緊きん張ちようのあまり目め眩まいに襲おそわれたとか。

　合理的な分ぶん析せきは、だが湧わき上がる不安を抑おさえてくれない。首くび筋すじがちりちりした。視線を感じる。柱の陰から、天井の隙すき間まから、線路の向こう側から。

「誰かいるのか」

　振ふり向きながらつぶやく。

「誰かいるのか！」

　返事はなかった。シャリっとまた砂の音がしたように思えた。荒あらい息を吐はきあとじさる。グリペンを背せ負おい直し、歩を速めた。階かい段だんを上り改札を抜ぬけ空港の連れん絡らく通つう路ろに戻もどる。ホテルの入り口からエレベーターで客室フロアへ、４０５号室に駆かけこんだ。

　はぁ、はぁ。

　音は……しない。視線の気配も消えていた。

　グリペンをベッドに横たえ、傍かたわらに腰こしかける。額ひたいに汗あせが滲にじんでいた。鼓こ動どうが早い。激はげしい混こん乱らんが身体を満たしている。なんだ、一体自分は何を見たんだ。いや、何も見ていないのか？　よく分からない。己の五感が信用できなかった。

　人がいたのだろうか。避ひ難なん民みんが隠かくれて侵しん入にゆう者しやの様子をうかがっていた？　だったら逃にげる必要はなかったのかもしれない。もう少し待ってコミュニケーションを取るべきだったのかも。ただあの時の感覚は普ふ通つうではなかった。ぼやぼやしていたら何もかも手て遅おくれになりそうな気分。具体的に何がというのではない。ただ無む闇やみに恐おそろしかった。

　落ち着け、落ち着け、落ち着け。

　深しん呼こ吸きゆうを二回、三回。気持ちを鎮しずめる。

　冷静になれ。こんな状況でパニックに陥おちいったら自じ滅めつするだけだぞ。実際あったこととそうでないことを区別するんだ。視線？　感じただけで誰かを見たわけじゃないだろう。波打つ風景は立ちくらみのせい。足音は……いやあれが足音だとなぜ分かる？　砂を踏ふんだ音のように感じたが駅舎に砂場など存そん在ざいするはずもない。別のものを聞き間ま違ちがえたのでは。たとえば機械の稼か働どう音おん。風になびく掲けい示じ物ぶつ、スピーカーからのノイズ。

　ぺたりと何かが腰こしに当たった。グリペンが手を伸のばしている。首を傾かたむけ無む防ぼう備びに眠ねむりこけていた。一息つき小さな頭を枕まくらにのせてやる。

　しっかりしないと。

　今のこいつを守れるのは自分だけだ。空では無敵の彼女も陸では脆ぜい弱じやく極まりない。ほんのささいな脅きよう威いで命を落とす、産うまれたばかりの雛ひなのような存在だ。

　シーツをかけてやりベッドから離れる。

　探たん索さくはあとにしよう。彼女を残していけない。とりあえず顔を洗あらい意識をはっきりさせるか。さっきみたいな幻げん覚かくに襲おそわれないよう、幻げん聴ちようを聞かないようにするために。

　シャリッ。

　全身の毛が逆さか立だった。

　聞こえた。確たしかに聞こえた。幻まぼろしではない。どこから？　寝しん室しつ、バスルーム、いや外か。廊ろう下かの方。

　シャリッ。

　ドアの向こうに何かいる。一つではない、複ふく数すうだ。音が反はん響きようし重なり合っている。

（くそっ）

　ベッドサイドのスタンドランプをつかむ。コンセントを引き抜ぬき槍やりのごとく構えた。怯おびえていても仕方ない。正体を見極めてやる。人か、あるいはそれ以外のものか。

　戸口に向かって一歩、また一歩。全身の神経を研ぎ澄すませにじり寄っていく。扉とびらの下から廊下の明かりが漏もれ入っていた。ゆっくりとノブをつかむ。一いつ拍ぱくおき力ちから一いつ杯ぱい手前に引いた。スタンドランプを突つき出すようにして廊下に出る。

　……。

　何もない。無人の空間に空調の音が響ひびいていた。異い音おんは……消えている。視し線せんを巡めぐらせるも怪しいものは見当たらなかった。

（噓うそだろ）

　確かに聞こえたのだ。先程と違ちがい何度も何度も繰くり返し。勘かん違ちがいではありえない。絶対何かいた。ドアのすぐそばで蠢うごめいていたのだ。

　まさか俺、本当におかしくなっているのか。

　ありもしない脅きよう威いに怯おびえている。妄もう想そうの中でもがき続けている。

　噓だ、と思うが否ひ定ていしきれない。何より目の前の光景が如によ実じつに焦しよう燥そうを裏うら切ぎっていた。敵などいない。異い状じようなど何一つ存そん在ざいしない。

　額ひたいを押おさえる。頭が痛いたい。瞑めい目もくして深しん呼こ吸きゆうした瞬しゆん間かん。

　背はい後ごに気配を感じた。

「っ!?」

　振ふり向いた先にサファイアブルーの瞳ひとみがあった。軍服姿の少女だ。やや驚おどろいた様子で固まっている。

「ら、ライノ？」

「どうしたのさ、怖こわい顔して。変な武器まで持って」

「武器？」

　言われてスタンドランプを持ったままなのに気づく。シェードの先せん端たんが少女を睨ねめつけている。

「わ、悪い」

　慌あわてて脇わきに除よけた。気き恥はずかしさがこみ上げてくる。一体どう見えたのだろう。何もない空間で照明器具を持ちうろたえている子供。

「ちょっと変な音がしたからさ。心配になって」

「変な音？」

「砂すなの鳴るような。何か見なかったか？」

　さぁと首を傾かしげられる。

「今戻もどってきたところだけど特に妙みようなものはなかったな。あまり気にして歩いてなかったってのもあるけど。砂の鳴る音？」

「いや、いい。いいんだ」

　幻げん聴ちようだとすればこだわっても仕方ない。むしろ一いつ刻こくも早く忘わすれ去りたかった。

「それよりおまえどこ行ってたんだよ。朝からずっと出ずっぱりだったのか」

「うん、色々巡めぐってみてね。成果はあったよ。燃料も見つけた」

「本当か!?」

「給油車とあと簡かん単たんな修理部材もあって、整備を手伝ってほしいんだけど……グリペンは？」

「あいつは」

　視し線せんを送る。客室は先程と同様静まりかえっている。物音一つしない。

「調子が悪いみたいで寝ねかせてる。さっき休んだばかりだから今は起こさない方がいいかも」

「じゃあ君だけでいいよ。作業自体は大したことないから」

「どこまで行くんだ？」

「例のハンガー。給油車はあたしが運転して横づけしてあるから」

　ん……。

　グリペンを置いていくのか。

　いや一連のことを気の迷いと断じるなら心配は無用だろうが、できれば彼女が意識を取り戻もどすまで待ちたかった。だが燃料が見つかった以上、一いつ刻こくも早くこの場を離はなれたい。陽が落ちればまた飛ぶのが難むずかしくなる。

「ん？　どうしたの」

「いや」

　迷っていても仕方ないか。

「書き置き残していっていいか？　起きた時誰だれもいなかったら不安になるだろうし」

「ああ」とライノは笑った。

「優やさしいねぇ、君のパートナーは幸せ者だ」

「茶化すなよ」

　ぶっきらぼうに言って部屋に戻る。執しつ務む机づくえのメモを取り上げ状じよう況きようをしたためた。空調の風で飛ばないようペーパーウエイトで押おさえる。よし、よし準じゆん備び完かん了りよう。

　ドアから出てストッパー代わりの傘かさ立たてを外した。

「キーはあるよな？」

「もち」

　指の間にカードキーが挟はさまれている。ドアノブから手を離はなした。オートロックの施せ錠じよう音おんが響ひびく。

「じゃ行くか」

「ほーい」

　相変わらず緊きん張ちよう感かんのない声が返ってきた。




　ライノの言葉通り、もといたハンガーの手前に白い給油車が横づけされていた。車体後部のリールにホースが巻まかれている。彼女はエンジンをかけるとアース線ごとホースを引き出した。肩かた越ごしに振ふり返りながら。

「一いつ緒しよに引っ張って。結構重いから気をつけて」

「お、おう」

　言われるまま黒い皮ひ膜まくをつかむ。太い、まるで大だい蛇じやのようだ。慎しん重ちようにたぐりよせライノの手元に送る。彼女は慣れた手つきでノズルをドーターの下に運んでいった。機首右手の給油口に取りつけロックする。まずはＦ／Ａ─18から。

「ポンプ動かすよー」

　小走りに戻もどってバルブをつかむ。計器を見ながら開放、途と端たんパイプが命を吹ふきこまれたように脈動し始める。

　オイルの流れる音が響ひびく。安全のために距きよ離りを取って、ようやく周囲を見み渡わたす余よ裕ゆうができた。ドーター二機の周りに工具箱がいくつも置かれている。メンテナンスハッチが開きケーブルが何本も差しこまれていた。長なが机づくえに置かれているのはモニタ用の端たん末まつか。想像以上に本格的な整備だ。

「なぁライノ」

「ん？」

「昨日結構俺達あちこち探さがしたよな。こんな道具とか燃料とか見当たらなかったけど、どこにあったんだ？」

「んー、どこ、どこね」

　華きや奢しやな首が傾かしぐ。にぃと口元が歪ゆがんだ。

「ま、なんとでもなっちゃうんだよ、そーいうのは。意識さえすれば」

「は？」

「求めよ、さらば与あたえられん。イエス様も言ったよね、あれは真理だよ。大事なのは何かを強く欲ほつする心ってわけさ。時間や場所は関係ない」

「なんだよそれ」

　からかわれてるのか、と思い笑うも返事はない。どくどくと油の送られる音だけが響いている。ややあってポンプが止まった。「ＯＫ」と片かた手てが挙あがる。

「次、君達の機体行こう。鳴なる谷たに慧けい、ドーターに給油したことは？」

「一度だけ」

　以前フナさんの整備に付き合いやり方を教えてもらった。確か右カナードの下に給油口があったはず。

「じゃああたしポンプ操そう作さするから。ノズルの差し替かえはお願い」

「了りよう解かい」

　Ｆ／Ａ─18に歩み寄りホースを取り外す。絡からまらないよう注意しながら右手の軽けい戦せん闘とう機きに運んでいった。右う翼よく前方の給油口を開放、ノズルを突つっこみゴーサインを出す。ほどなく燃料が供給されてきた。

　視し線せんをもたげる。Ｆ／Ａ─18は淡あわい陽光に照らされていた。アルミの外がい装そうが鈍にぶく輝かがやいている。なんだろう、妙みように真新しい。激げき戦せんをくぐり抜ぬけてきたとは思えない綺き麗れいさだ。そういえば着陸時は弾だん痕こんもあったように思うが見当たらない。修理したのか？　交こう換かんパーツもない状態で、一体どうやって。

「ここは本当に落ち着くよねぇ」

　ライノの言葉に質問のタイミングを失う。彼女は半眼の目を緩ゆるめ空を見つめていた。

「静かで清潔でなんの不ふ純じゆん物ぶつもない。人間の世界ってなんであんなにうるさいんだろうね。誰だれも彼もひっきりなしに動いて音を出して、何をそんなに慌あわててるんだろうって感じ。疲つかれないのかな」

「まるで人なんかいない方がいいって言い草だな」

　冗じよう談だんめかした発言にライノは薄うすく笑っただけだった。

　不安が過よぎる。おい、おいまさか本気で喋しやべってるんじゃないだろうな。

「おまえだって歓かん迎げいパーティーの時、楽しんでたじゃないか。飲んで騒さわいで、こんな時間がずっと続けばいいって言ってただろ。あれは噓うそだったのか？」

「本音だよ。ただあたしは別にみんなで集まれたから嬉うれしかったんじゃない。他のアニマと知り合えたから喜んでたんだ。彼女達は分かりやすいからね。シンプルに戦闘という目的を持っている。勝利こそ全て、飛ぶことこそ悦よろこび」

「……」

「そういう意味ではザイも裏うら表おもてがないよね。単純に、愚ぐ直ちよくに人類を滅ほろぼそうとしている。ある意味あたし達にとっては歩み寄りやすい存そん在ざいかも。根本的な目的の違ちがいさえなくなれば」

「目的」

「人間を守るか、それとも滅ぼすか」

　どくりと心しん臓ぞうが跳はねた。

　脳のう内ないでアラートが鳴り響ひびく。漠ばくとした不安が明めい瞭りような違い和わ感かんに取って代わった。給油はまだ終わらない。ノズルに手を触ふれ声を低くする。

「あいつらは、ザイは別に人間を滅ぼすつもりじゃないみたいだぜ」

　一いつ瞬しゆんなぜそんなことを言ったのか分からなかった。ザイの行動原理など知るわけもない。分かるはずがない。だが不思議と断だん言げんできた。記き憶おくの中に自分が接せつしたはずのない情報がある。

　ライノは目をぱちくりさせた。数秒沈ちん黙もくした後、口元を歪ゆがめる。

「へぇ」

　笑みが大きくなった。

「君は面おも白しろいな、まるで人間じゃないみたい」

　ホースの脈動が止まる。ライノが両手を広げた。ブーツに包まれた足を一歩踏ふみ出す。

「なぜ他の人達と違うのかな。グリペンの影えい響きよう？　生まれながらの体質？　それとももっと別の理由？」

「さぁな、ごくごく普ふ通つうの人間のつもりだけど」

　喋りながら一歩あとじさる。目線を受け止めたままドーターの機首沿ぞいに動いていく。

「なんで逃にげるのさ。ね、前にも話したけどここで暮くらさない？　君とグリペン、あたしの三人で、毎日静かに楽しく生きてくの」

「作戦はどうするんだよ」

「そんなのもうとっくに終わってるよ。米軍も自衛隊もあたし達が撃げき墜ついされたと思ってるはず。だから自由にしていいんだよ。誰だれに縛しばられる必要もない」

　足音が近づいてくる。どくり、どくりと鼓こ動どうが早くなった。

「おまえ、本当にライノか」

「本当？　本当って何かな。あたしは何者？　ザイの残ざん骸がい？　ボーイング社製の戦せん闘とう攻こう撃げき機き？　それともウィリーの作ったプログラム？」

　彼女は空を仰あおいだ。

「今あたし、すっごく気分がいいんだ。割わり切っちゃえば楽になるよ。君も、それにグリペンも」

　グリペン。

　冷水を浴びせられた気分になる。そうだ、彼女は今どうなっているのか。空港に来て以来あからさまに調子が悪そうだった。仮にあれが何かの影えい響きようを受けているせいだとしたら？　ライノのような変化を迫せまられているためだとしたら。

　不ふ審しんな物音。

　歪ゆがむ風景。

　まとわりつくような視し線せん。

　そう、自分も感じたではないか。正気を侵おかされる感覚、よって立つ世界が崩くずれていくような気持ち。

（まずい）

　気づけば身を翻ひるがえしていた。一いつ刻こくも早く客室に戻もどらなければ。あいつを一人にしておけない。異い常じようの只ただ中なかに放置しておけない。だが。

　硬かたい鉄の音が響ひびいた。

「行っちゃだめ」

　ライノが銃じゆうを構えていた。黒々とした銃口がこちらを睨ねめつけている。

「大人しくしててよ。今大事なところなんだから」

「おまえ」

　最初から自分達を引き離はなすつもりだったのか。

　歯がみするもあとの祭りだ。だが引き留めようとしている以上、まだ手て遅おくれではないのだろう。射しや線せんから身体の軸じくを逸そらす。考えろ、考えろ、どうしたらいい。

　給油車を顎あごでしゃくってみせる。

「こんなところで銃を使ったら引火しかねないぜ。ドーターごと自殺するつもりか？」

「だから撃うたせないでよ。君が動かなきゃすむ話なんだから」

「俺は戻る」

「聞き分けのない人だなぁ。ひょっとしてただの脅おどしだと思ってる？　だとしたら大おお間ま違ちがいだよ。あたしは死ぬことなんか全然怖こわくないんだから」

　また一歩近づく。彼女の銃じゆうの腕うでは分からないが、もう目をつぶっていても当たる距きよ離りだ。背せ中なかはドーターに押おしつけられている。逃にげ場はない。絶体絶命の状じよう況きよう。

　……。

　肩かたの力を抜ぬく。

「うん、賢けん明めいだね」

　観念したと思われたのだろう。一いつ瞬しゆん彼女が気を緩ゆるめた隙すきに行動する。給油ホースをつかむ。ノズルを外し力ちから一いつ杯ぱい投げつけた。

　!?

　舞まい散る燃料が陽光に煌きらめいた。さすがの彼女も銃じゆう撃げきを躊ちゆう躇ちよする。片かた手てでホースを払はらい唸うなるような声を上げた。その頃ころにはもう自分は走り出している。脇わき目めも振ふらず一直線にターミナルを目指した。

「鳴なる谷たに慧けい！」

　強い口く調ちようで呼よび止められるも黙もく殺さつ。全速力でエプロンを駆かけ抜ぬけ搬はん入にゆう口ぐちに飛びこむ。エスカレーターを駆け上り連れん絡らく通つう路ろへ、瞬しゆん間かんあの音が響ひびいた。

　シャリッ。

　シャリッ、シャリッ、シャリッ。

　なんだ。

　視し線せんを巡めぐらしぞっとした。

　壁かべが、天てん井じようが凍こおっていく。氷？　違ちがう、ガラスだ。煌めく多面体が方々に露ろ出しゆつしている。見覚えのある輝かがやき。これは、この光は。

（ザイ）

「噓うそだろう」

　自分達は一体何の中で過すごしていたのだ。巨きよ大だいな鯨くじらに飲みこまれ暢のん気きに消化を待っていた気分。正気と理性をどろどろに溶とかされ、やがてはライノのごとく別物になる。

　連絡通路の中央にたどりついた。エレベーターのボタンを押おそうとして舌した打うちする。金きん属ぞく製せいのパネルがガラスに変質していた。ごつごつと歪ゆがみ、突とつ出しゆつし、拗ねじくれている。だめだ、操そう作さできない。

　背せ中なかに殺気を感じる。振り向いた瞬しゆん間かん、激はげしい閃せん光こうが網もう膜まくを焼いた。轟ごう音おんと激げき痛つう。頰ほおが火ひ箸ばしを当てられたように熱くなる。撃うたれた。反はん射しや的に身を屈かがめ走り出す。植えこみの陰かげに隠かくれ顔を押おさえた。ねっとりと生温かいものが掌てのひらを伝う。

「逃げないでよぅ」

　ひどく愉たのしげな声。

「おかしなところに当たったら苦しいだけだよ。ねぇ話し合お？　あたし達、きっと分かり合えるよ。じっくり時間をかければ必ずさ」

　視し線せんを走らせる。エレベーターは使えない。どうやって客室フロアに行く？　別のエレベーター、エスカレーター。見当たらない。他のルートは。

『安全出口』

　右手の壁かべに緑字のプレートを認みとめる。ＥＸＩＴ、非常口。

　はぁ、はぁ、はぁ。

　覚かく悟ごを決め物もの陰かげから飛び出した。銃じゆう弾だんがすぐ後ろの床ゆかをえぐる。続けて柱の表面が爆はぜた。死に神が至し近きんを駆かけ抜ぬけていく気分。恐きよう怖ふでもつれそうになる足を必死で動かし目的の扉とびらにたどりつく。体当たり気味に肩かたから飛びこみ押おし開けた。ほの暗い空間の奥おくに見えたのは。

　非常階かい段だん。

（あった）

　どっと汗あせが噴ふき出してくる。外への出口だけならどうしようかと思った。だが一息ついている間はない。扉を閉しめ階段を駆け上る。踊おどり場を曲がった瞬間、下か層そう階かいの非常口が開いた。笑い声と靴くつ音おとが追いかけてくる。

「待ってよー」

　二階、三階、四階。

　防ぼう火か扉とびらのレバーを引き客室廊ろう下かに戻もどった。だがここにもまたガラスの煌きらめきが現あらわれている。ゆらゆらとあやしく揺ゆらぐ影かげ。悪い夢でも見ているようだ。柱の輪りん郭かくが歪ゆがみ遠近が狂くるっている。

　４１０、４０９、４０８──

　４０５。

　自分達のベースキャンプ。

　ドアノブをつかみ手前に引く。ガンッ、もう一度手前に。ガンッ。施せ錠じようされている。オートロックが活いきている。

　畜ちく生しよう。

　力ちから一いつ杯ぱいゆさぶるもドアは動かない。何か、何かないか。ハンマーとか斧おのとか、扉を破やぶれるようなものが。

（そんな都合のよいもの）

　歯がみしかけて廊下に長なが柄えの物体を認みとめる。スタンドランプだ。ライノに呼よび出される前、武ぶ器きとして持ち出したもの。金属製の支柱が鈍にぶく輝かがやいている。

（だめ元で）

　深しん呼こ吸きゆうを一回、腰こしだめに構かまえ気合いを漲みなぎらせる。ドアに向けて突とつ撃げき、ガーンと凄すさまじい衝しよう撃げきが伝わってきた。扉の表面にひび割われが生じる。ガラスが割れたような細かい疵きず。

　もう一度吶とつ喊かん。ひびが大きくなった。構造材が剝はがれ無む色しよく透とう明めいの結晶が現あらわれる。削けずれた破は片へんがばらばらと床ゆかに落ちていった。更さらに一撃、二撃。

　壁かべが崩くずれた。歪ゆがんだ廊ろう下かにぽっかりと穴あなが空く。淡あわい陽光が目を刺さした。

「グリペン！」

　スタンドランプを投げ捨すて部屋に入る。桃もも色いろ髪がみの少女はベッドに横たわっていた。周囲を樹じゆ氷ひようのようなガラス片へんが取り囲んでいる。天てん井じようや家具が原型を失いしなだれかかっていた。屈くつ折せつした光が白い頰ほおを七色に染そめている。

「グリペン」

　もう一度名前を呼よばわり駆かけ寄る。ガラスの枝えだを搔かき分け彼女を抱だき起こした。破片が手や顔を切り裂さくが構っていられない。したたる血がシーツを赤く染めた。

「起きろ、しっかりしろ」

「……」

　長い睫まつ毛げが震ふるえる。灰はい色いろの瞳ひとみが虚うつろに見返してきた。

「俺だ、分かるか」

「慧けい？」

　瞬まばたきを一回、目の焦しよう点てんが戻もどってくる。

「どうしたの、怪け我がしてる」

「話はあとだ。脱だつ出しゆつするぞ。ここは危き険けんだ」

　まだ朦もう朧ろうとした彼女をベッドから下ろす。片かた手てをつかみ部屋から出た。上がってきたのと反対の避ひ難なん経けい路ろを目指す。ライノはまだ追いついてきていない。無人の廊下は見ている間にもガラスの柱に埋うめ尽つくされていった。グリペンが走りながら瞬きする。

「ザイ？」

「見るな。とにかく走れ」

　廊下の端はしから階かい段だん室しつに飛びこみ駆け下りる。一階非常口から駐ちゆう機き場じように出た。地面が揺ゆれている。管かん制せい塔とうが崩くずれ給油タンクがアスファルトに沈しずんでいった。誘ゆう導どう路ろのそこかしこから結けつ晶しようが突つき出す。背はい後ごの旅客ターミナルも氷結したように色しき彩さいと形状を変えていった。

　ハンガーの前にデルタ翼よくの軽けい戦せん闘とう機きが見える。ＪＡＳ39Ｄのドーター。まだ無事だ。滑かつ走そう路ろへの道みち筋すじも辛かろうじて確かく保ほされている。

　コクピットに駆けこみバッテリー起動、グリペンがダイレクトリンクを確立する。途と端たんエンジンが息を吹ふき返し外がい装そうが真しん紅くの輝かがやきに覆おおわれていった。機体ステータスチェック、飛行に関わる問題はない。燃料も補ほ充じゆうされている。

「いけるか」

「うん」

　スロットルを開く。工具やケーブルを蹴け散ちらしながらエプロンに移動、滑走路に進入した。進路クリア。スピードを上げ操そう縦じゆう桿かんを手前に引く。機首が持ち上がり吊つられるようにランディングギアが地上から離はなれた。

「慧けい、空港が」

　呻うめき声に振ふり返る。背はい後ごに見えたのはもはや飛行場ではなかった。建物や設備が崩くずれ無数のガラス細工と化している。滑かつ走そう路ろもマグレブのレールも同じだ。個々の破は片へんは翼つばさを生やし、正面に光の輪を煌きらめかせ、円えん錐すい状じようのシルエットになっていく。働き蜂ばちが巣の表面に密みつ集しゆうしているようだ。恐おそるべき数、大軍。

「はっ」

　乾かわいた笑いが漏もれる。

　なんということだ。つまり自分達はザイの巣にいたのか。空港なんてとっくになくなり、ただ外側のみ似せた箱庭の中で観察されていた？　なんのために。いや、ライノも言っていたではないか。アニマとザイの違ちがいなど大したものではない。話しあえばきっと分かり合えるはずだと。経けい緯いはよく分からないがザイはアニマ達の存そん在ざいを認にん識しきしたのだ。そしてアプローチしてきた。自分達のもとに還かえれ、敵対するな、人間など放っておけと。

　ライノは呆あつ気けなく陥かん落らくした。

　グリペンはどうなのだろう。よく確認せず連れてきたが彼女は本当に自分の知る彼女なのだろうか。もしもう、その精神や魂たましいが変質してしまっているとしたら。

　息を吞のみうかがいかけた瞬しゆん間かん。

「敵てつ機き離り陸りく！　ミサイル確かく認にん、多数！」

　ディスプレイが真っ赤な警けい告こくで埋うめ尽つくされる。反はん射しや的てきにチャフ展てん開かい、速度を上げ回かい避ひ機き動どうに移うつった。背はい後ごで爆ばく発はつがいくつも生じる。余よ計けいなことを考えている暇ひまはない。とにかくこの場を逃のがれなければ。

　戦術マップを確認、陸地から離れる方向に進路を取る。ＥＰＣＭの影えい響きようから脱だつすれば自衛隊・米軍と連れん絡らくを取れるはずだ。大だい丈じよう夫ぶ、速度は勝っている。逃走に徹てつすれば追いつかれることはないと思ったが。

　ビー。

　不ふ吉きつなビープ音が鳴り響ひびいた。

　後方から何かが接近してくる。レーダー警告、ザイ？　いや違ちがう。識別装置ＩＦＦは味方機と判断している。だが詳しよう細さい情じよう報ほうがない。ＩＤも機体種別も何も表示されない。

　黒い点が瞬またたく間に近づいてくる。陽光に大型の直線翼が煌めいた。丸みを帯びたストレーキと外開きの双そう垂すい直ちよく尾び翼よく。

「ライノ！」

　砲ほう撃げきが襲おそいかかってくる。山なりの弾だん道どうが一瞬前にいた空間を切り裂さいた。右バンクしたところを追い抜ぬかれる。遅おくれて空気の爆はぜる音が響いた。

「なんだ、あれ」

　精せい悍かんなシルエットは確たしかにライノ、Ｆ／Ａ─18Ｅのものだ。だが色しき彩さいがまったく変わっている。鮮あざやかなサファイアブルーの輝かがやきは失われ透とう明めいなガラスの塊かたまりと化していた。あたかもザイのように、ただ空の色だけを透過させている。

（吞のみこまれたのか、完全に）

　もはや彼女はドーターでもアニマでもない。新種のザイ、敵だ。

「慧けい、また来る」

　排はい気き炎えんを引きながら旋せん回かい、こちらの側面に回りこもうとする。速い、気づいた時にはもうロックオンアラートが鳴り響ひびいている。たまらずブレイク、急きゆう降こう下かして照準を外す。チャフ・フレアの残ざん弾だんはない。一度でもミサイルを撃うたれれば即そく、撃げき墜ついされかねなかった。

（やるしかないか）

　だがドッグファイトで勝てないことは明らかだ。アニマの機動に生身の身体からだがついていけるはずもない。

「グリペン、あいつを狙ねらい撃てるか」

　頼たのむべくは彼女の超ちよう照準・誘ゆう導どう能のう力りよくだけだ。なんとか追撃をかわしその間にミサイルを叩たたきこめれば、と思ったが。

「狙い撃つ？　ライノを？」

　そうか、彼女には経けい緯いが伝わっていないのだ。いきなり味方を撃てと言われて理解できるはずがない。

「あいつは」と息を吐はく。

「もうもとのライノじゃない。ザイに吞みこまれた」

「吞みこまれた？」

「何が起きたか、俺にもよく分からない。でも奴やつはアニマであることを辞やめたんだ。身も心もザイと同じ存そん在ざいになった。撃うたなきゃこっちがやられる。俺は空港で殺されそうになった。さっきも攻こう撃げきされただろう」

「でも」

　声に混こん乱らんが滲にじんでいた。

「あの子は撃ちたくないと言ってる」

「は？」

「一いつ緒しよに還かえろう、空港に戻もどろう、私達が戦う必要なんかないってそう言ってる」

「何を」

　視し界かいの端はしで何かが動いた。ディスプレイに大量の文字列が流れている。日本語でも英語でもない意味不明なセンテンス。

　ライノだ。彼女が語りかけている。文字だけか、あるいは別の手しゆ段だんも使ってかは分からないがグリペンに呼びかけている。

　うわごとのようなつぶやきが後席で上がった。

「不幸な行き違ちがい？　目的は同じ。ただ手しゆ段だんが異ことなるだけ？　言葉では伝わらない。実じつ際さいにその時が来ないと──」

「おい」

「強制力が必要……それは理解できる。今のシステムでは無理？　どのみち結果は同じ。タイムリミットが遅おくれるだけ？　だからアニマは無意味、全てはあるがままに。もとの状じよう態たいに戻もどすのが最さい善ぜん」

「おい、グリペン！」

　激はげしい焦しよう燥そうが突つき上げてくる。一体彼女達が何を話しているのか、どういう選せん択たくを強しいられているのか、まったく理解できない。だが絶対に嫌いやなことが一つだけあった。

　グリペンに変わってほしくない。

　この桃もも色いろ髪がみのどこか頼たよりない戦せん闘とう機き。感情表現が下へ手たで無愛想で、なのに食い意地が張ってて、拗すねると普ふ通つうに怒おこったりむくれたりして、どんな人間よりも人間らしい少女。それが見られなくなってしまうとしたら。ライノと同様、無機質なガラスの塊かたまりになってしまうとしたら。

　嫌だ。絶対に嫌だ。

「おい！」

　血を吐はくような叫さけびが漏もれた。

「おまえ、許ゆるさないぞ！　そもそも誰だれのせいで俺が空を飛ぶことになったと思ってるんだ。どこかのポンコツが『みんなの役に立ちたい』、『人間を守りたい』とか言うからだろう。だから意い識しき障しよう害がいの治ち療りようなんてわけの分からない話に付き合ってきたんだぞ。今いま更さら方ほう針しん転てん換かんとかありえない、認みとめないからな！」

　ディスプレイの文字が速さを増ます。こちらの意見に反はん駁ばくしているようだ。何を言っている、外野が口を挟はさむな、これは私達の問題だ。人間には関係ない。

　負けじと声を上げかけた瞬しゆん間かん、背はい後ごで息を吸すう気配がした。静かな声が響ひびく。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　グリペンは優やさしく、だが少し寂さびしそうに言った。

「ごめんライノ、私は行けない」

　はっとなり振ふり向く。少女は下がり眉まゆでどこか困こまった顔になっていた。

「私には私の守るべきものがある。切り捨すてられないものがある。だから無理、どれだけ目的が同じでもあなた達と一いつ緒しよには歩めない」

　ごめんねともう一度つぶやきコンソールを操そう作さする。断たち切られたように文字の表ひよう示じが止まった。もとの戦術マップ・レーダー画面が戻ってくる。

「いいのか」

　自分で制止しながら呆ぼう然ぜんとなる。事態の推すい移いに理解が追いついてこない。

「いい」と肯こう定ていの声。

「私はＪＡＳ39Ｄ─ＡＮＭ、それ以外の何者でもない。人間を守り人間とともに歩むのが存そん在ざい意義。他のことは考える余よ裕ゆうもない」

「それは……でもおまえ」

　ライノだって同じだろう。彼女も人を守るために産うみ出され戦場へと送り出された。なのに片かた方ほうは敵と同化し片方は己おのれを保っている。一体なぜ、どうして。

　こちらの疑ぎ問もんを感じ取ったのだろう。グリペンは「うん」とうなずいた。

「多分私は特別。他のアニマだったら耐たえられなかったかも。夢の中で私は何度も自分を見失いそうになった。〈彼ら〉の思いに混ざりかけて、記き憶おくや感情から切り離はなされて、ひょっとしたら一度は本当に消えかけていたのかもしれない」

「じゃあなんで」

「慧けいのことを思い出したから」

　予想外の回答。

「前にも話した通り、私は多分慧と飛ぶために生まれてきた。あなたを生き延のびさせこの世界の行く先を見せるのが私の使命。だからあなたを裏うら切ぎることはできない。どんな大義名分や目的もこの原則の前には無意味。〈彼ら〉がなんと言おうと関係ない」

「……」

「私は慧の──翼つばさだから」

（あぁ）

　くそっ、なんてことだ。

　羞しゆう恥ちがこみあげてくる。

　一番揺ゆらいでいたのは他でもない、自分じゃないか。こいつは最初から最後までぶれていない。ずっと俺に寄より添そおうとしている。なのに些さ細さいな変化でうろたえ、戸と惑まどい、疑ぎ念ねんに胸むねを焦こがしていた。みっともないことこの上ない。

「命令を、慧」

「ああ」

　深しん呼こ吸きゆうを一回、視し線せんを鋭するどくし。

「小こ松まつに還かえるぞグリペン。奴やつを倒たおして俺達の町に戻もどる、いいな」

「ＲＯＧＥＲ」

　操そう縦じゆう桿かんを握にぎりしめる。スピードを保ったまま右みぎ旋せん回かい、迫せまり来る黒点に機き関かん砲ほうを撃うちこむ。ライノは軽々と弾だん道どうをかわしこちらの下をくぐりぬけた。即そく座ざに宙ちゆう返がえり、背はい面めん飛ひ行こうのまま後ろを取ってくる。反はん射しや的てきに左バンクで回避した。天と地が逆転する。真っ逆さまに海へ降こう下か、稼かせいだ運動エネルギーを今度は前進につぎこんだ。だがライノはエンジンを全開にして追いすがってくる。燃料の心配がないせいだろう。こちらより機動が鋭するどい。

「ミサイル照準、できるか？」

「さすがにこの距きよ離りだと……厳きびしい。もう少し近づかないと」

　だが近づけば向こうも撃うってくる。背はい後ごを取られている以上、ミサイルの誘ゆう導どう距離はライノの方が短い。同タイミングで発はつ射しやしてもあちらが先に着ちやく弾だんする。なんとかもう少しよい位置を取れないか。後ろは無理にしても横よこ並ならび、上下のラインとか。

（いや）

　あいつはこっちの手の内を知っている。みすみす射しや程てい圏けん内ないに入る真ま似ねはするまい。ならどうする？　なんとか隙すきを作って接近する方法。敵の意表を突つく方ほう策さく。

「残弾はどれだけある」

「二発、あとは機関砲弾」

「よし、全部使うぞ。出し惜しみはしない。グリペン、俺がタイミングを図る。合図したらその通りに動いてくれ」

「う、うん」

　細かく説明している余よ裕ゆうはない。操そう縦じゆう桿かんをいっぱいに引き急きゆう上じよう昇しよう、雲間を抜ぬけ蒼そう空くうに躍おどり出る。ライノは……ついてきている。こちらの速度が落ちた分、彼ひ我がの間かん隔かくが縮ちぢまっていた。だがまだ互たがいにロックオン可能な距離ではない。敵は激はげしい排はい気き炎えんを引きながら上じよう昇しようしてくる。六時の方向、真後ろだ。ぴったりとくっついている。

「慧けい、捕ほ捉そくされる」

　……。

「慧！」

　大きく息を吸すった。

「ミサイル１をリリース！　照準はいらない。奴やつの前に落とせ！」

　!?

　激しい混こん乱らんが伝わってくる。だが躊ちゆう躇ちよはない。兵へい装そう投とう棄きの要領で左さ翼よくランチャーのミサイルがリリース。そのまま自由落下で背はい後ごの海へと落ちていった。真下にいるのは──追つい尾び中ちゆうのライノ。

　爆ばく発はつが生じた。もちろんロックオンしていないから敵を正確にとらえたわけではない。だが突とつ如じよ生じた炎ほのおと衝しよう撃げきはライノの機動にわずかな隙を生じさせた。最大にして最後のチャンス。中天でループを決め、斜ななめ四十五度の角度で敵と向き合う。ターゲットコンテナが真っ赤に染そまった。ロックオン。

「撃て！」

　二番ミサイルが発はつ射しや、白はく煙えんとともにライノを目指す。ガラス細工のＦ／Ａ─18は素早く回かい避ひしようとした。機体が拗ねじくれんばかりの急機動で射しや線せんから遠ざかろうとする。だがアニマコントロールのミサイルは直角に近い旋せん回かいで彼我の距きよ離りを詰つめた。更さらに加速し大型の直ちよく線せん翼よくと重なる。刹せつ那な、激しい閃せん光こうが中空に生じた。

「やった」

　黒ずんだ炎ほのおの塊かたまりが海に墜おちていく。細かな破は片へんが鱗りん粉ぷんのごとく煌きらめき霧む散さんしていった。

　身体からだの力が抜ぬける。心しん臓ぞうがばくばくと脈打っていた。

　ミサイルの残ざん弾だんゼロ。ギリギリだ。今ので墜とせなければもう打つ手がなかった。毎度毎度綱つな渡わたりもいいところだ。

　首くび筋すじの汗あせをぬぐっていると「ライノ」とグリペンがつぶやいた。長い睫まつ毛げを伏ふせ海うな原ばらを見つめている。

　ああ。

　我われに返る。

　そうだ、今俺達が墜としたのはザイじゃない。アニマだ。昨日までともに戦い助け合ってきた仲間。

　やらなければやられていた。分かってはいるがやりきれない。青髪の少女。決して悪い奴やつではなかった。頼たよりがいのある姉のごとき存そん在ざい。できれば一いつ緒しよに日本へ帰りたかったが。

（どうしようもなかった……よな）

　一体どこが分ぶん岐き点てんだったのか、どこかで彼女を救い出す術すべがあったのか。分からない。今となってはなんとも言えない。だが、いずれにせよ生き残った者は前に進まなければならなかった。小こ松まつに帰る。明華ミンホア達のもとに戻もどる。反省も後こう悔かいも全てはそれからだ。

　気持ちを切り替かえ那な覇はへの帰路を確かく認にんしかけた時だった。

　脅きよう威い警けい告こく。

　戦術マップに複ふく数すうの敵マーカーが現あらわれていた。五、六、七、まだ増ふえる。四時の方向から八機目、七時の方向から九機目。

　浦東プードン空港のザイだ。先さき程ほど振ふり切った敵機が間近に迫せまっていた。

「くそ」

　ライノとの戦せん闘とうで時間を使いすぎた。おそらく他方向からも敵機が来ているだろう。今度こそ取り囲み逃にがさないつもりだ。

　兵へい装そう画面に視し線せんを落とす。使用可能武装は機き関かん砲ほうのみ。それも大して残弾があるわけではない。一個飛行隊規き模ぼのザイを駆く逐ちくできるとは思えなかった。

「ここまで来て」

　だめなのか。あと少し、あと一歩で生きて帰れるというのに。

　レーダーアラートが鳴り響ひびく。敵の包ほう囲い網もうが徐じよ々じよに狭せばまっていった。逃げ場はない。あと数秒で敵のミサイルが殺さつ到とうするだろう。グリペンの歯ぎしりが聞こえる。重なり合う電子音に理性が流されかけた。視界が狭まり、息が苦しくなり、そして。

　爆ばく発はつ音おん。

　やられ……た？

　いや違ちがう。背はい後ごからだ。敵てき編へん隊たいにいくつもの火球が生じている。残った機体が慌あわてたように回かい避ひ機き動どうに入っていた。なんだ、一体何が。

『じゃじゃじゃーん！』

　頭上を山やま吹ぶき色いろの閃せん光こうが駆かけ抜ぬける。双そう垂すい直ちよく尾び翼よくの大おお型がた戦せん闘とう機きだ。続けてエメラルドグリーンの機体が蒼そう空くうを切り裂さく。見み慣なれた原色の煌きらめき、力強いエンジン音。

「イーグル、ファントム！」

『まったく、どこに行っていたんですか。探さがしましたよ』

　苛いら立だちを含んだ声。への字に歪ゆがんだ口元が目に浮うかぶ。

『三時間も反応を消して。とっくに燃料切れで墜つい落らくしてるかと思いましたよ。まさか元気に十倍以上の敵とドッグファイト中なんて、一体どんな魔ま法ほうを使ったんですか？　グライダーよろしく無動力滑かつ走そうでもしてたんですか』

「三時間？」

　不可解な単語に訊たずね返す。

「おい、今はいつだ。作戦からどれだけ時間がたったんだ」

『は？　何を言っているんですか』

「いいから教えてくれ。今日は何月何日だ」

『……八月十二日土曜日です。ブロウラーの暴走で作戦自体は中止となりましたが、まだ戦闘は続いていますよ。私達は一度那な覇はで補ほ給きゆうを受け戻もどってきたところです。あなた方を見失ってから丁度三時間後ですよ』

　大だい丈じよう夫ぶですか？　と問われる。すぐには反はん応のうできなかった。自分達は確かにあの空港で一ひと晩ばん過すごしたはずだ。あれは夢だったのか？　だとすればどこからどこまでが本当なのだ。機体の武ぶ装そうは現実に消しよう耗もうしライノはもういない。だいいち全てが幻まぼろしなら三時間分の燃料はどこで得たのか。この傷きずの痛いたみはなんなのか。

『ねぇ、ごちゃごちゃ喋しやべってないであいつらやっつけるよ。いいよね？』

　イーグルの声が割わりこむ。お預けを食らっている犬のようだ。ファントムが溜ため息いきをつく。

『目的は果たしたからこれ以上の戦闘は無意味。さっさと帰りますよ──と言いたいところですが』

　声音が静かな殺意をたたえた。

『仲間を痛めつけられ、黙だまっていられるほど私も物分かりがよくありませんので。少々暴れさせてもらうとしましょうか。味方撤てつ退たいのためには少しでも追っ手を減らしておきたいですし』

　ファントムのエンジンノズルが光を孕はらむ。陽かげ炎ろうとともに加速、混乱する敵集団に猛もう然ぜんと襲おそいかかった。続けてイーグルがミサイルを放つ。ガラス細工の翼つばさが一機、また一機と潰つぶされていった。

　爆ばく発はつに次ぐ爆発、炎えん上じように次ぐ炎上。山吹色と緑の煌きらめきが駆け抜ける度たび、空に紅ぐ蓮れんの花が咲さく。逃にげる相手にも一切容よう赦しやしない。アニマ二機は普ふ段だんの不仲が噓うそのように、見事な連係で追っ手の数を減らしていった。

「敵、撤てつ退たい開始」

　グリペンが声を上ずらせた。戦術マップから敵マーカーが遠ざかっていく。進路を阻はばむ障しよう害がいは今度こそなくなっていた。

（生き延のびた……のか）

　全身の力が抜ぬける。

　逃にげ切れた。あのガラス細工の檻おりから。時間と空間の混乱から。

「グリペン、ちょっと操そう縦じゆう代わってもらっていいか？」

「？　構わないけど」

「悪い、少し休む」

　ユー・ハブ、アイ・ハブのやりとりを経へてコントロールを預ける。今いま更さらながら疲ひ労ろうがこみ上げてきた。顔から腕うで、足に至いたるまで血まみれの状態。明華ミンホアに見つかったらなんと言われるだろう。今度こそ外に出してもらえないかもしれない。

　首を傾かたむけ背はい後ごの海を眺ながめる。水平線にもやがかかり陸の姿すがたは見えない。果たしてあの中に中国という存そん在ざいは本当に残っているのか。今の自分には何も分からなかった。
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　　　　　　　　　　＊




　思ったより重じゆう傷しようだったらしい。

　那な覇はに帰るなり高熱を出し自衛隊病院に担かつぎこまれた。出血と疲ひ労ろう、傷きず口ぐちの化か膿のう。医者には「よくこんな状態で飛行機を操そう縦じゆうできたね」と呆あきれられた。「一体何をしてたんだ」と訊きくから正直に「空中戦」と答えたところ問答無用で絶対安静を命じられた。人間あまりに素直すぎるのもよくないらしい。危あやうく外出はおろかトイレにも行かせてもらえないところだった。思春期の高校生に尿し瓶びんだのカテーテルだの刺し激げき的てきすぎる。

　作戦から三日が経過して、慧は病室で南国の海を眺ながめている。午前十時、換かん気きのため窓まどが開け放たれ乾かわいた風が吹ふきこんでいた。ベッドの上でひたすら休んでいるとさすがに体力も回復してくる。傷はまだ痛いたむが間もなく退院できるだろう。ただ小こ松まつに帰ったら帰ったで明華ミンホアへの説明に苦しみそうだが。何せ今の自分の姿すがたは痛々しい。できれば包帯が取れるまで猶ゆう予よをもらいたいところだ。そう、一週間か二週間か、諸もろ々もろ言い訳わけをひねり出す時間も含めて。

　とりとめのない考えを巡めぐらせていると軽いノックの音が響ひびいた。返事をする前に扉とびらが開く。

「元気そうだな。死にかけてると聞いていたんだが」

　八や代しろ通どおりだった。

　巨きよ体たいを揺らし室内に入ってくる。見み舞まいの花をぞんざいにサイドテーブルへ置くとスツールに腰こしかけた。

「ザイに切り刻きざまれて息も絶え絶えって話だったぞ」

「大分誇こ張ちようされてますね……」

　誰だれが言ったかはだいたい想像がつく。イーグルだろう。彼女とファントム、フナさんは一足先に小こ松まつへ帰っていた。どうせあることないこと織り交ぜ活かつ躍やくをアピールしたのだろう。瀕ひん死しの自分とグリペンを間かん一いつ髪ぱつ救い出したとか、追いすがるザイをなで切りにしたとか。

「あいにく悪運だけは強いみたいで。五体満足ですよ。あとに残る傷きずもないみたいです」

「そりゃ僥ぎよう倖こうだ。まさかザイと直接接せつ触しよくして生せい還かんする人間がいるとはな。研究データとして申し分ない。是ぜ非ひ解かい剖ぼうさせてくれ」

「人をモルモットみたいに言わないでください」

　不満を露あらわにするも話したいことは山ほどあった。空港で見聞きしたもの、ライノの変心、時間と空間の混こん乱らん、グリペンに対する〈彼ら〉のアプローチ。

　八や代しろ通どおりは黙だまってこちらの話を聞いていた。相づちも反はん論ろんもなくじっと耳を傾かたむけている。全て語り終えても彼は無言だった。瞑めい目もくして唇くちびるを引き結んでいる。

「俺は」

　沈ちん黙もくに耐たえられず言葉を続けた。

「八代通さんの話を信じていたんです。ザイとアニマは違ちがう。もととなるパーツは一いつ緒しよでもまったく別の存そん在ざいだって。でもライノの様子を見て、やっぱりあいつらは同じだと思ったんです。たまたま人間の価か値ち観かんや理性で抑おさえつけているだけで根本的には何も変わらない、いつ俺達の敵になるか分からない存在だって」

「……」

「シャンケルさんのゲーム結果を見ても、あいつらが何か誕たん生じよう前まえの記き憶おくを持ってることは確たしかです。多分表からはうかがい知れない、すごく深いところで過去と結びついている。ドーターのじゃない、ザイだった頃ころの自分と」

「なるほど」

　八代通はしかつめ顔でうなずいた。半はん眼がんになり足を組み直す。

「君の懸け念ねんはもっともだ。で、どうするべきだと？　アニマなんて危き険けんな代しろ物ものは全ぜん廃ぱいし後こう顧この憂うれいを断たつか？　それとも安全が確かく認にんできるまで奴やつらを凍とう結けつ・モスボール保存でもしておくか」

「分かりません」

　力なくうなだれる。

「俺を殺そうとしたのもアニマなら、俺を救ってくれたのもアニマです。一体あいつらの何を信じて何を疑うたがえばいいのか、正直混乱してます。逆に教えてほしいくらいです」

「ふん、お互たがい手て探さぐり、暗あん中ちゆう模も索さくってわけか」

　胸むねポケットから煙草たばこを取り出した。一本咥くわえて火をつける。

「病室ですよ」

「堅かたいこと言うな。ずっと飛行機で吸すわせてもらえなかったんだ」

　紫し煙えんを吐はき出す。眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみがじっと煙けむりを追いかけた。

「ライノのソースコードを見たよ。ブロウラー暴ぼう走そうの原げん因いん調ちよう査さの一いつ環かんでな」

　平板な声こわ音ね。

「正直あまり気持ちのよいものじゃなかったな。禁きん止し事じ項こうだらけで。米軍はあいつのことを完全に道具として扱あつかっていたらしい。ガチガチに行動や思考を制せい御ぎよして、想定外の動作を起こさないようにして、こと細かに挙動をモニターしていた。それこそ日常生活に至いたるまで全部な」

「そんな風には見えなかったですけど」

　自由気ままに飄ひよう々ひようと振ふる舞まっているように思えた。

「ざっくばらんで好こう奇き心しん旺おう盛せいで、でも気を遣つかうところは遣ってくれて、親しみやすい大人って感じで」

「だから、そういう風にしか振る舞わせてもらえなかったんだろうさ。本当のあいつがどんなアニマだったのか今となっては誰だれにも分からない。ひょっとしたらあいつ自身も分かってなかったのかもな。だから全ての枷かせを外された時、呆あつ気けなく自分を失った。連中に取りこまれた」

「……」

「まぁ安あん全ぜん装そう置ちがかけられているのは日本のアニマも同じだ。程てい度どの差だけでな。俺達はあいつらに首輪をつけている。それが外れた時何が起こるかは完全に未知の領りよう域いきだ」

「対たい策さくは」

「人間を好きになってもらうしかないさ。守りたいと思うほど大切に感じてもらう、それだけだ」

「非科学的ですね」

「せめてロマンチストと言ってほしいな」

　低い声で笑う。携けい帯たい灰はい皿ざらを取り出し吸すい殻がらを入れた。

「さて、あまり面会時間が長引くと怒おこられるから一いつ旦たん退たい散さんするぞ。思ったより元気そうだったしな。詳くわしい話はまた今度聞かせてくれ」

「八や代しろ通どおりさん」

　腰こしを浮うかせた男に呼よびかける。すがるような思いに突つき動かされ。

「俺達、アニマと共きよう存ぞんできますよね。一いつ緒しよに寄より添そって生きていけますよね」

　にやりと笑われた。口角が歪いびつに持ち上がる。

「少なくとも俺はそうあろうと努力してきた。そして実際に成功したと思ってるぜ？　鳴なる谷たに慧けい、自信を持てよ。君とグリペンは希望を示したんだ。どんなに絶望的な状じよう況きようでも一つくらい切れない絆きずながあるってな」




　夕ゆう刻こく。

　病院の庭を一人散歩していく。沈しずみかけの太陽が空を赤々と染そめ上げていた。ハイビスカスが風にそよぐ。パームの葉が擦こすれ合い涼すずしげな音を立てた。

　ゆったりした空気の中を歩いていると三日前の戦せん闘とうが噓うそのように思えてくる。いや実じつ際さい、幻まぼろしのようなものだ。何百という命を失い、切り札のアニマまで失って、人類の得たものは何もなかった。ただ敵の不可解さが際きわだっただけだ。ザイ、圧あつ倒とう的てきな力を持ち、時空をねじ曲げ、人の精神にまで干かん渉しようする存そん在ざい。一体彼らは何を目的としているのか。世界を支配したいのか、人類を滅ほろぼしたいのか、あるいはただ黙もく々もくと生せい存ぞん圏けんを広げているだけなのか。どれもしっくりこない。最後の空中戦でライノは言っていた。『目的は同じ、ただ手しゆ段だんが異ことなるだけ』と。アニマとザイの目的が同じ？　だが手段として一方は人間を守りもう一方は消し去ろうとしている。であれば両者の目指すものはなんだ。人など関係ない。自分達が生き残ろうが全ぜん滅めつしようがどちらにせよゴールは準備されているということか。

　なら俺達はなんのために戦っている。なんのために死にものぐるいになっている。

　消えかかる夕陽を眺ながめていると足音が響ひびいた。

「慧けい」

　グリペンが立っていた。白のポンチョブラウスが目に眩まぶしい。灰はい色いろの瞳ひとみが陽光を映うつしている。

「もう歩いていいの？」

「ああ、寝ねてばかりだと気がふさぐからな」

「お医者さんが『今度抜ぬけ出したらベッドに縛しばりつける』と言ってた」

「……」
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　どうもあまり素行のよい患かん者じやと見られていないらしい。まぁ実際何度も歩き回ってるから自じ業ごう自じ得とくというものだが。

「で、なんだ？　おまえは見み張はりか。聞き分けの悪い怪け我が人にんを連れ戻もどしに来たのか」

「ううん」

　ペールピンクの髪を揺ゆらし否ひ定ていする。

「ただ慧けいと一いつ緒しよにいたい、そう思っただけ」

　静かに近づき寄り添そってくる。ふわりとハーブの香りが漂ただよってきた。

「奇き遇ぐうだな、俺もだよ」

　小さな頭をなでる。掌てのひらに温もりが伝わってきた。不思議と照れくさい感じはしない。むしろごく自然に彼女と触ふれあっていられた。失われた半身を取り戻もどした気分。はるか昔から二人で並ならび歩あゆんできた感覚。

「おまえ、運命って信じるか？」

「運命？」

「なんとなくだけどさ。東シナ海で出会って小こ松まつの町で再会して、二人一緒じゃなきゃ空を飛べないなんて話になって。笑っちゃうくらい偶ぐう然ぜんの積み重ねだけど少しもおかしく思わないんだよな。自然におまえがそばにいることを受け入れてる。当然だと感じてる。ひょっとしたらこうなることがあらかじめ決まっていたんじゃないかって。そういうのをなんて呼よぶんだろうと考えてたら、ふっと運命なんて言葉が思い浮うかんで」

　おまえはどうだ、と目だけで問いかける。グリペンは首をひねった。

「よく分からないけど、私は多分運命を信じない」

「へぇ？」

「運命のおかげで慧と巡めぐり会えたなら、運命が邪じや魔ましたらあなたを見つけられなかったことになる。それは受け入れがたい」

「なるほど」

　今の自分達があるのはあくまで意思と選せん択たくの結果。何に助けられたわけでもない。ただ互たがいの行動の帰結ということか。

「あ」

「どうしたの？」

「いや……ああ、そうか」

　そういうことか。

　運命など信じない。全ては自分の選択次第。

　であれば未来の形も己おのれ次第ということだ。ザイの目的もお仕着せのゴールも関係ない、ひたすら進みたい道を進んでいけばいい。結果待ち受ける世界がどんなものであろうとそこには自分達の祈いのりが反はん映えいされているはずだ。

　気づけば迷いが消えている。

　俺が目指す道、目指したいもの。

「おまえと一いつ緒しよに中国の空を飛びたいな」

　唐とう突とつなつぶやきに、だがグリペンは「うん」とうなずく。

　ザイを駆く逐ちくし第二の故こ郷きようを取り戻もどす。大陸の空を奪だつ還かんする。

　何も変わらない。子供の時から持ち続けてきた願い。今の自分にはそれを可能にする力がある。道を切り拓ひらく術すべがある。

『私はあなたの翼つばさ、あなたの矛ほこ。そうあれと命じてもらえればどこまでも進んで敵を墜おとしてみせる』

　作戦前にグリペンの言った言葉。

　ならば俺はおまえの意思になろう。行く先を照らす明かりとなろう。

　そっとグリペンの手をつかむ。少女は一いつ瞬しゆん緊きん張ちようした後、指を絡からめてきた。

　海が燃える。沈しずみゆく太陽が最後の輝かがやきを見せていた。黄金色の光が世界を満たしている。

　逆光の中、多分自分達は二人で一つのシルエットに見えているのだろう。吹ふき抜ぬける風に髪を揺ゆらしながら、慧けいはいつまでも海を見つめていた。










　あとがき




　この話を書いている最中、自衛隊次世代戦せん闘とう機き（Ｆ─３）国産開発のニュースが飛びこんできまして、いえ戦闘機の国産自体はＦ─１の前例もあり驚おどろくことでもないのですが、注目すべきはエンジンも含めて自主開発するという内容でした。

　戦闘機のエンジンは冶や金きん技ぎ術じゆつ・素材開発など最さい先せん端たん工こう学がくの結けつ晶しようで、おいそれと手を出せるものではありません。実際我われらがグリペンのエンジンも元はアメリカ製ですし、中国産戦闘機Ｊ─10に積まれているのはロシアのＡＬ─31ＦＮです。いえ、軍事とは言え経けい済ざい効こう率りつ性せいと無む縁えんではありませんから、輸入・ライセンス生産がコスト的に最適解ならそれを選ぶこと自体なんら問題はないでしょう。ただ近年戦闘機に関する技術はどんどん高度化・複雑化しており、自国開発の選せん択たく肢しを持っていることはかなりの強みとなります。同じ輸入するにしても「すみません、おたくが売ってくれないとどうしようもないんです」と「え、そんな高いんすか。じゃ自前で作ります」では価か格かく交こう渉しよう力りよくがまったく違ちがいますから。

　まぁお金の話はさておき、個人的には戦後半世紀を経て日本の工業が戦闘機用ジェットエンジンの開発にたどりついた（まだ噂うわさレベルですが）のがかなり感かん慨がい深ぶかいです。

　国内の航空産業は終戦後、連合国により七年間活動を禁止されていました。時はレシプロからジェットへの転てん換かん期き。技術のターニングポイントに競きよう争そうから追いやられ、他国との技術格差は絶望的なものになっていました。正直そんな状態でジェットエンジンをビジネス化しようとした技ぎ術じゆつ陣じん・研究陣（というかＩＨＩ）はどうかしてると思います。当然「今いま更さらジェットなんか国産してどうなる」「研究開発費を回かい収しゆうできるのか」「外国から買ってきた方が早いだろ、ＪＫ」という（短期的に見れば至し極ごく真っ当な）意見も出たでしょう。それらをガン無む視ししてライセンス生産・国際共同開発、挙げ句に戦闘機用エンジンの開発にこぎつけたのだとしたら感心を通り越こして呆あきれてしまいます。半世紀ですよ半世紀。先行投資にも程があります。

　この件から得るべき教訓は「何ごとも諦あきらめない限り夢はかなう」でしょう。一回や二回、一年や二年の失敗でめげてはいけない。何せ五十年がかりで成功しそうなチャレンジもあるのですから些さ細さいな挫ざ折せつでくじけていられません。ええ、だから十回連続で大おお型がた艦かん建けん造ぞう（艦これ）が失敗しても腐くさっちゃいけないんです。くそっ！　十回だぞ十回。本当に大たい鳳ほう出るのかこれ！




　以下謝辞です。

　前作に引き続き美麗なイラストで本を彩ってくださったイラストの遠とお坂さかあさぎ様、度たび重かさなる改かい稿こうに根気よくお付き合いくださった編集の湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。





二〇一五年三月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。２００７年『葉桜が来た夏』で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞。近作に『なれる！ＳＥ』シリーズ。ＮＷＯＢＨＭ以来のＨＲ／ＨＭファンで最近のヘビーローテーションはＤＧＭのＭＯＭＥＮＴＵＭ。プログレですがテンポよく疾走ってくれます。おすすめ。
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イラスト／遠とお坂さかあさぎ

３巻です！

だんだんと夏に近づいていってますが、

夏場はＰＣや液タブの熱が辛くなります。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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